いわ て 県 民 計 画 


(2019~ こ 2028) 


東日本 大 岩 災 津波 の 経験 に 基づき 、 
引き 続き 復興 に 取り 組み な が ら 、 
お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 郷 い わ て 





復興 推進 プラ ン 
(2019 年 度 ~2022 年 度 ) 


后 攻 内 | 有 1 
人 3 
1 6 
0 まお の くり りつ ジニー コロ ーー ヨ ョ ーー ビー は さだ さ は だ ビジ 1 うー ささ 6 
2 13 
の 15 
で で ーー ニー ニー 15 

2 "保健 き 話 療 ぶ 福祉 。、 テラ ニラ ュ デー ニニ デニ ニニ ニーー デ ラー ニニ デニ ェ ニ ニニ ご ご ご お ここ に に に = っ ミミ ミー ラ ラララ = ラー 21 
3 27 
mm ii 35 

23 車 困 村 行政 機能 才 援 ーーー コミ ーー ニー ニー コー ココ ーー ニー デビ コ ーーー き ラー コ こ こっ ーー ロー ジョー ニー 38 
aa 40 
ee 40 

49 
< 59 

IM 未来 の た め の 伝 承 ・ 発 信 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 66 

1 事実 ・ 教 訓 の 伝承 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 66 
で 70 





1 策定 の 趣旨 





〇 岩手 県 で は 、 平 成 23 年 (2011 年 ) 4 月 に 「 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 向け た 基本 方 針 」 


を 策定 し 、 被 災 者 の 人 間 ら し い 「 暮 らし 」「 学 び 」「 仕 事 」 を 確保 し 、 
本 方 針 を 貫く 2 つの 原則 と 位 





を 保障 する こと 及び 犠牲 者 の 故郷 へ の 思い を 継承 する こと を 、 基 
置 づ け ま し た 。 





一 人 ひと り の 幸福 追求 権 


〇 この 原則 を 受け て 、 平 成 23 年 (2011 年 ) 8 月 に 、「 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 基本 計画 
策定 し 、 こ れ ま で 、 そ の 具体 的 な 施策 や 事業 な ど を 定め た 復興 実施 計画 ( i 





を 進め て きま し た 。 


第 1 期 (2011 年 度 か ら 2013 年 度 ま で ) は 、「 基 盤 復興 期間 」 と し て 、 和 被災 地域 の 復旧 ・ 
の 第 一 歩 と な る 緊急 的 な 取組 を 重点 的 に 進め る と と も に 、 本 格 的 な 復興 に 向け た 復興 基盤 





備 の た め の 各 種 施策 を 実施 し まし た 。 











汪 洋 


法 员 


第 2 期 (2014 年 度 か ら 2016 年 度 ま で ) は 、「 本 格 復興 期間 」 と し て 、 復 興 ま ちら づくり を 進め 
る と と も に 、 和 被災 者 の 生活 の 安定 と 住宅 再建 、 地 域 産業 の 再生 な ど 、 将 来 に わた っ て 持続 可 























能 な 地域 社会 の 構築 を 目指 す 各種 施策 を 実施 し まし た 。 








第 3 期 (2017 年 度 か ら 2018 年 度 ま で ) は 、「 更 な る 展開 へ の 連結 期間 」 と し て 、 被 災 者 三 復 


興 者 一 人 ひと り の 復興 を 見 守り 、 和 寄り 添っ た 支援 を 行う と と も 


に 、 多様 な 主体 の 参画 や 交流 、 





連携 に より 、 復 興 事 業 の 総 仕上 げ を 視野 に 復興 の 先 も 見 据え た 地域 振興 に も 取り 組み まし た 。 
〇 これ まで の 8 年 間 で 災害 廃棄 物 の 処理 、 従 災 し た 漁船 や 養殖 施設 の 整備 な ど が 完了 し た ほか 、 
ao ei 肥 の 整備 、 災 害 公営 住宅 の 整備 、 商 業 施設 や 水産 加工 施設 の 再開 な ど 、 








〇 そし て 、 こ れ か ら は 、 復 興 計画 整備 が 終わ ら な か っ た 社会 資本 な ど に つい て は 、 早 期 
に 整備 を 完了 する と と も に 、 被 災 者 の ここ ろ の ケア や コミ ュ ニ ティ の 形成 支援 、 農 林 水 産業 や 
OE SO は 継続 し て 実施 し て 








いく 必要 が あり ます 。 


时 55 oo 記憶 の 風化 も 懸念 され る 一 方 で 、 























国内 の みな ら ず 世界 の 防災 





力 向 上 に 貢献 し て いく た め に も 、 和 被災 県 と し て 東日本 大 震 炎 津波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 や 復興 





CAN 





〇 この プラ ン に お いて は 、 こ れ ま で の 取組 の 成果 を 踏ま え 、 長期 ビジ ョ ン 第 4 章 「 復 興 推進 の 基 
本 方 向 」 に 基づき 、 個 人 の 尊厳 を 基本 価値 と し 「 誰 一 人 と し て 取り 残さ な い 」 と いう 理念 の も と 、 








三陸 の より 良い 復興 の 実現 の た め に 必要 な 事業 を 実施 し て いき ます 。 








具体 的 に は 、 海岸 保全 施設 を は じ め と する 社会 資本 な どの 整備 に 係る 事業 に つい て は 、 一 部 
に お いて 施工 条件 の 変化 等 に よる 今後 の 工程 へ の 影響 も 考え られ ます が 、 2020 年 度 ま で と され 


1 


て いる 
被災 





で は: 








国 の 復興 ・ 創 生 期間 内 の 完了 を 目指 し て 実施 し て いき ます 。 








者 の ここ ろ の ケア や コミ ュ ニ ティ の 形成 支援 、 農林 水産 業 や 商工 業 の 振興 な ど 、 中 長期 
的 な 視点 か ら 必 要 な 事業 に つい て は 、 被災 地 の 状 況 を 踏ま ほそ な が ら 、2020 年 度 で 区 切る こと な 
く 、 政 策 推進 プラ ン や 地域 振興 
東日本 大 震 災 津波 伝 承 館 の 運営 の ほか 、 防災 教育 の 推進 な ど 、 教訓 の 伝承 に 係る 事業 に つい 
未来 の た め に 永続 的 に 実施 し て いき ます 。 

















2 プラ ン の 期間 


〇 2019 年 度 か ら 2022 年 度 3 
































プラ ン に 掲げ る 施策 な ど と 連携 し な が ら 、 実 施し て いき ます 。 





























E で の 4 年 間 を プラ ン の 期間 と し ます 。 


2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 


東日本 大 震 災 津波 復興 基本 計画 


第 | 期 第 2 期 


いわ て 県 民 計画 長期 ビジ ョ ン 
(2011~2018 年 度 ) (20192028 年 度 ) 


東日本 大 震 災 津波 復興 実施 計画 


第 3 期 復興 推進 プラ ン 


基盤 復興 期間 本 格 復興 期間 更 な る 展開 へ の 連結 期間 (2019 一 2022 年 度 ) 


2011~2013 年 度 





2014~2016 年 度 2017~2018 年 度 


国 の 集中 復興 期間 国 の 復興 ・ 創 生 期 間 
2011~2015 年 度 2016~2020 年 度 


3 プラ ン の 構成 
〇 この プラ ン は 、 これ ま で の 取組 の 成果 や 復興 に 向け た 課題 な ど を 踏ま え 、 県 が 、 直接 実施 し 、 
又は 補助 や 支援 を する 取組 、 事 業 な ど を 具体 的 に 示す も の で す 。 





〇 具体 的 に は 
「 未 来 の た め の 
























































、「 よ り 良 い 復 興 ~4 本 の 柱 ~」(「 安 全 の 確保 」「 暮 らし の 再建 」「 な り わ い の 再 生 」 
記 承 ・ 発 信 」) の も と 、「! 防 災 の まち づく り 」、「 交 通 ネ ットワーク 」、「 生 活 ・ 雇 
用 」、「 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 」、「 教 育 ・ 文 化 ・ ス ポー ツ 」、「 地 域 コ ミュ ニテ ィ 」、「 市 町 村 行 政 機能 















































文 援 」、「 水 産業 ・ 農 林業 」、「 商 工業 」、「 観 光 」、「 事 実 ・ 教 訓 の 伝承 」、「 復 興 情報 発信 」 の 12 分 
野 ご と に 、 プ ラン の 期間 に 実施 を 


〇 プラ ン の 期間 に 実施 する 構成 事 
必要 に 応じ て 、 見 直し を 行い ます 。 
こ 、2021 年 度 以降 の 事業 の 実施 及び 事業 内 容 に つい て は 、 今後 の 復興 状況 や 国 の 動向 を 踏 


特 ( 


























まえ て 決定 し ます 。 


4 プラ ン の 推進 








ODOT 


し な が ら 、 





CN 5 
ど 、 あ ら 
〇 さら に 
な が ら 、 











予定 し て いる 主 な 取組 内 容 と 事業 を 掲載 し ます 。 
業 に つい て は 、 社会 経済 情勢 の 変化 や 復興 の 状況 等 を 踏ま え 、 



























































ラン の 推進 に 当たっ て は 、 政 策 推進 プラ ン や 地域 振興 プラ ン に 掲げ る 施策 な ど と 連携 


沿岸 ・ 内 陸 一 体 と な っ 
有識者 か ら の 意見 ・ 提 言 

















ゆる 世代 、 性 別 の 方 々 の 幅広 い 参 画 
ヽ 国 、 市 町 村 は も と より 、 
官民 協 働 に よる 多様 な 力 を 結集 し て 取組 を 推進 し て いき ます 。 

















Ke Nu 

言 を 必要 な 復興 施策 に 反映 し 、 若 者 や 女性 の 活躍 を 促進 する な 
NN 
関係 団体 、 企 業 、N PO な ど が 実施 する 取組 と 連携 を 図り 























ーー 






































復興 推進 の 取組 





この プラ ン に お いて は 、 長期 ビジ ョ ン 第 4 章 「 復 興 推 進 の 基本 方 向 」 に 揚げ る 「 復 興 の 目指 す 姿 」 
を 実現 する た め 、 参 画 ・ 交 流 ・ 連 携 の 視点 を 重視 し て 、 復 興 推 進 の 取組 を 進め ます 。 


(復興 の 目指 す 姿 ) 
「 い の ち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 」 


(復興 の 推進 に 当たっ て 重視 する 視点 ) 

① 参画 て 若者 ・ 女 性 な どの 参画 に よる 地域 づく り を 促進 し ます て 
復興 まち づく りや 地域 コミ ュ ニ ティ の 再生 、 地域 の 産業 の 再建 な どの 取組 を 推進 する に 当 
た っ て は 、 年齢 や 性 別に か か わら ず 、 幅 広い 参画 が 重要 で す 。 
特に 、 次 代 を 担う 若者 や 女性 の 参画 を 進め な が ら 、 住 民 一 人 ひと り が 復興 の 主役 と な り 、 
活躍 で きる 地域 づく り を 促進 し て いき ます 。 
交流 人 や モノ の 交流 の 活発 化 に よる 創造 的 な 地域 づく り を 促進 し ます て 
地域 資源 を 生か し た 観光 振興 や 地域 経済 の 活性 化 な どの 取組 を 推進 する に 当たっ て は 、 交 
流 人 口 や 物流 の 拡大 が 重要 で す 。 
新た な 交通 ネッ トワ ー ク と 交流 拠点 を 活用 し 、 地 域内 外 、 国 内 外 で 、 人 や モノ が 行き 交 う 
多様 な 交流 の 活発 化 に より 、 創 造 的 な 地域 づく り を 促進 し て いき ます 。 
連携 多様 な 主体 が 連携 し 、 復 興 な どの 取組 を 推進 し ます て 
官民 が 協 働 し 、 多 様 な 力 を 結集 し た 復興 の 取組 を 推進 する に 当たっ て は 、 国 、 市町村 は も 
と より 、 各 分 野 や 地域 な どの 関係 団体 、 企 業 、NPO、 高等 教育 機関 な ど あ ら ゆ る 主体 、 地 
域 、 世 界 と の 連携 が 重要 で す 。 
復興 の 取組 を 通し て 培っ た つなが りや 絆 を 財産 に 、 連携 を 強化 し 、 持続 的 な 仕組 み と し て 
展開 し な が ら 、 復 興 や 地域 の 課題 解決 に 取り 組み ます 。 









































| 構成 事 業 の 概要 と 実施 年 度 の 見 方 











国 取 租 项 目 
取組 項目 ご 























ご と に 事業 を 位置 付け 

















No. 


事業 名 


海岸 保全 施設 等 整備 事 
業 


国事 业主 体 


県 が 直接 実施 し 、 又 は 神 








事業 
主体 


和久 


站 助 六 


支援 を する 事業 の 実施 主体 





を 記載 








多 




















事業 を ①2020 年 度 ま で の 完了 を 目 














指し 、 又 は 2020 





















































下 上 上 邮 





に 実施 する 事業 に 分 類 





度 ま で の 継続 を 想定 する 事業 ②2021 年 度 以降 
面 の 間 継続 する 事業 、⑨ 復 興 の 取組 と し て 永続 


〇 2020 年 度 ま で の 完了 を 目指 し 、 又 は 2020 年 度 ま で の 継続 を 想定 する 事業 























































津波 で 被害 を 受け た 




















図る と と も に 、 市 町 お 


事業 概要 
重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 東 日 本 大 圭 災 
等 の 津波 防災 施設 の 復旧 を 





防潮 
す の 復興 まち づく り と 一 体 と な っ 




















た 防潮 堤 や 水門 等 の 








動 半 人 鎖 シス テム の 整備 等 を 実施 





国 卖 施 年 度 
事業 ご と に 実施 年 度 を 記載 











実施 年 度 
計画 期間 


2021 2022 | 2023~ 
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| 
| 
| 
| 
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1 





・ 津波 防災 施設 整備 延長 : 
7.1km (2019・2020 計 ) 
(全体 : 76.8km/ 実 績 値 : 69.7km) 
・ 海岸 水門 等 遠隔 操作 化 箇 所 数 : 138 か 所 
(全体 : 187 基 / 実 績 値 : 49 
画 事 業 概要 











〇 事業 ご と に 次 の お 


















































2021 年 度 以降 も 当面 の 間 継 続 す る 事業 





主 に 復興 の 取組 と し て 実施 する 事業 2019 年 


間 に 実 施 を 予定 し て いる 事業 の 概要 を 記載 
2020 年 度 ま で の 完了 を 目指 し 、 又 は 2020 年 度 ま で の 継続 を 想定 する 事 き 
飼 2019 年 度 、2020 年 度 の 概要 























に 




















主 に 政策 推進 プラ ン と 連携 し て 実施 する ヨ 











『 業 








復興 の 取組 と 







































































度 、2020 年 度 の 概要 





2019 年 度 て 2022 


E 度 の 概要 









































し て 永続 的 に 実施 する 事業 師 2019 年 度 ~2022 年 度 の 概要 


























〇 上 記 の 期間 を 基本 と し て 計画 値 を 記載 (社会 資本 の 整備 事業 等 に つい て は 、 事 業 全体 の 
計画 値 及 び 復 興 計画 期間 に お ける 実績 値 も 記載 ) 
例 : 事業 全体 の 計画 値 が 20 か 所 で 、 復 興 計画 期間 の 実績 が 15 か 所 、 計 画 値 が 5 か 所 の 場合 
事業 箇所 : 5 か 所 (全体 :20 か 所 / 復 興 計画 期間 :15 か 所 ) 





2021 年 度 以降 も 当面 の 間 継 続 する 事業 





主 に 復興 の 取組 と し て 実施 する 事業 





















の サポ ー ト 事業 



































いわ て 子ども の ここ ろ | 県 、 















= 
幼児 児童 


E 徒 の 適切 な 
組織 的 ・ 継 続 的 に 学校 を 支援 









いふ の サポ ー ト を 明 



































・ ス クー ルカ ウン 











市 町 村 数 : 33 市 町 村 グ 年 (2019、2020) 


セラ 





和 を を 活 








し た 支援 を 行う 






































四 の 復興 の 創 生 } 











踏ま えて 決定 


つい て は 、 今 後 の 復興 状況 や 










間 終 了 後 の 事業 内 容 に 


計画 期間 















国 の 動向 を 


2021 | 2022 | 2023~ 


a > 




























計画 
の 復興 状況 な ど を 暗 ま えて 決定 




















間 後 の 事業 内 容 に つい て も ゃ 、 今 後 











主 に 政策 推進 プラ ン と 連携 し て 実施 する 事業 





No| 事業 名 bs 事業 概要 計画 期間 








いわ て 花巻 空港 利用 促 | 県 、 いわ て 花巻 空港 の 路線 の 維持 ・ 拡 充 等 及び 利便 性 店 
進 事 業 費 岩手 県 空 | を 図り 、 本 県 経済 の 幅広 い 発展 に 資す る た め 、 官 上 
港 利 用 促 ] 体 と な っ た 利用 促進 を 行う 岩手 県 空港 利用 促進 協議 会 
1 進 協議 会 | に 負担 金 を 支出 し 、 震 災後 、 復 興 支援 で 新た に 就 』 

た 路線 等 の 利用 を 促進 








































































































ュ ン 


・ 航空 旅客 数 : 2.093 千 人 (2019 一 2022 計 





























計画 期間 後 の 事業 内 容 に つい て は 、 今 
の 復興 状況 な ど を 踏ま えて 決定 

















〇 復興 の 取組 と し て 永続 的 に 実施 する 事業 


計画 期間 
| 2021 | 2022 | 2023~ | 





東日本 大 震 災 津 波 伝承 | 県 災害 の 歴史 か ら 学び 、 記 憶 や 経験 を 語り 継ぎ 、 将 来 に 
館 整備 (運営 ) 事業 た め 、 国 等 の 関係 機関 と 連携 し 、 高 
に 東日本 大 震 災 津波 伝承 館 を 整備 ・ 


E 9 月 まで に 開館 ) 































































































式 (2019) 
: 14 回 (2019 一 2022 計 ) 





























終期 を 設定 せ ず 、 継 続 し て 事 











※ 復興 推進 プラ ン の 構成 事業 に つい て は 、 社 会 経済 情勢 の 変化 や 復興 の 状況 等 を 踏 き 
に 応じ て 、 見 直し を 行っ て いく こと 。 
※ 特に 、2021 年 度 以降 の 事業 の 実施 及び 事業 内 容 に つい て は 、 今 後 の 復興 状況 や 国 の 動向 を 踏 
まえ て 決定 する も の で ある こと か ら 、 内 容 に 変更 が 生じ る 場合 が ある こと 。 
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I 安全 の 確保 


男 
|ー 1 防災 の まち づく り 


























「 津 波 対策 の 基本 的 考え 方 」' を 踏ま えた 多重 防災 型 ま ち づ く り に より 、 津 波 な どの 自然 災害 に よ 
る 被害 を 最小 限 に 抑え 、 A 
り を 推進 し ます 。 
また 、 住 民 の 故郷 へ の 思い や や 地域 の 歴史 、 文 化 ・ 伝 統 を 踏ま えた 住民 主体 の 新しい まち づく り を 
推進 し ます 。 
































































































































































































































取組 項目 主 な 取組 内 容 

1 災害 に 強く 安全 で 安心 な 暮らし |① 復興 まち づく り と 一 体 と な っ た 津波 防災 施設 、 道 路 な 

を 支え る 防災 都市 ・ 地 域 を つく り ま どの 整備 の 推進 

す ② 再生 可能 エネ ルギー の 導入 の 促進 
③ 復興 まち づく り に 対す る 支援 
④ 地域 コミ ュ ニ ティ に お ける 防災 体制 の 強化 
⑤ 広域 的 な 防災 体制 の 強化 
⑥ 被災 者 の 安全 ・ 安 心 の 確保 
⑦ 放射 線 影響 対策 の 推進 

2 故郷 へ の 思い を 生か し た 豊か で | ① 防災 文化 の 醸成 と 継承 

快適 な 生活 環境 を つく り ま す ② 豊か で 快適 な 生活 環境 づく り の 推進 

主 な 取組 内 容 文 : 主 に 政策 推進 プラ ン と 連携 し て 取り 組む 項目 


取組 項目 NO。 1 了 本 2 を KGPZ の PVZS 2 クジ 225- あ 2177 が: HEEIIUD ん 0 の ょ 37 だ 

① 復興 まち づく り と 一 体 と な っ た 津波 防災 施設 、 道 路 な どの 整備 の 推進 

津波 に よる 被害 を 最小 限 に 抑え る た め 、 水 門 ・ 陸 こう “自動 閉鎖 レス テム を 備え た 防潮 堤 等 
の 津波 防災 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 し ます 。 

津波 に より 浸水 し た 道路 に つい て 、 市 町 村 の 復興 まち づく り と 一 体 と な っ た 整備 を 推進 し 
まず $s 
東日本 大 震 災 津波 で 被害 を 受け た ライ フラ イン 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 支援 する と と も に 

の 計画 的 な 耐震 化 対策 の 取組 を 促進 し ます 。 

東日本 大 震 災 津波 で 被害 を 受け た 学校 な どの 公共 施設 に つい て 、「 津 波 対策 の 基本 的 考え 方 」 
を 踏ま えて 復旧 ・ 整 備 を 進め ます 。 





















































































































































1 津波 対策 の 基本 的 考え 方 : 岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 計画 に お ける 岩手 県 の 考え 方 で あり 、 多 重 防 災 型 まち づく り と 人 防災 文化 の 醸 
成 ・ 継 承 に より 再び 人 命 が 失 われ る こと が な いよ うに する こと を 津波 対策 の 基本 と する も の 。 具体 的 に は 、 被 害 状況 や 地理 的 条件 、 歴 史 
や や 文化 、 産 業 構造 な ど に 応じ て 、 そ の 地域 に か ふさわしい 「 津 濾 防 災 施 設 ]、「 ま ち づ く り 」、「 ソ フト 施策 」 を 適切 に 組み 合わ せ 、 被 害 を で 
きる だ け 最 小 化 する と いう 減災 の 考え 方 に より 「 安 全 の 確保 」 を 図る も の 。 


2 陸 こ う : 堤防 の 海 側 と 陸 側 を 往来 する た め の 門 扉 
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② 再生 可能 エネ ルギー の 導入 の 促進 
災害 に も 対応 で きる 自立 ・ 分 散 型 エ ネル ギー 供給 体制 の 構築 に 向け て 、 防 災 拠 点 や 被災 家 
へ の 太陽 光 発 電 等 の 導入 を 促進 する と と も に 、 市 町 村 等 の 地域 の エネ ルギー 供給 体制 の 構築 に 
向け た 取組 を 支援 し ます 。 
③ 復興 まち づく り に 対す る 支援 
コミ ュ ニ ティ 形成 を は じ め と する 復興 まち づく り の 進捗 が 図ら れる よう 、 ま ち づ く りや 景観 
等 に 関す る 専門 家 を アド バイ ザー と し て 派遣 する こと に より 、 復 興 ま ち づ く り に 取り 組む 団体 
等 を 支援 し ます 。 
④ 地域 コミ ュ ニ ティ に お ける 防災 体制 の 強化 文 
自主 防災 組織 の 組織 率 向上 ・ 活 性 化 を 図る た め 、 地 域 防災 サポ ー タ ー 制 度 * を 活用 し た 活動 
支援 、 自 主 防災 組織 の リー ダー 研修 会 や 活性 化 研修 会 に よる ネッ トワ ー ク 化 の 促進 、 防 災 士 
制度 を 活用 し た 中 核 人 材 の 育成 な どの 取組 を 推進 し ます 。 
消防 職 団 員 の 確保 を 進め る た め 、「 い わ て 消防 団 応援 の 店 登録 事業 」 に よる 消防 団員 の 加入 
促進 、 機 能 別 団員 制度 の 導入 促進 、 女 性 消防 職 団員 の 加入 促進 や 、 女 性 消防 職員 の 活躍 ・ キ 
ャ リア 形成 支援 な どの 取組 を 推進 し ます 。 
⑤ 広域 的 な 防災 体制 の 強化 文 
広域 防災 拠点 機能 の 充実 に よる 広域 的 な 防災 体制 の 構築 、 災 害 情報 の 効果 的 な 収集 及び 伝 
達 体 制 の 整備 に より 、 防 災 体 制 を 充実 ・ 強 化し ます 。 
「 全 国 都 道 府 県 に お ける 災害 時 等 の 広域 応援 に 関す る 協定 」 や 「 大 規模 災害 時 等 の 北海 道 ・ 
東北 8 道 県 相互 応援 に 関す る 協定 」 に 基づき 、 県 の 枠 を 越え た 広域 的 な 防災 体制 を 充実 ・ 強 
化し ます 。 
⑥ 被災 者 の 安全 ・ 安 心 の 確保 
被災 者 の 安全 ・ 安 心 が 確保 さ れる よう 、 警 察 宜 に よる 応急 仮設 住宅 や 災害 公営 住宅 へ の 
問 活動 や 、 交 番 ・ 駐 在 所 連絡 協議 会 の 活動 を 通じ て 被災 者 に 寄り 添い な が ら 、 各 種 事件 ・ 事 
逆 の 未然 防止 、 復 興 に 乗じ た 犯罪 の 取締 り 等 を 推進 し ます 。 
犯罪 や 交通 事故 の な い 地 域 社会 づくり に 向け た 住民 の 自主 的 な 取組 を 支援 する た め 、 被 災 
地 に お いて 防犯 座談 会 な ど を 実施 し ます 。 
三陸 沿岸 道路 等 の 延伸 に 伴い 、 交 通 量 の 増加 が 見 込ま れる こと 、 沿 岸 5 警察 署 の 死亡 事故 
率 が 高い 状況 と な っ て いる こと か ら 、 沿 岸 地域 の 交通 の 安全 が 図ら れる よう 、 高 速 道路 交通 
警察 隊 の 体制 を 強化 する と と も に 、 復 興 関 連 事 業 所 等 の 運転 者 に 対 し 講習 効果 の 高い 運転 者 
疑似 体験 型 教育 装置 等 を 活用 し た 安全 教育 を 推進 し ます 。 
⑦ 放射 線 影響 対策 の 推進 
原子 力 発電 所 事 逆 に 起因 する 放射 性 物質 に よる 影響 を 把握 する た め 、 放 射線 量 な どの 測定 調 
査 を 行い 情報 提供 し ます 。 
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3 地域 防災 サポ ー タ ー 制 度 : 地域 に お ける 防災 研修 会 等 の 講師 と し て 、 防 災 に 関し て 様々 な スキ ル を 習得 し て いる 方 (防災 士 、 消 防 職 
員 0B、 自 治 体 職 員 OB 等 ) を 登録 する 県 の 制度 
4 いわ て 消防 団 応援 の 店 登録 事業 : 消防 団員 の 確保 を 図り 、 地 域 防災 力 の 充実 強化 を 促進 する た め 、 県 内 の 消防 団員 に 対し 特典 や 割引 
等 の サー ビス を 提供 する 店 を 募集 ・ 登 録 す る 事業 






























































































































































7 








取組 項目 NO。 2 EN と I の 4 EV RR 
① 防災 文化 の 醸成 と 継承 
・ 災害 の 歴史 か ら 学 び 、 記 憶 や 経験 を 語り 継ぎ 、 将 来 に 生か す た め 、 高 田 松原 津波 復興 祈念 
公園 内 に 東日本 大 震 災 津波 伝承 健 を 整備 し 、 展 示 及 び 教 育 ・ 普 及 の 事業 を 実施 し ます 。 
また 、 大 学 、 類 似 施 設 、 被 災 地 を は じ め と する 県 内 各地 域 等 と 連携 し 、 防 災 文 化 の 効果 的 
な 醸成 と 継承 を 図り ます 。 
県 を は じ め 、 国 、 市 町 村 、 民 間 団 体 等 か ら 収 集 し た 震 災 津波 関連 資 桂 を イン ター ネッ ト で 
検索 ・ 閲 覧 で きる アー カイ ブシ ステ ム 「 い わ て 岩 災 津波 アー カイ ブ ^ 希 望 て 」 の 活用 を 促進 
し ます 。 
② 豊か で 快適 な 生活 環境 づく り の 推進 
沿岸 地域 の 住民 が 快適 な 生活 を 送る こと が で きる よう 、 東 日 本 大 震 災 販 
ライ フラ イン 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 支援 し ます 。 
ユニ バー サル デザ イン "の 考え 方 の 浸透 が 図ら れる よう 、 地 域 住民 を 中 心 に 「 ひ と に や さ し 
いま ち づ く り 条 例 」 の 理念 や 制度 を 周知 し 、 ひ と に や さ し い まち づく り を 推進 し ます 。 
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波 で 被害 の あっ た 


















































構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 











取組 項目 NO. 1 に 強く 安全 で 安心 な 暮らし を 支え る 防災 都市 ・ 地 域 を つく り ま す 











事業 概要 
































海岸 保全 施設 等 整備 事 | 県 多重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 東 
業 津波 で 被害 を 受け た 防潮 堤 等 の 津 
図る と と も に 、 市 町 村 の 復興 
た 防潮 堤 や 水門 等 の 自 












































・ 津 波 防災 施設 整備 延長 : 

7.2km (2019・2020 計 ) 
(全体 : 76.8km/ 実 績 値 : 69.6km) 

・ 海岸 水門 等 遠隔 操作 化 箇 所 数 : 146 か 所 
(全体 : 184 基 / 実 績 値 : 38 基 ) 
























































湾口 防波堤 等 整備 事業 多重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 久 慈 港湾 
波 堤 等 の 整備 を 促進 (2028 年 度 完了 見 込 ) 









































まち づく り 連 携 道路 整 | 県 重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 津 波 に より 浸 
備 事業 = 道路 に つい て 、 市 町 村 の 復興 まち づく り と 一 体 
と な っ た 整備 を 実施 




















・ 整備 完了 箇所 数 : 9 か 所 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 32 か 所 / 実 績 値 : 23 か 所 ) 


























河川 等 災害 復旧 事業 2 
(代行 ) 3 了 





























・ 災害 復旧 事業 完了 人 箇所 数 : 1 か 所 (2019) 
(全体 : 5 か 所 / 実 績 値 : 4 か 所 ) 
























































5 ユニ バー サル デザ イン : 年 齢 や 性 別 、 能 力 な ば ど に か か わら ず 、 で きる 限り 、 全 て の 人 が 利用 で きる よう に 製品 、 建 物 、 空 間 を デザ イ 
ン し よう と する 考え 方 
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土砂 災害 対策 施設 整備 村 の 復興 まち づく り 計 画 等 に 
事業 住居 等 を 土砂 災害 か ら 保全 


























・ 砂防 等 施設 整備 完了 数 : 1 か 所 (2020) 
(全体 : 5 か 所 / 実 績 値 4 か 所 ) 




















本 大 震 災 津波 で 被害 を 受け た 市 町 村 の 汚水 処理 施 


汚水 処理 施設 整備 事業 東 日 
設 整 備 事 業 に 対す る 補助 

















・ 低 炭 素 型 合 併 浄 化 槽 等 (個人 設置 型 ) 設 置 示 
(累計 ) : 1.964 基 (2020) 
(全体 : 1.964 基 / 実 績 値 : 1.606 基 ) 


















































県 立 高田 高等 学校 災害 | 県 東日本 大 震 災 津波 に より 甚大 な 被害 を 受け た 高田 高等 
復旧 事業 学校 の 校舎 附帯 施設 を 整備 























・ 校 舎 附帯 施設 整備 箇所 数 : 3 か 所 
艇 庫 ・ 講 義 棟 1 か 所 (2019) 
第 1 グラウ ンド 整備 1 か 所 (20 
部 室 棟 1 か 所 (2019) 















































私 立 学校 等 災害 復旧 支 | 国 、 被災 し た 私 立 学校 等 の 施設 災害 復旧 費 
援 事業 























私 立 学校 | ・ 私 立 学校 等 施設 災害 復旧 施設 数 
1 園 ・ 校 
. 校 / 実 績 値 : 






























































警察 施設 災害 復旧 事業 東日本 大 震 災 津波 で 被災 し た 警察 施設 を 復旧 ・ 整 備 


・ 警察 署 等 庁舎 再建 数 : 3 か 所 (2019) 
(全体 : 19 か 所 / 実 績 値 : 16 か 所 ) 











交通 安全 施設 整備 事業 被災 地 の 復興 の 進捗 に 対応 し た 交通 安全 施設 の 整備 





・ 信 号機 等 設置 基数 : 9 基 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 81 基 / 実 績 値 : 72 基 ) 

・ 標識 等 設置 基数 : 446 本 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 3.072 本 / 実 績 値 : 2626 本 ) 

・ 標 示 (横断 歩道 ) : 6km (2019・2020 計 ) 
(全体 : 17km/ 実 績 値 : 11km) 






































被災 地域 情報 化 推進 事 す | 東日本 大 震 災 津 波 か ら の 復興 に 向け た 新た な 街 づ くり 
業 を 行う 地域 等 に お いて 、 住 民生 活 に 必要 な 通信 ・ 放 送 
等 の ICT 基 盤 を 整備 する 事業 に 対し て 支援 















































携帯 電話 等 エリ ア 整 備 す | 過疎 地 等 の 条件 不利 地域 に お いて 、 地 方 公共 団体 が 
事業 帯電 話 等 の 基地 局 施設 等 を 整備 する 事業 に 対し て 支 
































・ 通信 施設 整備 補助 実施 沿岸 市 町 村 数 : 
1 市 町 村 (2019) 






































情報 通信 基盤 整備 推進 す | 地域 の 活性 化 を 図る た め 、 過 疎 地域 等 の 条件 不利 
事業 を 有する 地方 公共 団体 が 、 超 高速 ブロ ー ド バン ド 
等 を 整備 する 事業 に 対し て 支援 

















防災 拠点 等 再生 可能 エ | 県 、 非常 時 に お いて も 一 定 の エネ ルギー を 
ネル ギー 導入 事業 市 町 村 等 | の 構築 に 向け て 、 県 や 市 町 村 の 庁舎 、 医 療 施設 、 福 祉 
施設 、 学 校 等 に 対し 、 再 生 可能 エネ ルギー 設備 の 導入 
を 推進 



































・ 市 町 村 等 補助 施設 数 : 7 か 所 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 467 か 所 / 実 績 値 : 460 か 所 ) 

















事業 名 


事業 概要 





再生 可能 エネ ルギー 導 
入 促進 事業 


クリ ー ン エネ ルギー 導 
入 支 援 事業 


復興 まち づく り 支 援 事 
業 (アド バイ ザー 派 
遣 ) 


地域 防災 力 強 化 プロ 
ジェ クト 事業 (自主 防 
ーー 


いわ て 男女 共同 参画 プ 
ラン 推進 事業 


広域 防災 拠点 事業 














再生 可能 エネ ルギー の 導入 目標 の 達成 に 向け 被災 家屋 
等 へ の 太陽 光 発 電 の 導入 支援 、 自 立 ・ 分 散 型 エ ネル 
5 体制 の 構築 に 向け た 市 町 村 等 の 取組 支援 、 大 
立地 の 促進 、 再 生 可能 エネ ルギー 導入 促進 の 
実施 















































屋 等 太陽 光 発 電設 備 導入 数 : 

504 世 帯 (2019・2020 計 ) 
・ 事業 化 可 能 性 調査 地区 数 : 
2 地区 (2019 ・2020 計 ) 








市 町 村 等 が 行う 地域 内 の 公共 施設 等 へ の 小 規模 な ク 
リー ン エ ネル ギー 設備 の 導入 を 支援 






































本 大 震 炎 津 波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に 資す る も の に 











ネネ 
は 、 補 助 率 を 引き 上 げ て 実施 





多重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 復 興 ま ち づ く 
り に 取り 組む 団体 等 へ の 支援 と し て 、 住 民 等 の 要請 に 
芽 づ き 、 ま ち づ く りや 景観 等 に 関す る 専門 家 を アド バ 
イザ ー と し て 派遣 し 、 復 興 ま ち づ く り 及 び 地 域 コ ミュ 
ニテ ィ 形 成 を 支援 する と と も に 、 地 元 の まち づく り に 
係る 人 材 を 育成 









































各地 域 に お いて 、 自 主 防災 組織 (町 内 会 、 事 業 所 等 ) 
の 育成 、 強 化 を 図り 、 自 主 的 な 活動 を 促進 

防災 教育 用 教材 を 活用 し た 防災 教育 の 実践 等 に より 、 
防災 教育 を 推進 



























































・ リーダー 連絡 会 議 開催 回 数 
4 








可 (2019 一 2022 計 ) 

・ 地 域 防 災 サ ポー ター 派遣 回 数 : 

120 回 (2019. 一 2022 計 ) 

・ 教材 操作 研修 会 開催 回 数 : 
4 回 (2019 一 2022 計 ) 


同 参画 の 視点 を 持っ て 取り 組む 地 
め 、 
」 





























防災 や 復興 に 男女 共 
域 住民 于 を 増やす だ 
点 か ら の 防災 ・ 復 興 
等 を 開催 


























沿岸 部 で 「 男 女 共同 参画 の 視 
を テー マ と し た ワー クシ ョ ッ プ 




















・ ワ ー ク ショ ッ プ 開催 回 数 : 4 回 (2019 一 2022 計 ) 














害 時 に お いて 、 支 援 部 隊 等 の ベー スキ ャ ンプ ・ 現 地 
調整 、 広 域 医 療 搬送 、 被 災 者 用 物資 ・ 資 機材 の 備 
、 支 援 物資 の 受入 ・ 分 配 等 の 機能 を 有する 広域 防災 
(広域 支援 拠点 及び 後方 支援 拠点 ) を 、 既 存 施設 
活用 を 前 提 に 配置 
また 、 備 蓄 物 資 に つい て は 保存 期限 等 を 考慮 し 、 定 期 
的 に 更新 ( 全 5 施設) 





















































・ 備蓄 物資 更新 を 行う 施設 数 (延べ ) : 
14 施 設 (2019 一 2022 計 ) 








計画 期間 


2021 2022 | 2023~ 

















被災 地 の 治安 対策 推進 
事業 


地域 防犯 活動 促進 事業 











応急 仮設 住宅 や 災害 公営 住宅 へ の 訪問 活動 を 通じ た 
「 被 災 者 に 寄り 添う 活動 」 や 各種 事件 ・ 事 故 の 未然 防 
止 、 復 興 に 乗じ た 犯罪 の 取締 り 等 を 推進 





























・ 訪問 活動 実施 率 : 759% ノ 年 (2019、2020) 














被災 地域 に お ける コミ ュ ニ ティ の 再生 を 促進 し 、 犯 3 
や 交通 事故 の な い 地 域 社会 づく り に 向け た 住民 の 自 
的 な 取組 を 支援 









































・ 被災 地 に お ける 防犯 座談 会 等 実施 回 数 : 
400 回 (2019・2020 計 ) 
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事業 名 事業 概要 











交通 安全 対策 事業 県 三陸 沿岸 道路 等 の 延伸 に 伴い 、 交 通 量 の 増加 が 見 込ま 
れる こと 、 沿 岸 5 署 の 死亡 事故 率 が 高い 状況 と な っ て 
いる こ と か ら 、 高速 道路 交通 警察 隊 の 体制 を 強化 する 
と と も に 、 復 興 関連 事業 所 等 の 運転 者 に 対す る 講習 効 
果 の 高い 運転 者 疑似 体験 型 教育 装置 等 を 活用 し た 安全 
教育 を 推進 







































































・ 被災 地 に お ける 分 駐 隊 設置 数 : 
3 隊 (2019・2020 計 ) 
・ 交通 安全 教育 実施 回 数 : 
120 回 (2019 ・2020 計 ) 
放射 線 影響 対策 事業 空間 放射 線量 や 食品 の 放射 性 物質 濃度 等 の 測定 状況 の 


(情報 発信 ) 情報 を は じ め 、 原 発 事故 放射 線 影響 対策 に 係る 取組 状 
況 等 に つい て 県 内 外 生活 者 へ の 情報 を 発信 









































・ ホ ー ム ペー ジ に よる 情報 発信 回 数 : 
96 回 (2019・2020 計 ) 
岩手 県 放射 線 影響 対策 報告 書 発行 回 数 : 
回 (2019・2020 計 ) 






































環境 放射 能 水準 調査 事 | 県 原 電 所 事故 に 伴う 放射 性 物質 の 影響 を 把 
業 県 独自 に 放射 線量 等 の 測定 調査 を 行い 県 
提供 を 実施 

















・ 空 間 線量 率 測定 箇所 数 : 20 か 所 (2019・2020 計 ) 
・ 降 下 物 測 定 回 数 : 24 回 (2019・2020 計 ) 






































放射 性 物質 汚染 廃棄 物 | 県 、 放射 性 物質 汚染 対処 特措法 に 基づき 汚染 状況 重点 調査 
処理 円 滑 化 事業 地域 に 指定 され た 市 町 に お ける 除 染 廃棄 物 (道路 側溝 
汚泥 等 ) の 一 時 保管 場所 の 整備 等 に 要する 経費 の 一 

を 補助 




















取組 項目 NO。 2 還 ? 必 AKAA22 5 の / 呈 Y/MKGMSHZN2 は RES と ん の より た 





計画 期間 
上 G2m2025| 65- | 





東日本 大 震 災 津波 伝承 | 県 災害 の 歴史 か ら 学 び 、 記 憶 や 経験 を 語り 継ぎ 、 将 来 に 

館 整備 (運営 ) 事業 生か す た め 、 国 等 の 関係 機関 と 連携 し 、 高 田 松原 津波 
復興 祈念 公園 内 に 東日本 大 震 災 津波 伝承 館 を 整備 ・ 運 
営 (2019 年 9 月 まで に 開館 ) 



























































設 展 示 製 作 : 1 式 (2019) 
展開 催 回 数 : 14 回 (2019 一 2022 計 ) 


岩 災 津波 関連 資料 収 | 県 岩 災 津波 の 被災 と 復興 か ら 得 た 教訓 を 国 
集 ・ 活 用 等 推進 事業 費 災 防災 教育 に 生か す た め 、 居 災 津波 関連 

と 、 資 料 を 検索 ・ 閲 覧 で きる 「 い わ て 岩 災 津 
波 ア ー カ イブ ー 希 望 一 」 の 活用 を 促進 














































































































・ ア クセ ス 数 : 675.000 回 (2019~2022 計 ) 


高田 松原 津波 復興 祈念 | 国 、 津波 の 犠牲 者 を 追悼 ・ 鎮 魂 し 、 震 災 の 経 
公園 整備 事業 験 や 教訓 を 継承 する と と も に 、 市 街 地 や 利用 者 の 安全 

を 確保 し 、 ま ち づ く り と 一 体 と な っ た 地域 の 賑わい の 
生 に 資す る 高田 松原 津波 復興 祈念 公園 を 整備 












































































































































・ 高田 松原 津波 復興 祈念 公園 整備 事業 
工 ヨ 箇所 数 : 1 か 所 (2020) 


防災 文化 醸成 事業 3 多重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 東 日 本 大 震 災 
津波 の 経験 や 教訓 を 後世 に 語り 継ぎ 、 防 災 意 識 の 向上 
や 、 避 難 行動 を 促す 取組 を 「 防 災 文 化 」 と し て 醸成 し 
継承 し て いく た め 、 小 学校 等 に お いて 津波 防災 に 関す 
る 出前 講座 等 を 実施 







































































・ 出前 講 有 可 数 : 72 回 (2019 一 2022 計 ) 
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事業 名 事業 概要 





汚水 処理 施設 整備 事業 東日本 大 震 災 津 波 で 被害 を 受け た 市 町 村 の 汚水 処理 施 
(再掲 ) 設 整 備 事業 に 対す る 補助 














・ 低 炭 素 型 合併 浄化 槽 等 (個人 設置 型 ) 設 置 基 数 
(累計 ) : 1.964 基 (2020) 
(全体 : 1.964 基 / 実 績 値 : 1.606 基 ) 














ひと に や さ し い まち づ | 県 各市 町 村 の 各種 計画 や まち づく り の 中 に ユニ バー サル 
くり 推進 事業 デザ イン の 考え 方 を 取り 入れ て いく こと が で きる よ 
う 、 市 町 村 職 員 や 地域 住民 を 中 心 に ひと に や さ し い ま 
ち づ く り 条 例 の 理念 や 制度 の 周知 徹底 を 図り 、 ひ と に 
や さ し い まち づく り を 推進 






































・ 研 修 会 開催 回 数 : ,8 回 (2019~2022 計 ) 


復興 まち づく り 支 援 事 多重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 復 興 ま ち づ く 
業 (アド バイ ザー 派 り に 取り 組む 団体 等 へ の 支援 と し て 、 住 民 等 の 要請 に 
遣 ) (再掲 ) 基づき 、 ま ち づ く りや 景観 等 に 関す る 専門 家 を アド バ 
イザ ー と し て 派遣 し 、 復 興 ち づく り 及 び 地 域 コ ミュ 
ニテ ィ 形 成 を 支援 する と と も に 、 地 元 の まち づく り に 
係る 人 材 を 育成 



























































12 


I 安全 の 確保 








- 2 交通 ネツ トワ ー ク 


ss 














































































































員 ・ 物 資 の 輸送 を 支え る 港湾 の 機能 強化 に 災害 に 強い 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 を 推進 し ます 。 
取組 項目 主 な 取組 内 容 
3 災害 に 強い 交通 ネッ トワ ー ク を |① 復興 道路 等 の 整備 の 推進 
構築 し ます ② 湾口 防波堤 等 の 整備 の 推進 
主 な 取組 内 容 








取組 項目 NO.3 本 当量 どの 2 アル ョ ン ル 2 と: 


① 復興 道路 等 の 整備 の 推進 
信頼 性 の 高い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 する た め 、 三 陸 治 岸 道路 、 宮 古 盛岡 横断 道路 な どの 高 
規格 幹線 道路 * や 地域 高 規格 道路 の 整備 、 復 興 道 路 等 に お ける 交通 文 障 箇 所 の 解消 、 橋 染 の 耐震 
化 、 道 路 防災 施設 の 整備 を 推進 し ます 。 
② 湾口 防 波 堤 等 の 整備 の 推進 
人 員 ・ 物 資 の 輸送 を 支え る 港湾 の 機能 強化 を 図る た め 、 湾 口 防 波 堤 等 の 整備 を 推進 し ます 。 





































































































構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 














取組 項目 NO.3 本 の 3 のど の ルト アル ョ ン ル 2 と: 








計画 期間 


2021 2022 | 2023- 




















復興 道路 整備 事業 復興 道路 と し て 、 三 陸 沿 岸 地域 の 縦 貴 軸 と 内 陸 部 と 三 
(直轄 ) 2 域 を 結 尽 横断 軸 の 高 規格 幹線 道路 等 の 整備 を 




















陸 北 縦貫 道路 
道 ) 





















































通 網 を 形成 す 



































党 
yy 
全 

















]ml 
a 

















専用 道路 」 の こと を 指し 、 全 国 で 約 14, 000km の 自動 車 


























6 高 規格 幹線 道路 :「 高 速 自動 車 国道 」 及 び 「 一 般 国道 の 自動 
る 自動 車 専用 道路 
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復興 支援 道路 整備 事業 県 


(改築) 


復興 関連 道路 整備 事業 県 


(改築) 





復興 支援 道路 と し て 、 内 陸 部 か ら 沿 岸 各 都 
セス する 道路 及び 横断 軸 間 を 南北 に 連絡 する 道路 等 に 
つい て 、 交 通 支障 箇所 の 改築 等 を 実施 
































・ 復興 支援 道路 整備 完了 箇所 数 : 
9 か 所 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 38 か 所 / 実 績 値 : 29 か 所 ) 











復興 関連 道路 と し て 、 水 産業 の 復興 を 支援 する 道路 等 
に つい て 、 交 通 支障 箇所 等 の 改築 等 を 実施 


























・ 復興 関連 道路 整備 完了 箇所 数 : 3 か 所 (2020) 
(全体 : 20 か 所 / 実 績 値 : 17 か 所 ) 














復興 道路 等 整備 事業 
(橋梁 耐震 化 等 ) 


復興 道路 等 整備 事業 
(災害 防除 ) 


復興 道路 と し て 内 陸 部 と 三陸 沿岸 地域 を 結ぶ 横断 軸 の 
規格 幹線 道路 等 や 、 復 興 支援 道路 と し て 内 陸 部 か ら 
沿岸 各 都 市 等 に アク セス する 道路 及び 横断 軸 間 を 南北 
に 連絡 する 道路 等 、 復 興 関連 道路 と し て 水産 業 の 復興 
を 支援 する 道路 等 に つい て 、 補 修 を 実施 。 ま た 、 復 興 
道路 及び 復興 支援 道路 の うち 第 1 次 緊急 輸送 道路 の 橋 
梁 耐 震 化 を 実 











・ 橋 梁 補 修 完了 数 : 12 橋 (2019 ・2020 計 ) 
(全体 : 131 橋 / 実 績 値 : 119 橋 ) 

・ 橋梁 耐震 補強 完了 数 : 21 橋 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 67 橋 / 実 績 値 : 46 橋 ) 











復興 道路 と し て 内 陸 部 と 三陸 沿岸 地域 を 結ぶ 横断 軸 の 
高 規格 幹線 道路 等 や 、 復 興 支援 道路 と し て 内 陸 部 か ら 
沿岸 各 都 市 等 に アク セス する 道路 及び 横断 軸 間 を 南北 
に 連絡 する 道路 等 、 復 興 関連 道路 と し て 水産 業 の 復興 
を 支援 する 道路 等 に つい て 、 落 石 対策 等 の 道路 防災 対 























面 対策 完了 箇所 数 : 1 か 所 (2020) 
: 106 か 所 / 実 績 値 : 105 か 所 ) 


























河川 等 災害 復旧 事業 
(代行 ) (再掲 ) 


湾口 防波堤 等 整備 事業 
(再掲 ) 


港湾 施設 機能 強化 事業 


港湾 利用 促進 事業 




















で 被害 を 受け た 市 町 村 が 管理 する 道 
上 木 施設 の 県 代行 に よる 復旧 ・ 整 備 





























・ 災 害 復旧 事業 完了 箇所 数 : 1 か 所 (2019) 
(全体 : 5 か 所 / 実 績 値 4 か 所 ) 























多重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 久 慈 港湾 























波 堤 等 の 整備 を 促進 (2028 年 度 完了 見 込 ) 





観光 客 等 が 海 に 親しむ た め の 港 湾 の 交流 拠点 機能 を 拡 
充 す る 水深 4 m の 係留 施設 等 か ら な る 観光 船 タ ー ミ ナ 
ル の 整備 等 を 推進 








・ 交流 拠点 整備 完了 箇所 数 : 1 か 所 (2020) 























港湾 の 利 活 ’ け て 荷主 企業 等 へ の ポ 
ルス 等 を 実施 




















・ 港 湾 に お ける 
コン テ ナ 貨 物 取扱 数 (実入り ) : 
65.500TEU (2019 一 2022 計 ) 
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上 Es 
四 1 生活 ・ 雇 用 











被災 者 が 安定 し た 生活 に 戻る こと が で きる よう 、 ま ち づ く り と 一 体 と な っ て 安全 で 良質 な 住宅 や 
宅地 を 供給 する と と も に 、 住 宅 再建 ・ 確 保 に 際 し て 様々 な ニー ズ に 対応 する た め の 相 談 対 応 を 行い 
す 。 
また 、 内 陸地 域 と 沿岸 地域 と の 連携 の も と に 地域 の 産業 振興 を 図り 、 若 者 ・ 女 性 ・ 高 齢 者 ・ 障 が 
い 者 を 含め 安定 的 な 雇用 の 場 を 確保 し ます 。 



































3 





7T 















































































































































取組 項目 主 な 取組 内 容 
4 被災 者 の 生活 の 安定 と 住 環境 の | ① 被災 者 に 対す る 恒久 的 な 住宅 の 供給 
再建 に 向け て 支援 し ます ② 被災 者 に よる 住ま い の 再 建 の 促進 
③ 地域 公共 交通 の 確保 
5 雇用 の 確保 を 図る と と も に 、 就 | ① 産業 振興 に よる 雇用 の 確保 
業 を 支援 し ます ② 安定 的 な 雇用 の 促進 
③ 雇用 ・ 労 働 環 境 の 整備 の 促進 
④ 県 内 就業 の 促進 及び U・ TI ター ン に よる 人 材 確保 の 推進 
⑤ 女性 ・ 若 者 ・ 障 が い 者 な ど へ の 職業 能力 開発 の 支援 
主 な 取組 内 容 支 : 主 に 政策 推進 プラ ン と 連携 し て 取り 組む 項目 





CSDN 明和 被 炎 者 O 和 生活 OD 安 定 上 住 束 境 OO 再建 记 向 地 工 支 援 L 来 才 
① 被災 者 に 対す る 恒久 的 な 住宅 の 供給 
住宅 を 失っ た 被災 者 の 居住 の 安定 を 図る た め 、 内 陸 を 含む 災害 公営 住宅 を 早期 に 完成 させ 、 被 
災 者 に 対し て 恒久 的 な 住宅 を 供給 し ます 。 
② 被災 者 に よる 住ま い の 再 建 の 促進 
彼 炎 者 に よる 住ま い の 再 建 を 促進 する た め 、 引き 続き 市 町 村 と 連携 し て 、 県 内 で 自宅 が 全壊 
(半壊 解体 含む な 。)。 し た 被災 世帯 に 対し 、 持 ち 家 に よる 住宅 再建 を 支援 し ます 。 
被災 者 の 住宅 再建 や 再建 後 の 安 定 し た 生活 に 向け た 支援 や 相談 を 実施 し ます 。 
③ 地域 公共 交通 の 確保 
被災 地 に お ける 地域 公共 交通 が 確保 され る よう 、 県 及び 市 町 村 が 連携 し て 、 住民 の 重要 な 生 
活 の 足 で ある バス 路線 の 維持 を 図る た め の 支 援 を 行い ます 。 
交通 事業 者 に よる 安全 運行 の 確保 や 施設 ・ 設 備 等 の 老朽 化 対 策 、 経 営 改善 及び サー ビス 向 
上 の 取組 に 対す る 支援 を 行い ます 。 
市 町 村 に お ける コミ ュ ニ ティ バス ' の 運行 等 に よる 地域 内 交通 の 改善 や 再編 な どの 取組 に 対 
する 支援 を 通じ て 、 住 民 の ニー ズ に 対応 し た 持続 可能 な 公共 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 を 促進 し 













































































































































































7 コミ ュ ニ ティ バス : 地方 自治 体 や 地域 の 住民 団体 な ど が 主体 と な り 、 交 通 空白 地域 の 解消 、 高 齢 者 の 外出 促進 、 公 共 施 設 や 市 街 地 の 
活性 化 を 図る こと な ど を 目的 と し て 運行 され る 乗合 バス 
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ます 。 











の 促進 を 図り ます 。 














① 産業 振興 に よる 雇用 の 確保 





県 、 沿 線 市 町 村 等 で 構成 され る 三陸 鉄道 強化 促進 協議 
成す る な ど 、 モ ビリ ティ ・ マ ネジ メン ト * の 活 月 


























取組 項目 NO. 5 基軸 記 277MK ス Te 和 7 た きっ あえ の 


日 に より 県 民意 識 の 変化 を 促し な が ら 地 元利 用 


会 な ど を 通じ て マイ レー ル 意 識 を 醸 








多様 な 就業 の 場 を 確保 する た め の 新 規 誘致 や 既 立 地 企 業 の 業容 拡大 に 加え 、 地 域 全 体 の 産業 競 


争 力 の 強化 の た め 、 地 場 企業 を 含め た 生産 性 ・ 


























技術 力 の 向上 や 人 工 知能 (AT)・ Io? な どの 

















導入 を 支援 し な が ら 、 地域 産業 の 高度 化 に 取り 組む と と も に 、 事業 主 に 対し 、 計画 的 な 人 材 育成 

















や 職場 環境 整備 な どの た め の 支 援 を 行い 、 産 業 振興 に よる 雇用 の 確保 を 図り ます 。 














② 安定 的 な 雇用 の 促進 文 
安定 的 な 雇用 に 向け た 企業 活 























助 の 支援 や 、 農林 水産 業 へ の 新規 参入 の 促進 、 医療 ・ 福 祉 分 























に 


雷 





お ける 人 材 確 保 な ど 、 各 分 野 で の 安定 的 な 雇用 確保 の 取組 を 推進 し ます 。 
③ 雇用 ・ 労 働 環境 の 整備 の 促進 文 
「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 "」 を 核 と し た 「 い わ て 働き 方 改革 推進 運動 」 の 展開 に より 、 























長 時 間 労 働 の 是正 な どの 働き 方 の 改善 に 』 















































り 組 み 、 上 魅力 ある 職場 づく り を 進め ます 。 











年 齢 、 性 別 、 障 が い の 有 無 を 問わ ず 、 全 て の 人 が 働き や すい 職場 づく り を 促進 する た め 、 セ 
ミナ ー の 開催 な ど を 通じ て 、 労 働 関係 法令 に 関す る 知識 の 普及 を 図り ます 。 


いわ て 働き 方 改革 サポ ー ト デス ク を 
に 、 助成 制度 等 に より 、 県 内 各 











す 。 














企業 等 に お ける 計画 的 ・ 


























働き 方 改革 診断 ツー ル や 従業 員 満 足 度 調査 等 の 導入 な ど 、 企業 の E 








組み づく り を 進め ます 


























設置 し 、 企業 等 か ら の 相談 に きめ 細か く 対 応 す る と と も 
自律 的 な 働き 方 改革 の 取組 を 促進 し ま 


























主 的 な 取組 を 促進 する 仕 











ライ フス テー ジ や ライ フス タイ ル に 合わ せ て 働き 続け る こと が で きる よう 、 短 時 間 勤務 や 副 
業 な ど 、 ラ イフ スタ イル に 応じ た 新しい 働き 方 が で きる 環境 整備 を 促進 し ます 。 


















































若者 、 女 性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 、 外 国人 等 の あら ゆる 人 が も て る 能力 を 最大 限 に 発揮 する こ 
と を 可能 と する ダイ バー シテ ィ 経 営 の 導入 を 促し ます 。 








いわ て 女性 活躍 企業 等 認定 制度 を 更に 普及 する な ど 、 女性 が 活躍 で きる 職場 環境 づく り を 促 


進 し ます 。 


④ 県 内 就業 の 促進 及び り ・ 1 ター ン に よる 人 材 確保 の 推進 文 





高校 生 や 大 学生 を は じ め と する 若者 や 女 必 
議会 」 を 主体 と し て 県 内 就業 の 拡大 を 図 

















と いっ た 意識 改革 に 取り 組み ます 。 
学校 ・ ハ ロー ワー ク ・ 企 業 等 と 連携 し な が ら 、 就 業 支援 員 等 に よる 学校 や 企業 訪問 ・ 相 談 を 



































8 モビ リティ ・ マ ネジ メン ト : 直接 、 個 人 に 対し て 移動 方 法 に 関す る 各種 情報 (環境 へ の 影響 や 健康 と の 関連 、 公 共 交通 の 便利 な 使い 
か ら 公共 交通 利用 ji 





方 な ど ) を 提供 し て 、 主 に クル マ 利 用 





























9 _ ToT : Internet of Things (モノ の イン ター ネッ 


に より 相互 に 制御 する 仕組 み 。 














10 いわ て で 働 こう 推進 協議 会 : 若者 や 女性 の 県 内 























就 











に 誘導 する 交通 施策 
) の 略 。 様 々 な 


























E の 地元 定着 を 図る た め 、 
り 、 就 職 に 関す る 地元 ファ ー ス ト 、 岩 手 フ ァ ー ス ト 











蘭 及 び 和 就業 支援 の 充実 を 区 
減少 の 歯止め に 資す る た め の 関 係 機関 で 構成 する 推進 組織 
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「 い わ て で 働 こ う 推 進 協 






































「 モ ノ ( 物 )」 が イン ター ネッ ト に 接続 され 、 情 報 交 換 す る こと 








り 、 県 内 就業 者 の 拡大 を 通じ し て 、 岩 手 県 の 産業 振興 と 人 




















通じ て 、 高 校生 の 就職 を 支援 する と と も に 、 就 職 後 も 定着 で きる よう 支援 し ます 。 


























若者 に 県 内 の 仕事 や 企業 に つい て 関心 を 持っ て も ら う た め 、 小 中 学 生 向 け の 企業 見 学会 や 職 


業 観 を 醸成 する 出前 授業 に 加え 、 保護 者 へ の 企業 説明 会 等 、 県 内 の 産業 ・ 企 業 に 関す る 情報 発 
信 を 広く 展開 し ます 。 
ジョ ブ カ フ ェ い わ て 及び 地域 ジョ ブ カ フ ェ 等 を 拠点 と し て 、 キャ リア カウ ン セ リン グ や 研修 
等 に より 若者 や 女性 の 就職 活動 や 職場 定着 を 支援 し ます 。 





















































若者 の 早期 離職 の 防止 の た め 、 高校 生 と 県 内 若手 社員 と の 交 
育成 スキ ル 向 上 の た め の セ ミナ ー の 開催 な ど 、 仕 事 に 関す る 若 
ミス マッ チ を 解消 する 取組 を 進め ます 。 

県 内 企業 の 深刻 な 人 材 不 足 の 対応 と し て 、 県 内 外 か ら の 人 材 確保 や 、 企業 の 採用 力 強 化 を 図 























流 会 や 経営 
の 





















































る た め 、「 岩 手 り ・I ター ンク ラブ 『」 加盟 大 学 等 の 協力 を 得 な が ら 、 学 4 
に 関す る 相談 対応 や 職業 紹介 を 行う と と も に 、 県 内 企業 の 情報 発信 や 就職 情報 サイ ト の 活用 を 


支援 し ます 。 








等 へ の 若手 社員 の 


ーー 











認識 と 企業 で の 業務 内 容 の 














また 、( 公 財 ) ふる さと いわ て 定住 財団 の 就職 面接 会 や り ・ I ター ン フ 
ら 、 県 内 企業 の 採用 活動 を 支援 し ます 。 
学生 等 の り ・I ター ン 就 職 を 促進 する た め 、 イン ター ンシップ 就職 活動 等 へ の 支援 を 強化 








じ ま す 。 























E へ の U・I1I ター ン 

















ェ ア 等 と 連携 し な が 











本 県 出身 者 を は じ め と する 首都 圏 等 の 在住 者 に 対し 、 訴求 力 の 高い 広報 媒体 を 活用 し て 岩手 


の 産業 や 暮らし ・ 文 化 等 の 魅力 を 発信 する と と も に 、 










































































充 し て 支援 体制 を 強化 する こと に より 、 本 県 へ の U・1 ター ン 就 職 や 移住 ・ 


⑤ 女性 ・ 若 者 ・ 障 が い 者 な ど へ の 職業 能力 開発 の 支援 文 
・ 育児 に 配慮 し た 託 児 サ ービス 付き 訓練 を 実施 する な ど 、 女 性 の 再 就職 を 支援 する と と も に 、 














岩手 県 U り ・I ター ン セ ンタ ー の 機能 を 拡 


定住 を 促進 し ます 。 


























就職 に つなが りや すい 国家 資格 の 取得 を 目指 す 訓 練 コ ー ス な ど 、 雇 用 情勢 や 産業 政策 、 企 業 
ニー ズ を 踏ま えた 職業 訓練 等 の 就業 支援 を 実施 し ます 。 





女性 の 職業 生活 
















































































に お ける 活躍 を 推進 する た め 、 女性 の 職業 能力 開発 や 就業 支援 な ど を 行う と 
と も に 、 関 係 団体 と 緊密 に 連携 し 、 情報 共有 や や 意見 交換 を 行う な ど 業 種 を 越え た 活躍 する 女性 
の ネッ トワ ー ク づく り を 進め ます 。 














障がい の 態様 に 応じ た 多様 な 訓練 を 実施 し 、 障 が い 者 の 就職 を 支援 し ます 。 





在職 者 の 技能 向上 を 促進 する た め 、 企 業 ニ ー ズ を 踏 3 
職業 能力 開発 に 関 3 















































E え た 在職 者 訓練 を 実施 する と と も に 、 
する 情報 提供 、 相 談 ・ 援 助 を 行い ます 。 








高度 な 技能 を 継承 する 技能 者 を 育成 する た め 、 全国 レベ ル の 競技 大 会 へ の 参加 や も の づく り 



































マイ スタ ー 制 度 の 活用 を 促進 する と と も に 、 技 能 検定 制度 等 の 職業 能力 評価 制度 の 普及 を 促進 


し ます 。 




















県 立 職業 能力 開発 施設 に お いて 、 時 代 の 変化 や 地域 社会 の ニー ズ に 対応 

















し た 体制 整備 を 推進 

















し 、 将来 の 本 県 産業 を 担う 人 材 を 育成 する と と も に 、 就職 を 希望 する 学生 の 県 内 就職 を 促進 し 


ます 。 





11 岩手 り ・[ ター ンク ラブ : 全 








玉 | 














の 大 学 等 の 連携 強化 に より 、 岩 手 県 へ のり ・T ターン 就職 を 促進 する も の 。 








に 発足 し た 。 
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平成 30 年 (2018 年 ) 6 月 











構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 











災害 公営 住宅 整備 事業 


の 支給 


災害 援護 資金 貸付 金 


CN 


(復興 住宅 新築 ) 


生活 再建 住宅 支援 事業 
(利子 補給 ) 


(被災 住宅 補修 等 エ 
事 ) 


生活 再建 住宅 支援 事業 
(被災 宅地 復旧 工事 ) 


取組 項目 NO. 4 区 了 二 7 汪 二 























本 大 震 災 津 波 に より 住宅 を 失っ た 被災 者 の 居住 の 

















被災 者 生活 再建 支援 金 | 県 


生活 再建 住宅 支援 事業 県 

















図る た め 、 被 災 者 用 の 恒久 的 な 住宅 を 供給 

















・ 沿 岸部 に お ける 災害 公営 住宅 整備 
(供給 割合 ) : 100% (2019) 
(全体 100% ン 実績 値 : 99.8%) 

・ 内 陸 部 に お ける 災害 公営 住宅 整備 
(供給 割合 ) : 10096 (2020) 
(全体 100% ン 実績 値 : 46.69%) 











一 般 か ら 寄 せら れ た 義援金 を 被災 者 に 交付 





災害 に より 住宅 が 全壊 する な ど 、 生 活 基 盤 に 著しい 被 
害 を 受け た 世帯 に 対し て 支援 金 を 支給 


























被害 を 受け た 世帯 主 に 対し 、 生 活 の 立て 直し に 資す る 
た め の 資 金 を 貸付 











県 内 で 自宅 が 全壊 (半壊 解体 含む ) し た 被災 世 
内 で の 持ち 家 に よる 住宅 再建 を 支援 する 市 町 村 
事業 に その 経費 の 一 部 を 補 



































・ 補助 金 支給 世帯 数 : 676 世 帯 (2019・2020 計 ) 


被災 地域 に お いて 、 一 定 の バリ アフ リー 性 能 を 有 し 、 




















生活 再建 住宅 支援 事業 県 












































県 産 材 を 一 定量 以上 活用 し て 住宅 を 再建 する 場合 に 、 
建設 費 の 一 部 を 補助 











被災 者 の 住宅 復興 の 負担 軽減 を 図る た め 、 住 宅 へ の 新 
た な ロー ン の 借入 れ を する 者 に 対す る 既存 の 住宅 ロー 
ン へ の 利子 補給 を 実施 。 ま た 、 既 存 住宅 の 改修 等 を 行 
う 者 に 対す る 新た な ロー ン へ の 利子 補給 を 実施 












































被災 者 支援 制度 の 対象 外 の 被災 住宅 に 対す る 改修 費 
の 一 部 を 補助 する 市 町 村 に 対す る 支援 




















| 
護 壁 に 倒壊 等 が 発生 し て いる 宅地 に 対し | | | | 


の 一 部 を 補助 する 市 町 村 に 対す る 支援 























事業 





木造 住宅 総合 耐震 支援 県 





木造 住宅 の 耐震 化 を 促進 する た め 、 木 造 住宅 の 耐震 診 
断 、 耐 震 改 修 に 対す る 支援 や 相談 員 の 派遣 を 実 
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被災 者 台帳 シス テム 運 市 町 村 に お いて 被災 者 に 対す る 各種 支援 状況 を 一 元 
営 事業 に 管理 し 、 関 係 課 が 情報 を 共有 で きる シス テム を 過 











総合 的 被災 者 相談 支援 県 被災 者 の 生活 再建 に 向け て 、 多 様 化 する 被災 者 か ら の 
相談 ・ 問 い 合 わせ に 総合 的 に 対応 する た め 、 沿 岸 地区 
に 設置 し た 被災 者 相談 支援 セン ター を 運営 する ほか 、 
専門 家 の 派遣 、 相 談 支 援 担 当 者 等 へ の 研修 、 被 災 者 へ 
の 情報 提供 等 を 実施 














・ 被災 者 相談 支援 セン ター 運営 箇所 数 : 
4 か 所 年 (2019、2020) 
































いわ て 内 陸 避 難 者 支援 県 内 陸 及 び 県 外 へ 避難 し て いる 被災 者 の 住宅 再建 や 再建 
セン ター 運営 事業 後 の 安定 し た 生活 に 向け た 支援 や 相談 を 実施 























・ いわて 内 陸 避 難 者 支援 セン ター 運営 箇所 数 : 
1 か 所 年 (2019、2020) 














民生 委員 (児童 委員 ) 活 | 県 、 民生 委員 に 対し 、 被 災 者 支援 に 関す る 研修 を 行い 、 関 
動 事業 市 町 村 、| 係 機関 と 連携 し た 被災 者 の 見 守り 活動 を 充実 強化 

















・ 沿岸 地区 民生 委員 児童 委員 協議 会 
訪問 事業 実施 箇所 数 : 10 か 所 (2019・2020 計 ) 





























地域 バス 交通 支援 事業 県 、 住民 の 重要 な 生活 の 足 で ある バス 路線 の 維持 を 区 
费 补助 め 、 市 町 村 が 実施 する 生活 交通 確保 対策 に 係る 経費 に 
対し て 補助 












































バス 運行 対策 費 補助 住民 の 重要 な 生活 の 足 で ある バス 路線 の 維持 を 攻 
め 、 国 庫 補助 制度 に 基づき 、 当 該 路線 を 運行 する バス 
事業 者 に 対し 、 運 行 欠 損 額 及 び 車 両 購入 費 に 対す る 補 
助 を 実施 













































































陸 鉄 道 の 持続 的 な 運営 を 支援 する た め 、 関 係 市 町 村 
連携 し て 設備 の 維持 管理 に 要する 経費 等 を 補助 する 
と も に 、 一 貫 運 行 後 の 安定 的 な 経営 に 向け た 支援 
、 三 陸 鉄 道 強化 促進 協議 会 を 通じ た 利 


也 


























三陸 鉄道 運営 支援 事業 
費 






































・ 三陸 鉄道 利用 者 数 : 450 万 人 (2019 一 2022 計 ) 









































被災 地 通学 支援 事業 費 東日本 大 震 災 津波 に より 被害 を 受け た 沿岸 市 町 村 に 
補助 E す る 生徒 等 の 通学 を 支援 する た め 、 公 共 交 通 事 業者 
バ 生 徒 等 へ の 通学 費用 の 負担 軽減 支援 を 行う 場合 に 要 
する 経費 に 対す る 補助 を 実施 
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取組 項目 NO. 5 





し Ak 


いわ て で 働 こ う 推 進 協 
議会 管理 運営 費 


いわ て 働き 方 改革 加速 
化 推進 事業 


雇用 の 確保 を 図る と と も に 、 就業 を 支援 し ます 














期間 の 定め な く 被 災 三 県 求職 者 等 を 雇用 し た 事業 主 に 
対し 、 計 画 的 な 人 材 育成 や 職場 環境 整備 を 含 

費 を 助成 する と と も に 、 一 
要 し た 住宅 支援 経費 を 助成 
































若者 や 女性 の 県 内 就職 の 一 層 の 促進 を 図る た め 、 
わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 」 に お いて 、 オ ー ル 岩手 で 人 
材 の 確保 や 定着 の 取組 を 推進 























・ 協 議会 等 開催 回 数 : 8 回 (2019・2020 計 ) 














県 内 企業 に お ける 働き 方 改革 の 促進 と 労働 生産 性 向上 
を 両輪 と し た 取組 を 推進 し て いく た め 、 労 働 環境 の 整 
備 を 推進 し て いく と と も に 、 企 業 に お ける 働き 方 改革 
等 の 計画 的 ・ 自 律 的 な 取組 を 支援 









































・ いわ て 働き 方 改革 サポ ー ト デス ク 利 
300 回 (2019・202 























いわ て 女性 活躍 支援 強 
化 事業 


地域 ジョ ブ カ フ ェ 管 理 
運営 事業 


ジョ ブ カ フ ェ い わ て 管 
理 運営 事業 


いわ て 就業 促進 事業 


就業 支援 推進 事業 


























等 の 自主 的 な 取組 を 促進 














・ え る ぼ ぽ し 認定 企業 ・ い わ て 女性 活躍 認定 
企业 等 数 (累计 ) : 240 社 (2022) 


地域 の 関係 機関 と 連携 し て 、 若 年 者 を 中 心 と し た 就業 
了 域 産業 の 活性 化 を 行う 地域 ジョ ブ カ フ ェ の 管 
を 実施 















































者 数 : 12.000 人 (2019・2020 計 ) 
場所 : 一 関 、 気 仙 、 宮 古 、 久 慈 、 二 戸 











局 上 过 








運営 を 実施 























者 数 : 110.000 人 (2019・2020 計 ) 
・ 設置 場所 : 盛岡 








県 内 就業 の 促進 及び U・| タ ー ン に よる 人 材 確保 を 推進 
する た め 、 求 職 者 及び 企業 に 対す る 支援 を 実施 





・ 大学 と 企業 と の 情報 交換 会 参加 大 学 数 : 
70 校 (2019・2020 計 ) 











地域 内 関係 機関 と 連携 し な が ら 雇 用 ・ 労 働 に 関す る 地 
域 課題 に 対応 する た め 、 県 内 各地 域 に 就業 支援 貞 を 配 
置 




















・ 職場 定着 訪問 件 数 : 
2.460 件 (2019・2020 計 ) 
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I 暮らし の 再建 


篇 
四 本 2 保健 ・ 医 療 ・ 福 視 




















彼 災 者 の 心身 の 健康 を 守る た め 、 医 療 提供 施設 や 社会 福祉 施設 な ど に つい て 機能 の 充実 を 図る と 
と も に 、 き め 細 か な 保健 活動 や ここ ろ の ケア 、 保 護 を 必要 と する 子ども の 養育 支援 な ど を 実施 し ま 
す 。 

また 、 新 た な まち づく り に お いて 質 の 高い 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 サー ビス を 継続 的 に 提供 する 体制 を 
整備 し ます 。 

















































































































































































































取組 項目 主 な 取組 内 容 

6 災害 に 強く 、 質 の 高い 保健 ・ 医 | ① 質 の 高い 医療 が 受け られ る 体制 の 整備 

療 ・ 福 祉 提供 体制 を 整備 し ます ② 医療 を 担う 人 づく り 
③ 地域 包括 ケア の まち づく り 
④ 高齢 者 が 安心 し て 暮らす こと の で きる 体制 の 整備 
⑤ 障がい 者 が 安心 し て 生活 で きる 体制 の 整備 

7 増進 を 図る と と も |① 被災 者 の 健康 の 維持 ・ 増 進 

、 要 保護 児童 を 支援 し ます ② 被災 者 の ここ ろ の ケア の 推進 

③ 要 保 護 児 童 へ の 支援 

主 な 取組 内 容 支 : 主 に 政策 推進 プラ ン と 連携 し て 取り 組む 項目 








取組 項目 NO。 6 馬 演 唱 生き の 1277M に り MHZ の 
① 質 の 高い 医療 が 受け られ る 体制 の 整備 文 
沿岸 地域 に お いて 充実 し た 医療 体制 が 確保 され る よう 、 被 災 し た 医療 提供 施設 に つい て 恒 







































































久 的 医療 施設 の 整備 を 支援 し ます 。 
再建 し た 医療 提供 施設 の 機能 充実 を 図る た め 、 県 内 の 各 拠 点 施 設 の 機能 充実 と 連携 強化 に 
取り 組み ます 。 























高度 ・ 専 門 ・ 救 急 医療 の 確保 を 図る た め 、 が ん 診療 連携 拠点 病院 "等 の 機能 強化 の 支援 、 小 
児 救急 医療 対策 の 充実 及び 救命 救急 セン ター へ の 支援 を 進め る ほか 、 ド クタ ー へ ヘリ の 安全 か 
つ 円 滑 な 運航 に 取り 組み ます 。 
リス ク に 応じ た 適切 な 周 産 期 医 療 を 提供 する た め 、 周 産 期 母 子 医療 セン ター“ の 機能 強化 や 、 
「 周 産 期 医 療 情報 ネッ トワ ー ク 」 な どの 情報 通信 技術 (I CT) 等 の 活用 に よる 周 産 期 医 療 機 
関 の 機能 分 担 、 連 携 及 び 救 急 搬送 体制 の 充実 強化 を 一 層 進 め ま す 。 





























































































































12 が ん 診療 連携 拠点 病院 : 質 の 高い が ん 医療 の 全国 的 な 均 て ん 化 を 図る こと を 目的 に 整備 され た 病院 
13 周 産 期 母 子 医療 セン ター : 県 内 の 産科 医療 機関 を ネッ トワ ー ク で 結び 、 和 妊婦 健 診 情報 ・ 分 學 情報 ・ 新 生 
の 医療 機関 で 共有 する こと に よっ て 、 安 全 で 高 品質 な 医療 を 提供 する も の 

2 



































ー 


情報 な どの 医療 情報 を 複数 





a 



























































② 


に 


災害 時 に お いて 必要 な 医療 を 提供 する た め 、 
時 の 対応 力 の 向上 
5 を は じ め と する 各 医 療 支援 チー ム 等 の 活動 記 


を 活用 し た 画像 診断 な ど 、 遠 


ニニ q 


ッ < 震 





よる 災 当 











情報 通信 機器 


Qp 
医療 を 担う 人 づく り 





病院 等 


岩手 県 医師 確保 対策 アク ショ ンプ ラン に 
貸与 や 地域 
師 の 確保 と 定着 を 





























図 











医師 養成 事業 






































り ま す 。 


に よる 養成 
F へ の 診療 応援 な ど に より 、 





いわ て 看護 職員 確保 定着 アク ショ ンプ ラン に 基づき 、 







































































に 取り 組む ほか 、 


医療 支援 セン ター“ の 活用 等 に より 


医師 の 被災 し た 沿 
医師 の 地域 偏在 ・ 


口 




















ク 

















隔 地 か ら の 専門 




















基 


づき 、 医 学部 に 入学 し た 学生 に 対す る 修学 次 








、 医 師 養 





EL 


古 』 




















成 や 臨床 研修 の 


5 域 な ど へ の 




















本 制 の 充実 を 進め 


計画 的 な 


災害 拠点 病院 等 の 耐震 化 及び 教育 研修 や 訓練 
災害 医療 コー ディ ネー 
則 整 機能 の 強化 に 取り 組み ます 。 
医師 に よ 


ー“ の 活用 や DMAT 





る 診療 支援 に 取り 組み ま 





金 の 
、 医 


G 置 ・ 派 遣 調整 や 地域 

















診療 科 偏 








在 の 改善 


了 




























































































F ゴ 


に 取り 組み ます 。 
県 内 で の 就職 を 希望 する 看護 学生 





に 対 












































し て 修学 資金 を 貸与 する な どの 取組 を 進め 、 被 災 し た 沿岸 地域 を は じ め と する 県 内 の 看護 職員 
の 確保 と 定着 を 図る ほか 、 復 職 を 希望 する 看護 職員 や 歯科 衛生 士 の 再 就業 支援 な ど に より 医療 
関係 従事 者 の 確保 に 取り 組み ます 。 

被災 地域 を 含む 地域 病院 へ の 即 戦力 医師 の 招 聴 を 推進 する と と も に 、 全国 の 医療 関係 団体 の 
協力 を 得 て 、 必 要 な 医療 機関 に 医師 等 の 派遣 調整 を 行い ます 。 

③ 地域 包括 ケア の まち づく り 女 

介護 予防 に 資す る 住民 主体 に よる 通い の 場 の 創出 や 、 リハビリテーション 専門 職 の 参画 に よ 
る 介護 予防 の 機能 強化 を 支援 し 、 高齢 者 の 自発 的 な 参加 意欲 に 基づく 、 継続 性 の ある 、 効果 的 


な 人 


















































































































































予防 の 取組 を 促進 し て 、 健 康 寿命 
介護 や 生活 支援 等 が 必要 に な っ て も 、 安 心して 暮らす こと が で きる よう 、 

















の 延伸 を 区 





図り ます 。 




























































































介護 職員 の 





資質 の 向上 を 図 





医療 、 介護 、 予防 、 








援 が 一 体 的 に 提供 され る 「 地 域 包括 ケア シス テム "」 の 構築 を 支援 し 


本 制 の 充実 を 支援 する と と も に 、 介護 老人 福祉 施 











る と と 




















て の 助言 や 、 医 





ニー 


『 間 以内 ) 
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的 に 行う 機関 








に 活動 が 開始 で きる 機動 性 





療 機関 へ の 傷病 者 の 受入 れ 調 





を 持 




















立 し た 日 常 生活 を 営む こと が で きる よう に 


住ま い 及 び 日 常 生活 の 支 
ます 。 
④ 高齢 者 が 安心 し て 暮らす こと の で きる 体制 の 整備 文 
居宅 サー ビス や 地域 密着 型 サ ービス の 提供 
設 (特別 養護 老人 ホー ム ) の 計画 的 な 整備 を 促進 し ます 。 
介護 人 材 の 確保 を 進め る と と も に 、 介護 職員 が や り が い を も っ て 働け る よう 、 労 働 環境 や 処 
過 の 改善 を 図り ます 。 
質 の 高い ビス が 提供 され る よう 、 研 修 等 を 充実 し 、 介 
も に 、 介 護 サ ービス 事業 者 の 育成 を 図り ます 。 
14 災害 医療 コー ディ ネー ター : 大 規模 災害 が 発生 し た 際 に 、 適 切な 医療 体制 の 構築 に つい 
整 な どの 業務 を 行う 医師 
15 DMAT : Disaster Medical Assistance Team の 略 。 災 害 の 発生 直後 の 急性 期 (概ね 4 
っ た 、 専 門 的 な 研修 ・ 訓 練 を 受け た 災害 派遣 医療 チー ム 
16 地域 医療 支援 セン ター : 医師 の キャ リア 形成 支援 と 医師 不足 医療 機関 へ の 支 ee 一 体 
17 地域 包括 ケア シス テム : 高齢 者 が 可能 な 限り 、 住 み 慣れ た 地域 で その 有する 能力 に 応じ 
する た め 、 医 療 ・ 介 護 ・ 介 護 予 防 ・ 住 まい ・ 生 活 支 援 を 一 体 的 に 提供 する シス テム 
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⑤ 障がい 者 が 安心 し て 生活 で きる 体制 の 整備 文 


全て の 障がい 者 が 、 希望 する 地域 で 必要 な サー ビス を 利 月 
グル ー プ ホー ム 等 の 住ま い の 場 を 確保 する と と も に 、 訪問 系 サー ビス や 
を 、 市 町 村 や 事業 所 と 連携 し な が ら 進 め ま す 。 
障がい 者 の ニー ズ に 応じ た 適切 な サー ビス を 提供 で きる よう 、 相談 支援 体 1 


の 


ス 等 の 基盤 整備 


9 


障がい 福祉 サー ビス 事業 所 が 復興 期 に お いて 安定 


















































い 者 就労 支援 振興 セン ター」 に お いて 、 


障がい 児 
、 医 療 、 教 育 等 の 関係 機関 が 連携 
ます 。 

被災 地域 に お ける 障がい リ 
ター」 に お いて 、 沿 岸 被災 地 の 保 護 者 等 へ の 相談 支援 、 支 援 機関 の 専門 的 な 助言 ・ 












































この 専門 

















実施 し ます 。 








取組 項目 NO。 7 硬 当 記 の ESPN あえ: 





① 被災 者 の 健康 の 維持 ・ 増 進 


被災 者 の 健康 の 維持 ・ 増 進 を 図 


























活 支援 等 の 保健 活動 を 支援 し ます 。 
被災 地 に お ける 健康 支援 活動 が 円 滑 に 実施 され る よう 、 保 健 師 、 栄養 士 等 の 人 材 の 確保 等 に 


係る 支援 に 取り 組み ます 。 
被災 者 の ここ ろ の ケア の 推進 

被災 者 の ここ ろ の ケア に 中 
門 的 な 精神 的 ケア を 引き 続き 実施 し 





























长 县 











民 民 


被災 児童 の 専 
要 保 護 児童 へ の 支援 


本 















































的 に 取り 組む た め 、 岩 ヨ 
E す 。 

団体 に よる 傾聴 サロ ン 等 の 開設 を 支援 する な ど 岩 災 関 連 の 
一 体 と な っ て 実施 し ます 。 

被災 児童 等 の ここ ろ の ケア に 中 














月 し な が ら 、 安心 

















事業 所 の 活動 を 支援 し ます 。 






































る た め 、 市 町 村 が 実施 する 被災 者 へ の 代 














し た 運営 が で きる よう に する た め 、 





前 の 充実 を 図 





し て 生活 で きる よ 
日 中 活動 系 サー ビ 


り ま 








「 障 が 


と その 家族 の 多様 な ニー ズ に 対応 し た 療育 が 受け られ る よう 被災 地域 の 保健 、 福 
し た 地域 療育 ネッ トワ ー ク の 構築 と 機能 の 充実 を 支援 し 


りな 相談 支援 体制 を 強化 する た め 、「 発 達 障 が い 沿 岸 セ ン 





指導 を 




















E 康 相談 や 栄養 ・ 食 生 












































被災 孤児 ・ 遣 児 の 状況 把握 を 継続 し 、 リ 
対す る 訪問 支援 等 を 実施 し ます 。 
被災 児童 等 に 対し て 適切 な 養育 等 が 行わ れる よう 、 保 育 所 職員 、 市 町 村 職 員 、 保護 者 等 へ の 
研修 を 実施 し ます 。 
「 い わ て の 子ども の 貧困 対策 推進 計画 」 に 基づき 、 子 ども の 将来 が その 生ま れ 育 っ た 環境 に 


左右 され る こと な く 、 子 ども た ち だ が 上 上 
て 、 学習 環境 の 整備 や 福祉 部 門 と の 連携 強化 な どの 教育 の 支援 、 相 
支援 、 金 銭 の 給付 や 奨学 金 の 貸与 な どの 経済 的 支援 等 に 取り 組み ます 。 
童 虐待 の な い 地 域 づ くり に 向け 、 発 生 予防 、 早 期 発見 、 相 談 ・ 対 応 機能 の 充実 及び 再発 防 
止 の た め 、 市 町 村 の 児童 家庭 相談 体制 の 充実 や 要 保 護り 
取組 を 支援 する と と も に 、『 





リ 































































































































































































分 の 将来 に 希望 を 持て る よう 、 子 ども の 貧 








童 相談 所 に よる 被災 孤児 に 対す る 情報 提供 、 





























EE 県 ここ ろ の ケア セン ター に お いて 専 


自殺 を 防ぐ た め の 取 組 を 官民 


長期 的 に 取り 組む た め 、 い わ て こども ケア セン ター に お いて 、 
門 的 な 精神 的 ケア を 引き 続き 実施 し ます 。 
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対策 に 向け 





談 事 業 の 充実 な どの 生活 の 








a 童 対 策 地 域 協 議会 の 機能 強化 に 向け た 
品 童 相談 所 の 体制 強化 や 関係 機関 と の 連携 に 努め ます 。 


構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 








取組 項目 NO. 6 











被災 地 医 療 施設 復興 支 被災 し た 医療 施設 の 移転 ・ 新 築 を 支援 
援 事業 3 

・ 移転 ・ 新 築 医 療 施設 数 : 4 施設 (2019) 

(全体 : 39 施 設 / 実 績 値 : 35 施 設 ) 

地域 医療 医師 支援 事業 被災 し た 沿岸 地域 を 始め 、 医 師 不足 が 顕著 な 本 県 の 地 

域 医 療 に 従事 する 医師 の 確保 ・ 定 着 を 図る た め 、「 地 

域 医療 支援 セン ター」 を 設置 し 、 地 域 医療 に 従事 する 

医師 の 支援 を 実施 (沿岸 被災 地 の 医 師 支 援 を 強化 司 
医師 確保 対策 推進 事業 被災 し た 沿岸 地域 を は じ め と する 県 立 及び 市 町 村立 等 中 
(岩手 県 医師 修学 資金 の 病院 に 勤務 する 医師 の 不足 を 解消 する た め 、 医 学童 
貸付 事業 、 医 療 局 医師 に 入学 し た 学生 に 対し て 修学 資金 を 貸与 >* > > 
奨学 生 資金 貸付 事業 、 
市 町 村 医 師 開成 事業 ) ・ 奨学 金 制度 新規 利用 者 数 : 55 人 (2019) 
岩手 県 看護 職員 修学 資 被災 し た 沿岸 地域 を 始め 、 県 内 に 勤務 する 看護 職員 の 


金 貸 付 金 確保 を 図る た め 、 看 護 職員 修学 資金 (卒業 後 一 定期 間 
県 内 の 特定 施設 等 に 勤務 すれ ば 返還 を 免除 ) を 貸与 

























































































・ セ ンタ ー に よる 医師 配置 調整 人 数 : 
945 人 (2019 一 2022 計 ) 

































































・ 修学 資金 貸付 人 数 : 110 人 (2019) 























安心 と 希望 の 医療 を 支 沿岸 地域 を 始め と する 看護 職員 の 確保 ・ 定 着 を 図る た 
える 看護 職員 確保 定着 め 、 看 護 志望 者 の 拡大 、 看 護 学 生 の 県 内 定着 、 県 外 看 
推進 事業 護 職 員 の り タ ー ン 促進 、 未 就業 看護 職員 の 復職 促進 、 
勤務 環境 の 改善 に よる 離職 防止 対策 等 を 総合 的 に 推進 















































進学 セミ ナー 開催 回 数 : 

12 回 (2019 一 2022 計 ) 
看護 職員 再 就業 支援 研修 開催 回 数 : 
4 回 (2019 一 2022 計 ) 





















































地域 医療 情報 発信 事業 医師 の 不足 と 偏在 の 解消 に 向け た 政策 提言 や 県 民 に 
けた 適正 受診 の 重要 性 等 に 係る 普及 啓発 な どの 地域 
療 の 確保 に 向け た 情報 発信 を 実施 





























・ メ ディ ア 取 り 上 げ 回 数 : 60 回 (2019 一 2022 計 ) 


ナー ス セ ンタ ー 機 能 強 ナー ス セ ンタ ー の 機能 強化 を 図り 、 県 内 各地 で 就労 相 
化 事業 談 会 や きめ 細か な マッ チン グ 、 求 人 施設 と の 意見 交換 
を 実施 
・ 就業 支援 コー ディ ネー ター 配置 数 : 
36 人 (2019 一 2022 計 ) 

















し 























ul 





地域 包括 ケア 基盤 確立 県 地域 包括 ケア シス テム の 構築 に 向け た 介護 保険 法 改正 
事業 後 の 新 た な 制度 へ の 円 滑 な 移行 と 安定 的 な 運営 を 確保 
する た め 、 県 医師 会 な ど 関係 団体 と 連携 を 図り な が ら 
市 町 村 等 を 支援 












































・ 地 域 ケ ア 会 議 開 催 市 町 村 数 : 
48 市 町 村 (2019~2022 計 ) 




















| 
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2022 
被災 地 サ ポー ト 拠 点 職 被災 地 の 介 護 人 材 を 育成 する た め 、 高 齢 者 等 サポ ー ト 
員 資格 取得 促進 事業 拠点 等 の 職員 が 働き な が ら 資格 を 取得 する こと を 支援 


・ 資 格 取得 者 数 : 3 人 (2019) 








被災 地 高齢 者 支援 事業 | 県 応急 仮設 住宅 地域 に お いて 市 町 村 が 行う 、 高 齢 者 等 サ 
・ 地 域 支え 合い 体制 づ ポー ト 拠 点 の 設置 ・ 運 営 を 支援 する た め 、 そ の 経費 の 
くり 事業 (仮設 介護 ・ 補助 を 行う ほか 、 高 齢 者 等 サポ ー ト 拠点 運営 者 の 研修 
福祉 サー ビス 拠点 づく を 実施 


し 
2 ・ 研修 会 実施 回 数 : 3 回 (2019) 
・ サ ポー ト 拠 点 運 営 箇 所 数 : 9 か 所 (2019) 
























































被災 地 高 齢 者 支援 事業 | 県 \ 甚 大 で ある 陸前 高田 市 及び 山田 町 を 中 心 に 、 市 
* 被災 地 要 援護 高齢 者 9 域 包 括 支 援 セ ンタ ー と 連携 し 、 災 害 公営 住宅 等 
支援 事業 












































こ お け る 地域 包括 ケア シス テム の 構築 を 支援 





・ 介護 予防 教室 開催 支援 回 数 : 15 回 (2019) 


























障がい 福祉 サー ビス 復 県 内 の 障がい 福祉 サー ビス 事業 所 が 復興 期 に お いて 安 
興 支援 事業 た 運営 が で きる よう に する た め 、「 障 が い 者 就労 
いて 、 事 業 所 の 活動 を 支援 




















・ 専門 アド バイ ザー 派遣 回 数 : 
15 回 (2019・2020 計 ) 
・ 事業 所 研修 会 開催 回 数 : 8 回 (2019・2020 計 ) 






































被災 地 発 達 障がい 児 支 被災 地域 に お ける 障がい 児 の 専門 的 な 相談 支援 体制 を 
援 体制 整備 事業 強化 する た め 、「 発 達 障 が い 沿 岸 セ ンタ ー」 に お い 
て 、 治 岸 被災 地 の 保護 者 等 へ の 相談 支援 、 支 援 機関 へ 
の 専門 的 な 助言 ・ 指 導 を 実施 




















・ 相談 機関 支援 件 数 : 110 件 (2019・2020 計 ) 
・ 相談 支 援 件 数 : 700 件 (2019・2020 計 ) 





取組 項目 NO。7 健康 〇 和 维持 "增进 在 因 罗 cei 远 、 要 保护 见 童 在 支援 L 求 了 




















被災 地 健康 維持 増進 事 県 被災 者 の 健康 の 維持 増進 を 図る た め 、 被 災 地 域 の 健 
業 (被災 地 健 康 支援 ) 課題 の 分 析 評 価 及び 対策 に 関す る 検討 を 実施 し 、 市 
村 が 行う 保健 活動 を 支援 





















































・ 岩手 県 被災 地 健 康 支援 事業 運営 協議 会 事業 

・ 被災 者 の 状況 (応急 仮設 住宅 等 避難 者 等 ) に 応じ た 

健康 状態 の 把握 ・ 分 析 

・ 被災 地 健康 支援 事業 費 補助 事業 

・ 運 営 協議 会 等 開催 回 数 : 4 回 (2019・2020 計 ) 
(対象 : 沿岸 12 市 町 村 ) 







































































保健 師 等 人 材 確保 支援 被災 地 に お ける 健康 支援 活動 が 円 滑 に 実施 され る よ 
事 う 、 保 健 師 等 の 人 材 の 確保 及び 資質 向上 に 係る 支援 を 
実施 
(保健 師 等 人 材 確保 支援 事業 、 保 健 師 研修 事業 、 地 域 
保健 関係 者 研修 事業 ) 









































・ 保健 師 等 研修 会 開催 回 数 : 
6 回 (2019・2020 計 
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実施 年 度 
計画 期間 


被災 地 こ ころ の ケア 対 | 県 踊 災 者 の ここ ろ の ケア に 中 長期 的 に 取り 組む た め 、 岩 
策 事 業 ここ ろ の ケア セン ター に お いて 専門 的 な ケア を 実 











・ 岩 手 県 ここ ろ の ケア セン ター: 1 か 所 (盛岡 
・ 地 域 こ ころ の ケア セン ター 

4 か 所 (久慈 市 、 宮 古市 金石 市 、 大 船 
・ ケ ー ス 検討 数 : 728 ケ ー ス (2019 ・2020 計 ) 




















被災 児童 ここ ろ の ケア | 県 被災 児童 の 専門 的 な 精神 的 ケア 等 を 実 
事業 (いわ て こども ケ 
アセ ンタ ー 設 置 運 営 事 ・ 巡 回 診療 : 3 か 所 (宮古 市 、 釜 石 市 、 大 船 ) 
業 ) ・ 巡回 診療 日 数 : 240 日 (2019・2020 計 ) 



































自殺 対策 緊急 強化 事業 震 災 に よる スト レス 等 に 起因 し た 精神 疾患 
活 上 の 困難 等 か ら 自殺 者 が 増加 する の で は な いか と 懸 
念 さ れ て いる こと か ら 、 民 間 団 体 に よる 傾聴 サロ ン 等 
の 開設 を 支援 する な ど 震 災 関 連 の 自殺 を 防ぐ た め の 取 
組 を 官民 一 体 と な っ て 実施 
























































児童 養育 支援 ネッ ト 被災 児童 等 に 対し て 適切 な 対応 が 図ら れる よう 、 沿 岸 
ワー ク 事 業 (被災 児童 12 市 町 村 を 対象 と し 、 保 育 所 職員 、 市 町 村 職 員 、 保 
対策 事業 ) 護 者 等 へ の 研修 を 実施 


























・ 保育 所 職員 等 研修 会 実施 














(2019 ・2020 計 ) 
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I 暮らし の 再建 


篇 
中 3 教育 ・ 文 化 ・ ス ポーツ 











学校 、 家 庭 、 地 域 が 協 働 し て 子ども た ちの 心 の サポ ー ト を 行う と と も に 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 体 
験 を 踏ま えた 防災 教育 や 復興 に 対す る 自己 の あり 方 な ど を 総合 的 に 学ぶ 全 県 的 な 教育 プロ グラ ム を 
推進 する こと に より 、 子 ども た ち 一 人 ひと り の 学び の 場 の 充実 を 図り ます 。 
また 、 生 きる 活力 を 生み 出し 、 地 域 へ の 誇り や 愛着 を 深め る た め 、 文 化 芸術 ・ ス ポー ツ 活 動 の 振 
興 や 伝統 文化 な どの 保存 ・ 継 承 を 支援 し ます 。 

































































取組 項目 主 な 取組 内 容 
































8 きめ 細か な 学校 教育 を 実践 する 幼児 児童 生徒 の 心 の サポ ー ト 
と と も に 、 教 育 環境 の 整備 ・ 充 実 を 安心 し て 学べ る 環境 の 整備 
図り ます 「 い わ て の 復興 教育 」 な どの 推進 


























9 文化 芸術 環境 の 整備 や 伝統 文化 文化 芸術 施設 の 機能 回 復 へ の 支援 














な どの 保存 と 継承 を 支援 し ます 文化 芸術 の 鑑賞 ・ 発 表 機 会 の 提供 








伝統 文化 の 保存 継承 と 情報 発信 
地域 に お ける 文化 財 の 保存 ・ 継 承 の 推進 
社会 教育 施設 の 機能 回 復 へ の 支援 














10 社会 教育 ・ 生 涯 学習 環境 を 整備 し 

















まず 社会 教育 等 の 中 核 を 担う 人 材 の 育成 




















11 スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 環 境 スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 施 設 の 機能 回 復 





を 整備 する と と も に 、 ス ポー ツ を 生 
か し た 交流 を 促進 し ます 


スポ ー ツ を 楽し む 機 会 の 提供 
ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" 釜 石 開催 な どの 機会 を 
生か し た 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 の 促進 


9⑨1@191919|@1@1⑲@191@1@|G 














主 な 取組 内 容 文 : 主 に 政策 推進 ブラ ン と 連携 し て 取り 組む 項目 





取組 項目 NO。S8 葬 92 スッ キク 0 ミ み の きけ を 有る の 3 の (の bb いち 2 た 
① 幼児 児童 生徒 の 心 の サポ ー ト 

被 災 し た 幼児 児童 生徒 の 適切 な 心 の サポ ー ト を 図る た め 、 ス クー ルカ ウン セラ ー の 派遣 等 を 
じ て 組織 的 ・ 継 続 的 に 学校 を 支援 し ます 。 

② 安心 し て 学べ る 環境 の 整備 

生徒 が 安心 し て 教育 を 受け られ る よう 、 被 災 し た 県 立 学校 の グラ ウン ド な どの 附帯 施設 を 復 
旧 す る と と も に 、 被 災 し た 市 町 村立 学校 の 附帯 施設 や 私 立 学校 等 の 施設 の 復旧 を 支援 し ます 。 
被災 し た 児童 生徒 へ の きめ 細か な 支援 や 学校 復興 の た め 、 教職 員 の 加 配 が 必要 な 小 ・ 中 学校 
や 県 立 学校 に つい て 、 教 職員 を 適切 に 配置 し ます 。 

学校 環境 や 学校 給食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 する た め 、 学校 環境 の 放射 能 モ ニタ リン グ や 学校 給 
食 に 用 いる 食材 等 の 放射 性 物質 濃度 測定 調査 を 実施 し ます 。 





















































富 
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で テ 
草 


ン ゴ 


生 和 
境 変 化 を 中 
学校 安全 計画 
ます 。 

学 時 の ! 





児 























こ 基 


に 





















































室 な どの 安全 教育 に 取り 組む と と も 
旧 み ます 。 
= が 安心 し て 学ぶ こと に より 希望 する 
図り ます 。 





くく 


災 教 育 に 取り 
被災 し た 児童 生徒 等 























び 希 望 基金 の 活用 な ど を 通じ て 、 就 学 文 援 等 の 充実 を 区 
「 い わ て の 復興 教育 」 な どの 推進 











E の 学校 管理 下 に 


スク ー ル ガー ド 等 に 


お ける 安全 が 確保 され る よう 、 自 外 
まえ 、 学 校 の 安全 計画 や 危機 管 
づく 事故 等 の 未然 防止 策 等 が 徹底 され る よう 、 教 職員 へ の 研修 や 訓練 を 行 












































音 生徒 の 安全 が 確保 され る よう 、 保 護 者 、 地 域 住 














よる 通 和 








時 の 見 守り や 通学 路 の 























岩 災 の 経験 や 教訓 を 学校 教育 に 





め 、 内 陸 
学習 や 、 家 庭 ・ 

















地域 ・ 








岩 炎 後 の 記憶 の 風化 
め 、「 い わ て の 復興 教育 『」 





実践 発表 会 の 開催 な ど 、 








自 他 の 命 を 守り 、 進 ん で 安全 で 安心 な 社 
た ち に 育む た め 、 地 域 の 状況 に 応じ 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 
に 応じ た 防災 教育 に 』 
包 域 で 持続 可能 な 社会 づく り の 担 
図り な が ら 、 大 地 の 成 り 立 ちや 





発達 段階 
} 


関連 を 












































取組 項目 NO. 9 区 : 避 | 完 汉 1 下 呈 汪 5 











ほ 部 と 沿岸 部 の 学校 間 、 
関係 機関 と 連携 し た 取組 の 
を は じ め 、 様 々 な 社 

















プロ グラ ム の 見 直し に 














a ョ ら の 安全 を 確保 する 力 を 身 に 付け る こと が で きる よう 、 
日 本 大 震 炎 津波 の 経験 ・ 教 訓 を 踏 


に 、 東 








進 











理 マ ニュ アル の 検証 ・ 改 善 


災 害 の 多発 な ど 学 校 を 取り 巻く 
に 取 り 組み ます 。 








下 | 
ビ コ 





民 、 関 係 機関 等 の 協力 を 得 な が 





E 期 的 な 点検 を 行い ます 。 


交通 安全 教室 や 防犯 孝 
まえ た 特色 ある 防 


















































生か し 、 




















高 ・ 特 別 支 
充実 を 











図り 








I 


る 一 放 

















県 内 全て の 学校 が 教科 横 




















会 づく り に 頁 献 で 





反り 組み ます 。 
い 手 を 育む な ため 、 ジ オ パ ー ク を 活 
に つい て の 正 























ん を 


吾 寺 





自 3 然 災 





変化 に 対応 し 、 
売 本 の 改訂 や 、 
OR 


地域 ・ 関 係 機関 が 連携 





岩手 の 復興 ・ 発 展 を 支え る 子ども た ち を 育成 する た 
援 学校 の 異 校 種 間 の 交流 に 

















よる 第 災 地 訪問 





ます 。 
復興 教育 を 充実 させ る た 
「 い わ て 復興 教育 」 の 























きる よう な 資質 や 能力 を 子ども 
し 、 子 ども た ちの 









































Yar 


し 、 防 災 教 育 等 と の 
解 を 深め る 取組 を 推進 し ます 。 












































護 の 整備 や 伝統 文化 な どの 保存 と 継承 を 支援 し ます 


① 文化 芸術 施設 の 機能 回 復 へ の 支援 


被災 地域 に 
> まま る 








お ける 文化 芸術 環境 の 整備 





を 図る た め 、 和 被災 し た 

















② 文化 芸術 の 鑑賞 ・ 発 表 機 会 の 提供 








被災 し た 児童 生生 
提供 し ます 。 
心 豊 か に 
ける 文化 芸術 活動 ! 






































文化 芸人 








を 展開 し ます 。 





18 いわ て の 復興 教育 
プロ グラ ム を 作成 ・ 





普及 する こと に 


生活 する 基盤 を つく る た め 、 博 物 館 や 美術 館 、 図 
こ 関 する 講習 会 や 発表 の 機会 を 支援 し ます 。 


E が 文化 芸術 に 親しむ こと が で きる よう 、 優 れ た 文化 芸術 


























を 鑑賞 する 機会 の 充実 を 図 
し た 海外 と の 絆 を 生か し た コン サー ト を 開催 


育 : 東日本 大 岩 災 津波 の 経験 や 教 記 
より 、 子 ども た ち 























を 見 つめ 、 卿 土 を 愛し 、 
19 ジオ ペー ク : 地域 に 親しみ 、 山 や 
の よう な 地球 を 学ぶ 旅 を 楽し む 場 所 。 








いわ て の 復興 ・ 








展 を 支え る 





ビ 


| を 




















よく 





も て その 成り 立ち と し くみ に 


る た め 、 東 日 本 大 震 災 
する と と も に 























| を 踏ま そえ 、 県 内 全て の 学校 が それ ぞ 3 
ら の 未来 を 切り 拓く 力 を 育む と と も 
「 ひ と づく り 」 を 進め て いく た め の 教 

気付 き 、 
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生態 系 や 人 間 生 活 と の 関 り を 考え る 場所 。 ま た 、 








百 


復 を 支援 





文化 芸術 施設 の 機能 








こ 触 れる 機会 を 





























書館 等 と 連携 し 、 学 校 教 育 に お 





津波 か ら の 復興 の 取組 を 契機 と 
、 国 際 音 楽 祭 な どの 文化 イベ ント 








実情 に 応じ て 取り 組む こと が で きる 教育 
让 県 内 の 全て の 学校 が 心 を 1 つ に し て 和 震 災 


去 
月 。 











そ 





文化 芸術 に よる 復興 の 取組 を より 一 層 推 進 す る た め 、 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019 を 通 
じ て の つなが りな ど を 生か し た 取組 を 展開 し ます 。 
③ TR 充 
お ける 民俗 芸能 団体 の 保存 ・ 継 承 に 向け 、 民 俗 芸能 団体 等 の 活動 再開 を 支援 する と 
et 
BE の 保存 ・ 継 承 及 び 後 継 者 の 育成 を 促進 する た め 、 市 町 村 や 関係 団体 と 連携 し 、 民 
俗 芸 能 団 体 へ の 支援 を 行い ます 。 
・ 民俗 芸能 な ど 伝 統 文化 を 活用 し た 交流 人 口 の 拡大 を 図る た め 、 市 町 村 や 民俗 芸能 団体 と 連携 
し 、 訪 日 外国 人 等 向け に 本 県 が 誇る 民俗 芸能 の 魅力 を 発信 し ます 。 
民俗 芸能 の 保存 ・ 継 承 を 促進 する た め 、 児 童 生徒 の 部 活動 な ど を 通じ た 活動 を 充実 し ます 。 
④ 地域 に お ける 文化 財 の 保存 ・ 継 承 の 推進 
地域 に 残さ れ て いる 貴重 な 建造 物 や 美術 工芸 品 等 の 有形 文化 財 の 保護 や 、 民俗 芸能 等 の 地域 
に 伝わる 無形 文化 財 の 保護 ・ 伝 承 を 行う た め 、 歴史 的 価値 な どの 調査 を 進め る と と も に 、 指定 
文化 財 の 適切 な 保存 管理 が な され る よう 、 所有 者 に 対す る 指導 ・ 助 言 、 修理 等 の 支援 に 取り 組 
み ま す 。 
地域 ご と に 文化 財 を 継承 し て いく た め 、 東 日 本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 市 町 村 の 博物 館 な 
ど が 所 蔵 する 文化 財 等 (古文 書 、 生 物 標本 等 ) の 修復 や 安定 的 な 保管 を 支援 し ます 。 























































































































































































































取組 項目 NO. 10 本 嘱 人 を Wp RE 2 を 





① 社会 教育 施設 の 機能 回 復 へ の 支援 
彼 災 地域 に お ける 社会 教育 ・ 生 涯 学習 環境 の 整備 を 図る た め 、 被 炎 し た 公民 館 ・ 図 書館 、 博 
物 館 等 の 社会 教育 施設 の 機能 回 復 を 支援 し ます 。 
② 社会 教育 等 の 中 核 を 担う 人 材 の 育成 
治 岸 地域 に お ける 県 民 の 生涯 を 通じ た 学習 活動 を 支援 する た め 、 公 民 館 の 社会 教育 指導 員 や 地 
域 学校 協 働 活動 推進 員 な どの 指導 者 研修 会 を 開催 する と と も に 、 研 修 会 で の 交流 な ど を 通じ た 指 
導 者 相互 の ネッ トワ ー ク 化 を 図り 、 社 会 教育 の 中 核 を 担う 人 材 を 育成 し ます 。 



























































































































































スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 了 環境 を 整 こ 、 スポ ー ツ を 生か し た 交 活 進 
取組 項目 NO. 11 ポー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 環 境 を 整備 する と と も に 、 スポ ー ツ を 生か し た 交流 を 促進 





し ます 

① スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 施 設 の 機能 回 復 

県 民 が 被災 地域 に お いて も スポ ー ツ な ど を 楽し な こと が で きる よう 、 被 災 し た スポ ー ツ ・ レ 
クリ エー ショ ン 施 設 の 整備 を 推進 する と と も に 、 機 能 回 復 を 支援 し ます 。 
② スポ ー ツ を 楽し む 機 会 の 提供 文 

被災 し た 児童 生徒 が スポ ー ツ を 楽し か こと が で きる よう 、 大 会 参加 に 向け て 必要 な 支援 を 
2 
子ども か ら 高 齢 者 まで 幅広 い 年 代 の 健康 づく り と 体力 向上 の た め 、 ス ポー ツ 医 ・ 科 学 の 知 
見 に 基づく 運動 プロ グラ ム を 提供 し ます 。 
あら ゆる 年 代 で スポ ー ツ へ の 参加 機運 の 醸成 を 図る た め 、 学 校 、 地 域 、 家 庭 等 と 連携 し 、 
運動 習慣 の 定着 化 に 向け た 取組 を 幅広 く 展 開 し ます 。 
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③ ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" 釜 石 開催 な どの 機会 を 生か し た 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 の 促進 文 
・ ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019"『 や 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 に 向け 、 
市 町 村 ・ 関 係 団体 等 と 連携 を 強化 し 、 開催 準備 や 公認 ・ 事 前 キャ ンプ の 誘致 、 ホ スト タウ ン 登 
録 等 に 取り 組む と と も に 、 大 会 終了 後 の 人 的 ・ 文 化 的 交流 の 発展 に つなが る よう 、 キ ャ ンプ ・ 









































ホス ト タ ウ ン の 相手 国 と の 交流 事業 や キャ ンプ の 継続 に 向け た 
・ スポ ー ツ に よる 交流 人 口 の 拡大 を 図る た め 、 い わ て スポ ー ツ ココ ミッション" を 











スポ ー ツ 大 会 ・ 合 宿 等 の 誘致 に 取り 組み ます 。 





特に 、 ラ ラグビー ワー ルド カッ プ 2019" の 会 場 で ある 委 石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム に お いて 、 








取組 を 促進 し ます 。 








心 に 様々 な 


一 
ュー 


れ ま で の 国内 外 と の つなが りや 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 な どの レガ シー を 継承 し 、 ス ポ 


ー ツ イベ ント を 展開 し て いき ます 。 





構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 














取組 項目 NO。S 共 2)MNE ス ツキ クミ 2 きら セパ プス 3 生生 の ip レ い どき 2 に 1 リ た っ 』 











いわ て 子ども の ここ ろ | 幼児 児童 生徒 の 適切 な 心 の サポ ー ト を 図る た め 、 組 織 
の サポ ー ト 事業 的 ・ 継 続 的 に 学校 を 支援 


























・ ス クー ルカ ウン セラ ー 等 を 活用 し た 支援 を 行う 市 町 
村 数 : 33 市 町 村 / 年 (2019、2020) 














実施 年 度 
計画 期間 











緊急 スク ー ル カウ ン セ | 県 、 沿岸 幼稚 園 見 の 心 の ケア の た め 、 幼 稚 園 スク ー ル カウ 
ラー 等 活用 事業 | ン セ ラー 等 を 配置 





















































県 立 高田 高等 学校 災害 |! 本 大 震 災 津波 に より 甚大 な 被害 を 受け た 高 























で ネロ 
復旧 事業 (再掲 ) 学校 の 校舎 附帯 施設 を 整備 





・ 校 舎 附 帯 施設 整備 箇所 数 : 3 か 所 

艇 庫 ・ 講 義 棟 1 か 所 (2019) 

第 1 グラ ウン ド 整 備 1 か 所 (2019) 
部 室 棟 1 か 所 (2019) 























被災 地域 県 立 学校 産業 | 県 東日本 大 震 災 津 波 で 被災 し た 沿岸 地域 の 県 
教育 設備 等 整備 事業 ける 産業 教育 設備 や 部 活動 設備 を 整備 











・ 整備 学校 数 : 18 校 / 年 (2019、2020) 





























私 立 学校 等 災害 復旧 支 | 国 、 被災 し た 私 立 学校 等 の 施設 災害 復旧 費 
援 事業 (再掲 ) 県 、 に 
私 立 学校 | ・ 私 立 学校 等 施設 災害 復旧 施設 数 : 
1 園 ・ 校 (2020) 
(全体 : 37 園 ・ 校 / 実 績 値 : 36 園 ・ 校 ) 




































































被災 地学 校 等 へ の 教職 | 県 被災 し た 児童 生徒 へ の きめ 細か な 支援 及び 学校 復興 の 
员 配 置 事业 た め 、 教 職員 の 加 配 が 必要 な 小 ・ 中 学校 及び 県 立 学 校 
に 対し 、 継 続 的 に 教職 員 を 加 配 





工 员 加 配 数 : 

170 人 (2019・2020 計 ) 
工 员 加 配 数 : 

41 人 二 年 (2019、2020) 
































20 スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン : スポ ー ツ 資源 と 観光 資源 を 生か し 、 ス ポー ツ 大 会 や スポ ー ツ 関連 イベ ント 等 の 誘致 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム の 

















推進 等 を 官民 の 関係 機関 ・ 団 体 が 一 体 と な っ て 取り 組み 、 交 流 人 口 の 拡大 等 に よる 地域 活 情 





























E イ 














し を 図る 組織 
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被災 教職 員 健康 管理 支 スー パー バイ ザー (専門 医 ) に よる 助言 ・ 指 導 を 得 
援 事 業 て 、 復 興 期 の 教職 員 の メン タル ヘル スケ ア に か か る 施 
策 等 の 強化 、 相 談 体 制 の 充実 を 図る と と も に 、 研 修 会 
等 を 開催 














・ ス ー パ ー バ イザ ー (専門 医 ) に よる メン タル ヘル ス 
相談 事業 実施 回 数 : 3 回 年 (2019、2020) 


























児童 生徒 放射 線 対策 支 学校 環境 や 学校 給食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 する た め 、 学 
援 事業 費 校 環境 の 放射 能 モ ニタ リン グ や 学校 給食 に 用 いる 食材 
等 の 放射 性 物質 濃度 測定 調査 を 実施 























・ 定期 的 に 空間 線量 率 を 測定 し て いる 
県 立 学校 割合 : 1009% プ 年 (2019、2020) 























いわ て の 学び 希望 基金 東日本 大 震 災 津波 で 親 を 失っ た 児童 生徒 等 が 、 経 済 的 
奨学 金 給付 事業 に より 就学 を 断念 する こと の な いよ う 、 奨 学 金 を 





























・ 中 ・ 高 ・ 大 学 等 に 在籍 する 者 に 定期 金 (月 額 ) 








・ 小 学校 に 入学 し た 者 及び 小 ・ 中 ・ 高 校 を 卒業 し た 者 
こ 一 時 金 を 給付 





























いわ て の 学び 希望 基金 本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 生徒 及び 保護 者 等 に 
教科 書 購入 費 等 給付 事 し 、 高 等 学校 に お ける 修学 の 支援 を 目的 と し て 、 教 
業 財 用 図書 、 修 学 旅行 費 及び 入学 に 要する 経費 の 全部 又 































































































いわ て の 学び 希望 基金 東 震 災 津波 で 被災 し た 低 所 得 世帯 の 高校 生 等 
大 学 等 進学 支援 一 時 金 が 、 経 済 的 な 理由 に より 大 学 等 へ の 進学 を 断念 する こ 
給付 事業 と の な いよ う 、 進 学 に 伴い 必要 と な る 費用 等 の 一 部 を 
給付 
















































































被災 地 通 学 支 援 事業 費 | 県 、 東日本 大 震 炎 津波 に より 被害 を 受け た 沿岸 市 町 村 に 
補助 (再掲 ) 通 | 住 する 生徒 等 の 通学 を 支援 する た め 、 公 共 交 通 事業 者 
が 生徒 等 へ の 通学 費用 の 負担 軽減 支援 を 行う 場合 に 要 
する 経費 に 対す る 補助 を 実施 





























































































































日 本 の 次 世代 リー ダー 事 波 で 被災 し た 高校 生か ら 
養成 塾 参加 費 負 担 金 & こ 通 用 する 人 材 を 育成 する た め 、 い わ て の 学び 
金 で 参加 費 を 全額 負担 し 、 被 災 し た 高校 生 を 
本 の 次 世代 リー ダー 養成 塾 へ 派遣 






















































































被災 児童 生徒 就学 支援 | 県 、 本 大 震 災 津 波 に 被災 し た こと に 伴い 、 経 済 的 理 
等 事業 に より 就学 困難 と な っ た 幼児 児童 生徒 に 対し て 、 教 育 
援助 や 奨学 金 事 業 を 実施 






















































































園 支援 事業 (入園 料 、 保 育 料 等 の 補助 ) 























生徒 就学 援助 事業 (学用品 、 医 療 費 等 の 補助 ) 
医学 金 事 業 (高校 生 等 に 対す る 奨学 金 の 貸与 ) 
・ 私 立 学校 等 授業 料 等 減免 事業 (入学 料 、 授 業 料 等 減 
免 措置 に 対す る 補助) 
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被災 私 立 学校 等 復興 支 県 、 
援 事業 | 続 的 に 運営 する こと が で きる よう 補助 を 実施 








・ 被災 私 立 学校 復興 支援 事業 
生徒 等 が 減少 し た 私 立 の 幼稚 園 ・ 
学校 に 対す る 運営 費 の 補助 
・ 被災 私 立 専修 学校 等 復興 支援 ョ 
生徒 の 安全 安心 を 図る 取組 や 
就職 指導 等 に 対し 補 上 8 

























































































岩手 県 立 大 学 被災 学生 | 県 、 本 大 震 災 津 波 で 被災 し た 学生 に 対し 、 公 立 大 学 法 
就学 支援 事業 理 手 県 立 ] 人 岩手 県 立 大 学 が 行う 授業 料 等 減免 に 要する 経費 を 交 












































いわ て の 復興 教育 推進 県 、 郷土 を 愛し 、 岩 手 の 復 興 ・ 発 展 を 支え る 人 材 を 育成 す 
事業 す | る た め 、「 い わ て の 復興 教育 」 の 活動 を 支援 





・「 い わ て の 復興 教育 」 に 取り 組ん で いる 市 町 村 数 : 
33 市 町 村 / 年 (2019 一 2022) 
・ 教育 計画 に 「 い わ て の 復興 教育 」 を 
具体 的 に 取り 入れ て いる 学校 割合 : 
100%/ 年 (2019~2022) 


























三陸 ジオ パー ク 地 域 基 ジオ パー ク を テー マ と し た モデ ル 授 業 の 実施 を 通じ 
盘 强 化 事业 て 、 ユ ネス コジ オ パ ー ク の 理念 を 具現 化し 、 三 陸地 域 
の 振興 に つなぐ こと の で きる 人 材 を 育成 








・ モ デル 授業 開催 回 数 : 6 回 (2019・2020 計 ) 

















県 立 学校 復興 担い 手 育 | 県 地域 産業 や 復興 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 被 炎 地 域 
成 支援 事業 の 高校 生 を 対象 に 大 学 進学 講座 や キャ リア 教育 等 を 実 
施し 、 生 徒 一 人 一 人 の 進路 実現 を 支援 





























・ 進 学 支援 事業 実施 校 数 : 7 校 年 (2019、2020) 
・ 就職 等 支援 事業 実施 校 数 : 
E (2019、2020) 





























公立 文化 施設 災害 復旧 被災 し た 文化 芸術 施設 に 係る 災害 復旧 及び 機能 回 復 の 
支援 を 実施 








・ 市 町 村 施設 : 1 施設 (2019) 
(全体 : 11 施 設 / 実 績 値 : 10 施 設 ) 























被災 地 児童 生徒 文化 芸 | 県 被災 し た 沿岸 部 の 子ども た ち に 対し 、 優 れ た 文化 芸術 レー | 


術 支援 事業 の 鑑賞 機会 を 与え る た め 、 開 催 場所 まで の 移動 用 バ 


・ 参加 校 数 : 4 校 ノ 年 (2019、2020) 還る 
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いわ て の 学び 希望 基金 | 県 、 交 、 中 学校 及び 高等 学校 の 文化 芸術 活動 の 振興 を 
被災 地 児 童 生 徒 文化 活 | 岩手 県 芸 図 る と と も に 、 被 災 し た 児童 生徒 を 支援 する た め 、 各 
動 支 援 費 補助 まき 明 負 担 金 等 を 補助 


















































海外 と の 絆 を 活か し た 東 震 災 津波 か ら の 復興 の 取組 を 契機 と し た 海外 
文化 芸術 形成 促進 事業 と た コン サー ト を 開催 する と と も に 、 国 
費 際 音 楽 祭 な どの 文化 イベ ント を 展開 






































・ 音楽 関連 イベ ント 開催 回 数 : 
4 回 (2019・2020 計 ) 

















郷土 芸能 復興 支援 事業 被災 地域 の 郷土 芸能 を 復興 ・ 継 承 す る た め 、 沿 岸 市 町 
村 が 行う 被災 し た 卿 土 芸能 団体 の 施設 等 整備 事業 に 対 
し て 補助 




















・ 県 の 支援 事業 に より 、 
活動 再開 に 至っ た 団体 数 : 
4 団体 (2019・2020 計 ) 






























































被災 ミュ ー ジ アム 再興 | 県 本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 市 町 村 の 博物 館 等 の 
事業 5 興 を 図る た め 、 博 物 館 が 所 蔵 する 文化 財 等 (古文 
、 生 物 標本 等 ) の 修復 や 安定 的 な 保管 を 支援 












































助 市 











市 ) 年 (2019、2020) 























取組 項目 NO. 10 1 計 2 も 20 さ 3 の だ 14) の: 











No 事业 名 事业 概要 


2023~ 














公立 社会 教育 施設 等 災 | 県 、 被災 し た 公民 館 ・ 図 書館 、 博 物 館 等 の 社会 教育 施設 に 
害 復旧 事業 係る 災害 復旧 工事 を 実施 


























26 ・ 市 町 村 施 設 数 : 5 施設 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 57 施 設 / 実 績 値 : 52 施 設 ) 























学び を 通じ た 被災 地 の 被災 地 に お ける 児童 の 放課後 の 安全 で 安心 な 居場所 を 
地域 コミ ュ ニ ティ 再生 確保 する と と も に 、 被 災 地 域 の 市 町 村 担 当 者 ・ 安 全 管 
支援 事業 (放課後 に お 員 ・ 指 導 員 等 の 事業 推進 関係 者 に 対す る 研修 機会 等 
ける 児童 生徒 の 居場所 を 提供 

27| づくり) 


・ 沿岸 市 町 村 に お ける 放課後 子ども 教室 数 : 
48 教 室 (2019・2020 計 ) 








学び を 通じ た 被災 地 の | 県 、 被災 地 に お ける 学校 教育 を 地域 全体 で 支援 する 体制 づ 





























地域 コミ ュ ニ ティ 再生 くり を 推進 し 、 教 員 の 負担 軽減 を 図る と と も に 、 地 域 
支援 事業 (地域 学校 協 の 教育 力 の 活性 化 を 促進 
働 活動 ) で に 

28 ・ 沿 岸 市 町 村 に お ける 学校 支援 本 部 











実施 地区 数 : 80 本 部 (2019・2020 計 ) 
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学び を 通じ た 被災 地 の 
地域 コミ ュ ニ ティ 再生 
oe 
援 





取組 項目 NO. 11 





市 町 村 


スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 環 境 を 整備 する と と も に 、 スポ ー ツ を 生か し た 交流 を 促進 


し ます 


被災 地域 に お ける 社 


書 ボ ラン ティ ア の 人 材 育成 を 区 
に よる 復興 を 支援 する た め の 研 

















る と と も に 、 
修 会 を 開催 し 、 地 域 に 








お ける 教育 課題 の 自主 的 な 解決 の 支援 























・ 読書 ボラ ンティア 推進 研修 会 開催 上 








援 講座 開催 回 





・ 家庭 教育 





数 : 
9・2020 計 ) 





6 回 (20 
数 : 
6 回 (20 

















9・2020 計 ) 








県 立野 外 活動 セン ター 
災害 復旧 事業 


公立 社会 体育 施設 災害 県 


復旧 事業 


高田 高校 運動 部 活動 等 
支援 スク ー ル バス 運行 
事業 


























日 本 大 震 災 津波 に より 甚大 な 被害 を 受け た 高 

















本 


野外 活動 セン ター に 代わ る 
































被災 し た 体育 館 、 野 球場 、 





施設 に 係る 災害 復旧 及び 機能 下 





施設 を 整備 





・ 用 地 人 造成 ・ グ ラウ ンド 工事 完了 : 1 式 (2020) 
・ 建筑 


事 完了 : 1 式 (2020) 








テニ スコ ー ト 等 の 社会 体育 
復 の 支援 を 実施 

















・ 市 町 村 施 設 数 : 2 施設 (2019・2020 計 ) 





(全体 : 47 施 設 / 実 績 値 





: 45 施 設 ) 











いま だ グラ ウン ド を 利 
部 活動 を 行う 生徒 を 支 
移動 の た め の ス クー ル バ ス 














で 
援 す る た め 、 部 活動 場所 まで の 





田 





き な い 高田 高校 に お いて 、 











を 運行 








・ ス クー ル バ ス 運行 回 





数 : 


400 回 (2019) 











生徒 運動 部 活動 支援 事 
業 (いわ て の 学び 希望 
基金 被災 地 生徒 運動 部 
活動 支援 事業 費 ) 


いわ て の 学び 希望 基金 


被災 地 生徒 運動 部 活動 県 


支援 費 補助 (いわ て の 
学び 希望 基金 被災 地 生 
人 


ラグ ビー ワー ルド カッ 
プ 2019 開 催 準備 


復興 五輪 ムー ブ メ ント 
推進 事業 











体育 館 や グラ ウン ド が 応急 仮設 住宅 建設 地 に な っ て い 


る た め に 運動 部 の 活動 が 十分 








こ で き な い 学校 に 対し 


て 、 近 隣 の 市 町 村 の 体育 施設 で 活動 する た め の 移動 に 





要する 経費 を 支援 


中 学生 及び 高校 生 の 体育 ・ 


























| 向 上 去 区 











る と と も に 、 被 災 し た 生徒 を 支 


スポ ー ツ の 振興 と 競技 力 の 
援 す る た め 、 





東北 中 学校 体育 大 会 及び 東北 高等 学校 選手 権 大 会 に 出 


場 す る た め の 旅 費 を 補助 


ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019『 人 金石 開 催 の 成功 に 向 














け て 、 共 同 開催 の 釜石 市 と 
受入 態勢 の 整備 を 実施 














連携 し 、 開 催 機 選 











・ 機 3 





醸成 イベ ント 開催 





数 : 1 





(2019) 








スポ ー ツ の 振興 に よる 地 
京 2020 オ リン ピッ ク 
開催 機運 の 醸成 や 、 事 前 キ 
ン 登 録 等 に 向け た 取組 等 を 





・ 東 京 2020 オ リン ピッ ク 
事前 キャ ンプ 誘致 ・ ホ スト 





域 活性 化 


・ パ ラリ ン 


を 促進 する た め 、 東 
ピッ ク 競 
ャ ンプ の 誘致 ・ ホ スト タウ 


天 








・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 
タウ ン 登 録 等 決定 数 : 
2 件 (2019) 





34 








I 暮らし の 再建 


賠 
中 4 地域 コミ ュ ニ ティ 








住民 相互 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 維持 する と と も に 、 地 域 の 結束 力 が 更に 強まる よう 、 復 興 の ス 

ー ジ に 応じ た 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 の 環境 を 整備 し ます 。 

また 、 全 て の 人 が 孤立 せ ず 、 安 心して 地域 で 生活 で きる よう 、 高 齢 者 や 障がい 者 を 住民 相互 で 支 

え 合 う 、 福 祉 の まち づく り の 観点 も 取り 入れ な が ら 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 の 活性 化 に 向け た 取組 

を 支援 し ます 。 
さら に 、 和 被災 地 域 等 の 住民 、 地 縁組 織 、N PO、 企 業 な ど 多 様 な 主体 が 連携 し 、 市 町 村 と 協 働 し 

て 進め る 復興 の まち づく り を 支援 し ます 。 


















































下 
































取組 項目 主 な 取組 内 容 
































12 地域 コミ ュ ニ ティ の 再生 ・ 活 性 化 | ① 被災 地域 で の 地域 課題 の 解決 に 向け た 活動 に 対す る 支 
を 支援 し ます 援 

















② 互い に 認め 合い 、 に 支え 谷 う 福 祉 コミ ュ ニ ティ づく 
り の 推進 











③ 新た な コミ ュ ニ ティ の 形成 支援 と 活性 化 











主 な 取組 内 容 文 : 主 に 政策 推進 プラ ン と 連携 し て 取り 組む 項目 





取組 項目 NO. 12 還 N5 や た だ = シア (の 日 52 あたり 邊 の の 
① 被災 地域 で の 地域 課題 の 解決 に 向け た 活動 に 対す る 支援 
復興 支援 活動 を 行う N PO な ど が 行う 被災 者 の 暮らし の 再建 や 地域 コミ ュ ニ ティ の 再生 ・ 活 
性 化 の た め の 取 組 を 支援 し ます 。 
震 災 復興 や 地域 づく り 等 に 関し 、 若者 が 活躍 し 、 自 己 実現 を 果たす こと が で きる 社会 と な る 
よう 、 若 者 団体 が 実施 する 地域 課題 の 解決 や 地域 の 元気 創出 に 資す る 取組 を 支援 し ます 。 
② 互い に 認め 合い 、 共 に 支え 合う 福祉 コミ ュ ニ ティ づく り の 推進 支 
身近 な 地域 で 保健 ・ 福 祉 に 関す る 相談 や 支援 を 一 体 的 に 受け られ る よ う 、 市 町 村 に お ける 、 
様々 な 福祉 課題 に 対応 する 総合 相談 窓口 の 整備 や 、 年 齢 や 障がい の 有無 に よら ず 必 要 な 支援 
が 包括 的 に 提供 され る 支援 体制 づく り を 促進 し ます 。 
市 町 村 、 社 会 福祉 協議 会 等 の 関係 団体 と 連携 し 、 地 域 の 多様 な 福祉 ニー ズ に 対応 する 地域 
福祉 活動 コー ディ ネー ター や 、 地 域 福 祉 活動 の 担い 手 と な る 福祉 ボラ ンティア を 育成 し ます 。 
被災 者 が 応急 仮設 住宅 等 に お いて 孤立 する こと が な いよ う 、 福 祉 学習 な ど 地 域 を 支え る 人 づ 
くり を 進め 、 住 民 同 士 の 見 守り や 生活 支援 相談 員 に よる 見 守り 活動 、 ボ ラン ティ ア 活 動 な ど 、 
住民 相互 に 生活 を 支え 合う 仕組 み づ く り を 促進 し ます 。 
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③ 30 

・ 被災 者 の 生活 再建 先 に お ける コミ ュ ニ ティ 形成 が 円 滑 に 進む よう 、 市 町 村 や や 被災 者 支援 を 

RN EN TR 行い ます 。 

また 、 市 町 村 間 の 情報 共有 を 図る な ど に より 、 市 町 村 に お ける コミ ュ ニ ティ 形成 に 向け た 取 
組 を 支援 し ます 。 
・ 災害 公営 住宅 の コミ ュ ニ ティ 形成 が 円 滑 に 進み よう 、 コ ミュ ニテ ィ 形 成 支援 員 を 配置 し 、 入 
居 者 の 自治 会 活動 等 を 支援 し ます 。 
・ 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 を 契機 と し て 、 復興 の 取組 を 通じ て 生ま れ た 様々 な つなが り 
を 生か し た 地域 住民 の 交流 機会 の 拡大 や 生き が いづ くり を 促進 する こと に よっ て 、 新 た な コミ 
ュ ニ ティ の 活性 化 を 図り ます 。 


























































































































構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 











取組 項目 NO. 12 菩 に だ モー シン (の 2 は た ロレ | 20 の の: 








計画 期間 
| 2021 ，2022 | 2023~ 





N P 0 等 に よる 復興 支 | 県 、 行政 で は 手 の 行き 届き に くい 、 き め 細 か な 復興 ・ 被 災 
援 事業 市 町 村 、 援 の 活動 を 行う NP OQ 等 に 対す る 活動 費 の 助成 等 








事業 数 : 28 件 (2019・2020 計 ) 

















草の根 コミ ュ ニ ティ 再 | 県 、 地域 コミ ュ ニ ティ の 再生 を 図る た め 、 活 動 の 担い 手 
生 支 援 事業 費 す | 成 、 先 進 的 な 取組 団体 の 認証 と 情報 発信 等 を 実施 






































・ 活動 中 の 元気 な コミ ュ ニ ティ 特選 団体 数 

227 団 体 (2022) 

・ 地 域 づ くり 等 に 関す る セミ ナー 実施 回 数 : 
16 回 (2019 一 2022 計 ) 















































被災 者 の 参画 に よる 心 県 被災 者 が 参画 し 、 自 ら 活 動 す る 機会 の 創出 を 区 























、 被 
の 復興 事業 災 の 復興 」 に 資す る 民間 団体 等 の 取組 に 要 す 











団体 (2019・2020 計 ) 

















いわ て 三陸 復興 の か け | 県 県 ・ 団体 等 と 被災 地 の 企業 ・ 団 体 等 と の 復 
橋 推 進 事業 費 興 ッ チ ング や 、 復 興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ 

三 活用 し た 復興 関連 情報 の 発 
復興 関連 情報 の 発信 を 効 
果 的 に 実施 する た め の ネ ットワーク 強化 等 を 実施 





















































ー タ ル サ イ ト 等 アク セス 数 : 
440.000 ア クセ ス (2019・2020 計 ) 
・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング 件 数 : 30 件 (2019・2020 計 ) 





いわ て 若者 活躍 支援 強 | 県 、 若者 グル ー プ が 企画 ・ 実 行 す る 「 地 域 の 課題 解決 」 や 
化 事業 費 E 「 元 気 創出 活動 」 な どの 取組 に 関す る 提案 を 募集 し 、 
発想 力 豊 か な 優れ た 提案 に 助成 

















・ 助成 事業 数 : 8 件 (2019 一 2022 計 ) 
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事業 名 


事業 
主体 


事業 概要 





被災 者 生活 支援 事業 


民生 委員 (児童 委員 ) 活 
動 事業 (再掲 ) 


県 、 
市 町 村 、 








生活 支援 相談 員 に よる 見 守り 活動 や 福祉 サー ビス へ の 
適切 な 橋渡し の ほか 、 生 活 福祉 資金 の 貸付 相談 、 生 活 














社会 福祉 




















困難 な 被災 者 等 の 自立 支援 な ど 、 被 災 者 の 生活 再建 


























協議 会 








支援 











・ 生活 支援 相談 具 に よる 地域 見 守り 支援 拠点 
設置 数 : 6 か 所 年 (2019、2020) 





民生 委員 に 対し 、 被 災 者 支援 に 関す る 研修 を 行い 、 関 
係 機関 と 連携 し た 被災 者 の 見 守り 活動 を 充実 強化 

















・ 沿岸 地区 民生 委員 児童 委員 協議 会 訪問 事業 
実施 箇所 数 : 10 か 所 (2019・2020 計 ) 





























地域 福祉 活動 コー ディ 
ネー ター 育成 事業 


災害 時 要 配 慮 者 支援 対 
策 事業 


災害 派遣 福祉 チー ム 派 
遺体 制 強化 事業 


障がい 福祉 サー ビス 復 
興 支 援 事業 (再掲 


被災 地 コ ミュ ニテ ィ 支 県 


援 コ ー デ ィ ネ ー ト 事業 


災害 公営 住宅 コミ ュ ニ 
ティ 形成 支援 事業 








地域 の 生活 課題 に 対応 し 、 具 体 的 な コミ ュ ニ ティ ー 








ソー シャ ル ワ ー ク 機能 を 担う 地域 福祉 活動 コー ディ 
ネー ター を 育成 ・ 支 援 す る な ど 、 住 民 が 相互 に 支え 合 
う 地 域 づ くり を 促進 





・ 支 え 合い マッ プイ ンス トラ クタ ー 養 成 講座 
実施 回 数 : 6 回 (2019・2020 計 ) 




















市 町 村 に お いて 、 高 齢 者 や 障がい 者 等 の 災害 時 要 配 慮 
者 の 避難 支援 対策 が 推進 され る よう 、 市 町 村 職 員 等 を 
対象 と し た 研修 を 実施 し 、 福 祉 避難 所 の 指定 ・ 協 定 の 
促進 に つい て 働き か ける ほか 、 要 配慮 者 の 把握 や 支援 
に つい て 地域 で 検討 する た め の 福 祉 マッ プ 作 成 を 支援 























・ 災害 時 要 配 慮 者 避難 支援 対策 研修 開催 回 数 : 
4 回 (2019 一 2022 計 




















避難 所 等 で 福祉 ・ 介 護 分 野 の 応急 支援 調整 な ど を 担う 
「 災 害 派遣 福祉 チー ム 」 の 設置 に 取り 組む と と も に 、 
市 町 村 の 避難 支援 計画 策定 等 の 取組 を 支援 














・ 災 害 派遣 福祉 チー ム 員 研修 開催 回 数 : 
12 回 (2019 一 2022 計 ) 











県 内 の 障がい 福祉 サー ビス 事業 所 が 復興 期 に お いて 安 
定 し た 運営 が で きる よう に する た め 、「 障 が い 福 祉 復 
興 支援 セン ター」 (H27 年 度 か ら 「 障 が い 者 就労 支援 
振興 セン ター」) を 設置 し 、 事 業 所 の 活動 を 支援 




















・ 専門 アド バイ ザー 派遣 回 数 : 
15 回 (2019・2020 計 ) 
・ 事業 所 研修 会 開催 回 数 : 8 回 (2019・2020 計 ) 






































市 町 村 及 び 被 災 者 支援 を 行う 民間 団体 等 の 調整 役 と な 
る コー ディ ネー ター を 配置 し 、 被 災 者 の 生活 再建 先 で 
の コミ ュ ニ ティ 形成 が 円 滑 に 進む よう 市 町 村 を 支援 


















































・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 配 置 数 : 4 人 (2019・2020 計 ) 





コミ ュ ニ ティ 形成 支援 員 を 配置 し て 自治 会 の 設立 や 局 
営 等 を サポ ー ト する こと に より 、 災 害 公営 住宅 の 入居 
者 間 の コミ ュ ニ ティ 形成 を 支援 








・ コ ミュ ニテ ィ 形 成 支援 員 配 置 数 : 
2 人 (2019・2020 計 ) 
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上 
た | も 


UL 





上 





| 
昌 加 5 市 町村 行政 机 能 支援 





地域 住民 の 安全 ・ 安 心 の 確保 の た め 、 市 町 村 の 行政 機能 の 向上 と 、 市 町 村 に よる 新しい まち づく 
り を 支援 し ます 。 

取組 項目 主 な 取組 内 容 

13 行政 機能 の 向上 を 図り ます 被災 市 町 村 へ の 職員 派遣 に 係る 調整 
応援 職員 の サポ ー ト 

復興 事業 に 当たっ て の 助言 

復興 の 先 を 見 据え た 支援 









































|@1@| ら 


























主 な 取組 内 容 


① 被災 市 町 村 へ の 職員 派遣 に 係る 調整 
復興 事業 を 着実 に 推進 する た め 、 被 災 市 町 村 に 対し 、 県 職員 の 派遣 に よる 人 的 支援 の ほか 、 
県 内 外 の 自治 体 等 か ら の 職員 派遣 の 調整 な ど 、 被 災 市 町 村 の 意向 を 踏ま そえ な が ら 、 復 興 事 業 の 
進捗 に 合わ せ た 人 材 確 保 に 取り 組み ます 。 
② 応援 職員 の サポ ー ト 
応援 職員 が 新しい 職場 や 生活 環境 の 中 で 安心 し て 業務 に 専念 で きる よう 、 メ ンタ ル ヘ ルス ケ 
ア 研 修 会 や フォ ロー ア ッ プ 面談 等 を 実施 し 、 メ ンタ ル ヘ ルス ケア 等 の サポ ー ト を 行い ます 。 
③ 復興 事業 に 当たっ て の 助言 
市 町 村 が 復興 計画 に 基づく 事業 を 実施 する に 当たっ て 、 必 要 に 応じ て 市 町 村 に 技術 的 な 助言 
な ど を 行い ます 。 
④ 復興 の 先 を 見 据え た 支援 
被災 地 に お いて 県 民 サ ービス が 円 消 に 提供 され る よ う 、 市 町 村 と の 意見 交換 を 通じ 、 課題 を 共 
有 し な が ら 、 必 要 な 助言 と 支援 を 行い ます 。 
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構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 


取組 項目 NO. 13 紅 還 が 和 抽 2 の 】 目 中 2 以 り だ e』 
施 年 度 


計画 期間 











被災 市 町 村 行 財政 支援 県 被災 市 町 村 に 対し 、 県 職員 の 派遣 に よる 人 的 支援 の ほ 
事業 (職員 派遣 ) か 、 県 内 外 の 自治 体 等 か ら の 職員 派遣 の 調整 な ど 、 被 
災 市 町 村 の 意向 を 踏ま えな が ら 、 復 興 事業 の 進捗 に 合 
わせ た 人 材 を 確保 








・ 応援 職員 充足 率 : 100% ノ 人 














被災 市 町 村 行 財政 支援 | 県 応援 職員 が 新しい 職場 や 生活 
事業 (メン タル ヘル ス 念 
ケア 研修 等 ) 















































・ メ ンタ ル ヘ ルス ケア 研修 会 実施 回 数 : 
2 回 / 年 (2019、2020) 
・ フ ォ ロ ー ア ッ フ 面談 実施 回 数 : 

2 回 / 年 (2019、2020) 
常 的 な 相談 窓口 の 設置 : 常時 































































































被災 市 町 村 行 財政 支援 | 県 、 村 が 復興 計画 に 基づく 事業 を 実施 する に 当たっ 


事業 (復興 整備 計画 に 、 必 要 に 応じ て 市 町 村 へ の 技術 的 な 助言 等 を 実 
係る 支援 ) 





























被災 市 町 村 行 財政 支援 被災 市 町 村 と の 意見 交換 を 通じ 、 課 題 を 共有 し な が 
事業 ( 行 財政 事務 の 助 ら 、 復 興 の 先 を 見 据え た 県 民 サ ービス 提供 体制 へ の P 
) 滑 な 移行 に 向け た 助言 と 必要 な 支援 の 実施 






































・ 行 財政 コン サル ティ ング 実施 沿岸 市 町 村 数 : 
12 市 町 村 / 年 (2019、2020) 
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皿 な り わ い の 再 生 


中 1 水産 業 ・ 農 林業 











地域 に 根ざし た 水産 業 を 














ットワーク を 生か し な が ら 、 














守 生 する た め 、 両 輪 で ある 漁業 と 流通 ・ 加 工業 に つい て 、 新 た な 交通 ネ 


漁業 協同 組合 を 核 と し た 漁業 、 養 殖 業 の 構築 と 産地 魚 市 場 を 核 と し た 
防災 対策 や 地域 づく り 、 水 産業 再生 の 





流通 ・ 加 工 体制 の 構築 を 一 体 的 に 推進 し ます 。 ま た 、 地 域 の 

















































































































































































































16 漁港 な どの 整備 を 推進 し ます 














漁港 施設 な どの 整備 や 防潮 林 の 再生 























17 地域 特性 を 生か し た 生産 性 ・ 収 益 

















生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り の 推進 








性 の 高い 農林 業 を 実現 し 3 


2 











農林 産物 の 高 付加 価値 化 な どの 推進 





方 向 性 を 踏ま えた 漁港 ・ 漁 場 な どの 整備 や 海岸 保全 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 する と と も に 、 地 域 の 
防災 対策 を 踏ま えて 防潮 林 を 再生 し ます 。 
沿岸 の 地域 特性 や 地域 づく り の 方 向 性 な ど を 踏ま えた 園芸 産地 の 形成 な ど 、 生 産 性 ・ 収 益 性 の 高 
い 農 林業 を 実現 し ます 。 
取組 項目 主 な 取組 内 容 
14 漁業 協同 組合 を 核 と し た 漁業 、 養 |① 漁業 生産 量 の 回 復 と 水産 資源 の 持続 的 利用 
殖 業 を 構築 し ます ② 経営 力 の 高い 経営 体 の 育成 
③ 意欲 の ある 就業 者 の 確保 ・ 育成 
15 産地 魚 市 場 を 核 と し た 流通 ・ 加 工 | ① 被災 し た 水産 加工 業者 に 対す る 支援 
体制 を 構築 し ます ② 水産 物 の 販路 の 開拓 ・ 拡 大 の 推進 
③ 水産 物 の 評価 ・ 信 頼 の 向上 
④ 戦略 的 な 水産 物 の 輸出 促進 と 外国 人 観光 客 等 へ の 対応 
① 
① 
② 
© 





放射 性 物質 の 


影響 を 受け た 産地 の 早期 再生 





























主 な 取組 内 容 











文 : 主 に 政策 推進 プラ ン と 連携 し て 取り 組む 項目 


取組 項目 NO。 14 民 記 愛 ii5a シ ラン の ウ / 選 居 と き と ス ジコ の: 


① 漁業 生産 量 の 回 復 と 水産 資源 の 持続 的 利用 文 











生産 能力 と 意欲 ある 漁業 者 が ) 


























ル づ くり を 促進 する と と も に 、 地域 の 生産 量 を 維持 ・ 


す 。 





モデ ル や 作業 方 法 の 


さら に 、 地域 の 漁業 関係 者 と 企業 の 相互 理解 を 前 提 


また 、 経験 の 浅い 新規 就業 者 で も 高い 生 
「 見 える 化 」 と 共有 を 促進 し ます 。 





















































進 し ます 。 
漁業 就業 者 の 減少 





















































時 模 拡 大 と 効率 化 に 積極 的 に 取り 組め る よう 、 漁場 利用 の ルー 
当 大 する た め 、 漁 協 目 営 養殖 を 促進 し ま 


産 性 が 得 ら れる よう 、 地域 の 模範 的 な 漁業 者 の 経営 











こ 、 養殖 生産 に お ける 企業 と の 連携 を 促 


< 対応 する た め 、 省力 化 機器 の 積極 的 な 導入 や 協業 体 な どの 組織 化 、 作業 





を 周年 に わた り 平 準 化 する た め の 「 ワ カメ の 後世 抜き 方 式 」 の 導入 な どの 取組 を 促進 し ます 。 
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サケ の 初期 減 耗 要因 を 解明 する と と も に 、 回 帰 率 が 高く な る 種苗 生産 技術 の 開発 を 推進 し ま 
す 。 
水産 資源 の 持続 的 利用 に 向け 、 ク ロマ グロ や ミズ ダコ な どの 適切 な 資源 管理 や 、 サ クラ マス 
な どの 新た な 水産 資源 の 造成 と 保護 培養 を 推進 し ます 。 
また 、 漁 業者 に 対し て 、 国 が 示す 漁獲 可能 量 を 遵守 する よう 指導 する ほか 、 県 の 地 先 資源 の 
調査 及び 解析 体制 を 充実 し 、 資源 管理 対象 魚 種 を 増やす と と も に 、 各 魚 種 の 資源 量 予測 精度 を 
向上 させ 、 漁 獲 可 能 量 に よる 管理 手法 の 導入 を 目指 し ます 。 
さら に 、 漁 業者 の 自主 的 資源 管理 を 推進 する た め 、 漁業 共済 組合 と 連携 し て 漁船 漁業 を 中 心 
< 資源 管理 計画 へ の 参画 を 促進 し 、 資 源 変 動 の リス ク に 備え た 経営 安定 化 策 に 取り 組み ます 。 
アワ ビ な どの 磯 根 資源 の 保護 に つい て は 、 漁 業 取締 船 の 性 能 強 化 に よる 取締 体制 の 充実 を 
図る と と も に 、 陸 上 パト ロー ル 回 数 を 増やし て 、 徐 漁 防 止 対策 を 強化 し ます 。 
② 経営 力 の 高い 経営 体 の 育成 文 
漁業 協同 組合 が 保有 する 漁船 上 架 施 設 な どの 共同 利用 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 支援 し ます 。 
漁業 協同 組合 が 策定 し た 地域 再生 営 漁 計 画 に 基づく 地域 漁業 の 「 人 づく り 」、「 場 づく り 」、 
[価値 づ くり 」 の 実行 を 支援 し ます 。 
地域 に お いて 、 新 規 就 業者 に 対し 、 熟 練 漁 業者 が 生産 技術 や 経営 ノウ ハウ を 指導 する 体制 
づく り を 促進 し ます 。 
養殖 漁業 の 経営 規模 拡大 な ど 、 漁 場 の 効率 的 な 利用 に 向け た 仕組 み づ く り を 支援 し 3 
③ 意欲 の ある 就業 者 の 確保 ・ 育 成 文 
「 い わ て 水産 アカ デミ ー?」 に より 、 漁 業者 に 必要 な 基礎 的 知識 や 技術 の ほか 、 最 新 の 情報 
や 技術 を 駆使 し た 効率 的 な 漁業 経営 手法 の 習得 を 支援 し 、 地 域 漁業 を リー ド す る 人 材 を 育成 
し ます 。 
養殖 業 の 漁協 自営 や 協業 化 な ど に より 、 漁 業者 見 習い (漁業 従事 者 ) を 周年 雇用 で きる 就 
業 環境 の 整備 を 促進 し ます 。 
市 町 村 と 連携 し 、 住 居 の 確保 な ど 新 規 就業 者 に 対す る 生活 面 で の 支援 を 行う と と も に 、 漁 
業 や 就業 に 必要 な 助言 ・ 指 導 等 を 行う 体制 の 整備 な ど に より 、 定 着 率 の 向上 に 取り 組み ます 。 
空き 漁場 を 対象 と する 漁業 権 行使 や 、 廃 業 等 に より 遊休 化 し た 漁船 や 資材 の 物件 情報 の 収 
集 と 提供 を 行う 地域 ご と の シス テム 整備 に 取り 組み ます 。 
女性 農林 漁業 者 に よる 農山 漁村 ビジ ネス の 新た な 展開 や 、 情 報 共有 ・ 相 互 研 さ ん の た め の 
ネッ トワ ー ク 構築 な どの 活動 を 支援 し ます 。 
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取組 項目 NO。 15 半 全 100E ジ ルッ ジ ンー 思 iD 川 目障り の 
① 被災 し た 水産 加工 業者 に 対す る 支援 
複数 の 中 小 企業 等 が 一 体 と な っ て 、 サ プラ イチ ェ ー ン ぞ の 回 復 、 地 域 の 産業 集積 、 商 業 集積 
機能 の 維持 ・ 再 構築 を 図る 場合 に 、 当 該 事 業 に 必要 な 施設 ・ 設 備 の 復旧 ・ 整 備 を 支援 し ます 。 
また 、 産業 支援 機関 と 連携 し 、 経営 の 安定 化 を 支援 する と と も に 、 事業 計画 策定 等 の 支援 を 
通じ て 、 事 業 再 開 し た 被災 地 の 中 小 企業 者 の 販路 開拓 や 売上 増加 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 








































































































(4 
























































21 いわ て 水産 アカ デミ ー : 漁業 の 基礎 知識 や 高度 な 経営 手法 の 習得 を 通じ 、 将 来 の 本 県 漁業 の 中 核 を 担う 人 材 を 養成 する 岩手 県 に よる 

研修 制度 

22 サプライ チェ ー ン : 製品 供給 に 至る 一 連 の 流れ (原材料 ・ 部 品 の 調達 か ら 、 製 造 、 販 売 、 配 送 まで ) 、 又 は それ ら に 関わ る 企業 竹 
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金融 支援 








図る た め 、 制度 融資 や 設備 貸与 等 の 各 利 





并 
Rt 





中 小 企業 者 の 経営 の 安定 及び 事業 の 成 
を 行い ます 。 
② 水産 物 の 販路 の 開拓 ・ 拡 大 の 推進 文 
沿岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 が 抱え る 原材料 の 調達 や 労働 力 の 確保 と いっ た 課題 
に 対応 する た め 、 関 係 機関 と 連携 し な が ら 相 談 会 等 に よる 商品 開発 、 商 談 会 や フェ ア 等 に よ 
る 販路 開拓 、 カ イ ゼ ン “に よる 生産 性 向上 及び 人 材 育 成 な ど に 、 き め 細 か に 取り 組み ます 。 
市 場 流 通 や 系 統 販 売 に 加え 、 漁 協 や 漁業 者 自ら に よる 直販 や 自家 加工 な ど 多 様 な 販売 ルー 
ト を 確保 する た め の 取 組 を 促進 し ます 。 
復興 道路 等 を 活用 し た 、 仙 台 圏 や 首都 圏 へ の 鮮度 の 高い 県 産 水 産物 の 輸送 を 可能 と する 物 
流 綱 の 構築 を 促進 し ます 。 
宅配 事業 者 が 複数 の 産地 を 回 っ て 集荷 等 を 行う 「 共 同 配送 シス テム 」 の 拡充 や 、 県 内 と 首 
都 圏 を 結ぶ 高速 路線 バス 等 を 活用 し た 「 貨 客 混載 物流 シス テム 」 の 本 格 実施 等 に より 、 低 コ 
スト 物流 の 構築 を 促進 し ます 。 
③ 水産 物 の 評価 ・ 信 頼 の 向上 文 
水産 物 の 「 三 陸 ブ プラ ンド 」 の 確立 や 産地 市 場 に お ける 評価 の 向上 を 図る た め 、 衛 生 品質 管 
理 の 高度 化 や 水産 加工 品 コ ンク ー ル 、 展 示 商 談 会 の 開催 等 を 通じ て 、 県 産 水 産物 や その 加工 
品 の 魅力 、 産 地 の 復興 状況 な どの 情報 を 発信 し ます 。 
県 産 水産 物 に 対す る 消費 者 の 信頼 を 確保 する た め 、 放 射 性 物質 の 検査 結果 な ど 、 安 全 ・ 安 
心 に 関す る 情報 発信 に 取り 組み ます 。 
④ 戦略 的 な 水産 物 の 輸出 促進 と 外国 人 観光 客 等 へ の 対応 文 
アジ ア 各 国 や や 米国 等 へ の 輸出 拡大 に 向け て 、 国 内 商社 と 現地 実需 者 と の ネッ トワ ー ク 強化 
に よる 販路 の 開拓 に 取り 組み ます 。 
また 、 各 国 ・ 地 域 の 食 習慣 や ライ フス タイ ル 、 所 得 水 準 な ど に 対応 し た 輸出 ルー ト の 開拓 
に 取り 組み ます 。 
「 岩 手 な ら で は 」 を 求め て 来 県 する 外国 人 観光 客 等 の ニー ズ に 応え る 、 豊 か な 自然 環境 や 
歴史 文化 、 魅 力 ある 生産 者 等 の 地域 資源 を 活用 し た 「 食 」 や 「 体 験 」 の 充実 に 向け た 取組 を 
進め ます 。 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































取組 項目 NO. 16 4 の が KB の:3k』 





① 漁港 施設 な どの 整備 や 防潮 林 の 再生 

地震 ・ 津 濾 な どの 自然 災害 に 備え た 防波堤 ・ 岸 壁 な どの 機能 強化 等 に 取り 組み ます 。 
地域 づく り の 方 向 性 を 踏ま えた 海岸 保全 施設 の 復旧 ・ 整 備 等 に 取り 組み ます 。 
津波 に より 被災 し た 防潮 林 の 再生 を 進め る と と も に 、 機 能 の 早期 発現 に 向け て 、 適 切な 管 
理 に 取り 組み ます 。 
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23 カイ ゼン : 作業 効率 向上 や 安全 性 確保 な ど を 目的 に 、 主 に 製造 業 の 生産 現場 で 行わ れる 問題 解決 の 取組 
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取組 項目 NO. 17 





① 生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り の 推進 广 
沿岸 地域 に お いて 生産 


























けた I CT の 活用 や ハウ ス 








E・ 市 場 性 の 高い 園芸 産地 が 形成 され る よう 、 園 芸 品目 




















等 の 整 人 





② 農林 産物 の 高 付 加 価 値 化 な どの 推進 文 
































り 組 み ま す 。 














スキ ル ア ッ プ を 支援 し ます 。 





生産 





や 商工 業 















































ヒ さ やせ 、 
を 促進 し ます 。 























宅 











さら に 、 












































また 、 産 直 等 の 誘客 力 と 販売 力 の 強 1 
ロサ ービス の 活用 、 レ スト ラン や 体 











また 、 マー ケティング に 関す る セミ ナー の 開 作 














を 文 援 し ます 。 


消費 者 や 量販 店 、 外 食 産業 関係 者 等 の ニー ズ を 収 
消費 者 ニー ズ に 適 確 に 対応 し た 、 安全 ・ 安 心 で 、 


LT 





口 中 


地域 特性 を 生か し た 生産 性 ・ 収 益 性 の 高い 農林 業 を 実現 し ます 

















集 ・ 把 握 し 、 産 地 と の 共有 を 図 





























HH 県 


























や 商談 会 へ の 参加 誘導 等 を 通じ 、 経 計 














等 に よる 「 地 域 ぐ る み 」 の 6 次 産業 化 を 推進 する た め 、 県 産 農 林産 物 を 活 









































の 単 収 向上 に 向 


りな が ら 、 


や お いし さ に 優れ た 農林 産物 の 生産 に 取 













































































等 を 活 



































日 し 、 販路 拡大 を 





時 野 の 拡大 を 図り ます 。 
図る た め 、CL 芽 製造 技術 な ど 付 加 価 値 の 高い 











HH し な が ら 、 担 い 手 の 所 


し た 発信 力 の ある 特産 品 開発 や 料理 メニ ュー の 提供 を 促進 する と と も に 、 農 商工 連携 等 を 深 
け 加 価値 を 高め な が ら 消 費 








まで つない で いく パリ ュー チェ ー ン % の 構築 に 向け た 取組 


じ に 向け 、 和 宿泊 施設 や 飲食 店 等 へ の 食材 供給 、 通 信販 売 ・ 
験 農園 と の 連携 等 の 多角 的 な 取組 を 支援 し ます 。 

「 い わ て 6 次 産業 化 文 援 セ ンタ ー」 の アド バイ ザ 
り 起こ し や 育成 に 取り 組み 、 6 次 産業 化 の 1 
県 産 木材 の 新た な 需要 を 創 H 

















抽 材 品 の 研究 開発 、 木 材 加工 事業 者 と 大 手 家具 メー カー 等 と の マッ チン グ 支 援 な ど を 進め ます 。 
































公共 施設 等 に お ける 県 産 木 材 の 利 
も に 、 関係 団体 と の 連携 に よる 県 産 木材 を 活 




















を 促進 











する た め 、 



































県 が 率先 し て 木材 利 








を 推進 





























工 技術 者 等 の 木材 設計 技術 の 向上 支援 に 取り 組み ます 。 


契約 栽培 の 促進 や 地域 商 
放射 性 物質 の 影響 を 受け た 産地 の 早期 再生 
県 産 農林 産物 の 放射 性 物質 に よる 風評 被害 を 払拭 し 、 消費 者 の 信頼 を 確保 する た め 、 安全 ・ 


③ 











心 に 関す る 情報 発信 に 取り 

















特に 、 原木 いた け に つい て は 、 放射 必 


























組み ます 。 




















E 物 質 の 影響 に より 、 出荷 1 

















E の 活用 な ど 、 新 た な 流通 の 仕組 み づ く り を 支援 し ます 。 



































が ある こと か ら 、 簡 易 ハ ウス の 整備 な ど を 支援 し ます 。 








24 バリ ュー チェ ー ン : (農林 水産 物 の ) 4 




















E 産 か ら 製造 ・ 加 




















、 流 通 、 




















軸 と する 付加 価値 の 連鎖 を つく る 取組 
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消費 に 至る 各 有 段階 の 付加 1 























値 を 高め な が ら つ な ぎ 合 わせ 、 食 を 尋 


する と と 


1 し た 優良 な 施工 事例 の PR や 、 建築 士 ・ 建 築 施 





安 





凡 限 が 指示 され て いる 市 町 村 

















構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 








取組 項目 NO. 14 攻 誠 2 還 S シ ラ ンジ (だ とき 生き っ ジコ の 


























新た な 漁村 活力 創出 支 | 県 、 養殖 漁業 の 経営 規模 拡大 等 に よる 収益 向上 に 向け た 付 
援 事業 % 組み づく りや 漁協 自営 養殖 の 導入 、 漁 業者 と 企業 が 局 
携 し た 新た な 生産 体制 を 構築 する た め 、 漁 場 の 生産 効 
率 等 の 「 見 える 化 」 を 行い 、 漁 協 や 漁業 者 へ の 指導 を 
実施 









































・ 漁場 生産 効率 分 析 「 見 える 化 」 指 導 漁協 数 : 
7 漁協 (2019・2020 計 ) 























さけ 、 ま す 増 殖 事業 < サケ 資源 の 早期 回 復 を 図る た め 、 稚 魚 放流 事業 の 支援 
及び 回 帰 率 向上 対策 を 実施 























・ サ ケ 稚 魚 生産 数 (県 全体 ) : 
400 百 万 尾 年 (2019、2020) 



































栽培 漁業 推進 事業 、 培 有 苗 生产 放流 O 支 


流 方 法 の 指導 


























・ ヒ ラメ 種苗 放流 数 : 

110 万 尾 年 (2019、2020) 
・ 生 残 率 の 高い アワ ビ 放 流 方 法 普 及 率 : 

659% (2019) 、709 (2020) 






































水産 業 経営 基盤 復旧 支 県 、 同 利用 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 支援 
援 事業 (共同 利用 施 
設 ) 











5 か 所 / 実 績 値 : 208 か 所 ) 











地域 再生 営 漁 和、 生 に 向け て 、 漁 協 を 核 と する 地域 漁業 の 
事業 漁 「 人 づく り 」、「 場 づく り 」 及 び 「 価 値 づ くり 」 を 内 
容 と する 計画 策定 と その 実行 を 支援 






































・ 活動 助成 件 数 : 6 漁協 年 (2019、2020) 








いわ て 水産 アカ デミ ー 漁業 担い 手 を 確保 ・ 育 成す る た め 、「 い わ て 水産 アカ 
運営 事業 費 デミ ー」 に お いて 、 漁 業者 に 必要 な 技術 や 経営 手法 等 
の 習得 を 支援 








・ い わ て 水産 アカ デミ ー 修 了 生 数 : 
40 人 (2019 一 2022 計 ) 
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取組 項目 NO. 15 





産地 魚 市 場 を 核 と し た 流通 


・ 加 工 体制 を 構築 





中 小 企業 被災 資産 復旧 
事業 


中 小 企業 等 復旧 ・ 復 興 
支援 事業 


ao 


中 小 企業 高度 化 資金 貸 | 県 


付 


中 小 企業 東日本 大 震 炎 
復興 資金 貸付 金 


中 小 企業 東日本 大 震 炎 
復興 資金 保証 料 補給 事 
業 





























中 小 企业 
其 般 整備 
機構 、 
いわ て 産 
業 振興 セ 
ンタ ー 























沿岸 市 町 村 の 産業 復興 を 促進 する た め 、 市 町 村 が 行う 
被災 中 小 企業 の 早期 復旧 に 対す る 補助 事業 に 要する 経 
費 に 対し 補助 











被災 地 の 事 業者 が 一 体 と な っ て 復旧 ・ 復 興 を 行う 場合 
に 、 当 該 事 業 に 不可 欠 な 施設 の 復旧 ・ 整 備 に 対し て 、 
と 県 が 連携 し て 補助 














被災 企業 が 復旧 ・ 復興 に 必要 な 資金 を 調達 で きる よ 
産業 復興 機構 が 債権 買取 等 の 金融 支援 を 実施 









































F 県 産業 復興 相談 セン ター 相談 受付 件 数 : 
71 件 (2019・2020 計 ) 
12 件 (2019・2020 計 ) 








債務 対策 支援 件 数 : 





復興 事業 計画 の 認定 を 受け た 被災 中 小 企業 等 の 施設 ・ 
設備 整備 に 対し 、 中 小 企業 基 盤 整 備 機構 と 県 が 協調 
し 、 い わ て 産業 振興 セン ター を 通じ て 資金 を 貸付 


























日 本 大 震 災 津波 に より 事業 活動 に 支障 を 来 し て いる 
中 小 企業 者 に 対し 事業 を 再建 する た め に 必要 な 資金 を 
融資 





























・ 融 資 額 : 569 億 











(2019・2020 計 ) 

















東日本 大 震 災 津波 に より 奮 災 し た 中 小 企業 者 に 対し 、 
長期 ・ 低 利 資金 の 融資 を 行う と と も に 、 直 接 被 害 を 受 
けた 中 小 企業 者 に 対し て 保証 料 を 補給 




















水産 物産 地 強 化 促進 事 
業 


いわ て フー ドコ ミュ ニ 
ケー ショ ン 推 進 事業 


いわ て 食 の 販路 拡大 事 
業 費 











食 の 安全 ・ 安 心 に 立脚 し た 消費 者 か ら 選 ば れる 産地 づ 
くり の 構築 や 、 水 産物 の 高 付加 価値 化 ・ 販 路 開拓 を 支 
援 























・ 高 度 衛生 品質 管理 地域 認定 数 : 
6 市 町 村 (2019~2022 計 ) 




















「 食 の 安心 ・ 安 全 」 を 基本 と し な が ら 、 本 県 な ら で は 
の 地域 資源 を 活用 し た 農 商 工 連 携 や 事業 者 間 連 携 を 促 
進 し 、 本 県 食 産業 を 高い 付加 価値 と 生産 性 を 持つ 総合 
産業 と し て 育成 






























































・ 企業 訪問 数 : 200 





(2019 ・2020 計 ) 














沿岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 な ど 食 産業 事業 
者 の 販路 拡大 を 図る た め 、 県 内 外 で の 食 の 商談 会 や 
フェ ア 等 を 開催 





























・ 国内 の 食 の 商談 会 等 出展 者 数 (累計 ) : 
2000 者 (2022) 
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計画 期間 


いわ て 美味 し い 食 の 振 | 県 沿岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 の 商品 開発 を 支 
興 事 業 費 援 す る と と も に 、 水 産 加 工 品 な ど 食 の 魅力 を 発信 する 

















イベ ント 等 を 実施 


・ 商品 開発 等 の 支援 を 受け た 


水産 加工 業者 件 数 (累計 ) : 160 件 (2022) 
原発 放射 線 影響 対策 事 | 県 、 人 物質 に 係る 安全 対策 と 風評 被害 を 払拭 する た 

業 (県 産 農 林 水 産物 検 }、 県 産 農林 水産 物 の 放射 性 物質 濃度 検査 を 実施 し 、 

查 ) 人 険 結 果 等 を 公表 

・ 県 産 農 林 水 産物 検査 計画 作成 回 数 : _ _ 2 



























































8 回 (2019・2020 計 ) 





原発 放射 線 影響 対策 事 食品 の 放射 性 物質 汚染 に 対す る 県 民 の 不安 解消 の た 
業 (流通 食品 検査 等 ) め 、 県 内 産 は も と より 県 外 産 を 含む 県 内 流通 食品 に つ 
いて 、 検査 結 


いわ て 農林 水産 物 海外 際 戦 略 ビ ジョ ン (平成 29 年 3 月 策定 ) に 召 
プロ モー ショ ン 強 化 事 $ き 、 県 産 農 林 水 産物 の 知名 度 向上 と 輸出 取引 や 販路 
図る た め 、 海 外 に お ける プロ モー ショ ン や 国 
際 定期 便 誘致 と 連携 し た P R な どの 取組 を 通じ て 県 内 
事業 者 へ の 支援 を 実施 




















































































































・ 現地 商社 、 現 地 飲食 店 と の 通年 取引 の 国 や 
地域 数 : 4 か 国 ・ 地 域 プ 年 (2019~2022) 
・ 支援 被災 事業 者 数 : 2 社 グ 年 (2019、2020) 















































取組 項目 NO. 16 邊 NER/Ya の 史上 6 




















県 単独 漁港 災害 復旧 事 被災 し た 漁港 施設 や 海岸 保全 施設 等 の 復旧 の うち 
業 (海岸 保全 施設 等 本 災害 復旧 事業 の 対象 外 で ある 小 規模 な 復旧 等 を 実施 
復旧 ) 














・ 工 事 完了 海岸 数 : 20 海 岸 (2019・2020 計 ) 
体 : 24 海 岸 / 実 績 値 : 4 海岸) 

















漁港 災害 復旧 事業 ( 海 被災 し た 海岸 保全 施設 等 の 本 格 的 な 復旧 を 実施 
岸 保全 施設 等 本 復旧 ) 
・ 防 潮 堤 等 完成 延長 : 12.2km (2019・2020 計 ) 
(全体 : 23.0km/ 実 績 値 : 10.8km) 























水産 基盤 整備 事業 県 地域 の 防災 対策 や 地域 づく り 、 水 産業 再生 の 方 向 を 踏 
まえ 、 新 た に 防波堤 や 岸壁 な どの 漁港 施設 及び 漁場 施 
設 等 を 整備 

















・ 工 事 完了 地区 数 : 22 地 区 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 37 地 区 / 実 績 値 : 15 地 区 ) 


海岸 保全 施設 整備 事業 | 県 地域 の 防災 対策 や 地域 づく り 等 を 踏ま え 、 新 た に 防潮 
埋 が 必要 と な る 区 間 を 整備 




















・ 防 潮 堤 等 完成 延長 : 1.8km (2019 ・2020 計 ) 
(全体 : 4.0km/ 実 績 値 : 2.2km) 

















津波 で 被災 し た 防潮 林 を 再生 

















・ 工事 完了 地区 数 : 8 地区 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 18 地 区 / 実 績 値 : 10 地 




















取組 項目 NO。 17 民 :52EMMK222 5 の (47SMRHID を 13EROTE1A7 だ ラッ と 2 の きり の 











強い 農業 づく り 交 付 金 


東日本 大 震 災 農業 生産 
対策 事業 


いわ て 地域 ぐる み 6 次 
産業 化 支援 事業 


沿岸 地域 再生 に 向け た 
実証 研究 事業 


いわ て の 農林 水産 物 ま 
る ご と 展開 事業 (いわ 
て 純情 園芸 産品 販売 戦 
略 展開 事業 ) 


いわ て の 農林 水産 物 ま 
る ご と 展開 事業 (いわ 
て 畜産 物 ブ ラン ド 強 化 
対策 事業 ) 


いわ て の 食 財 ゲー ト 
ウェ イ 構 築 展 開 事業 


いわ て の 農林 水産 物 ま 
る ご と 展開 事業 (いわ 
て 純情 米 マ ー ケ ティ ン 
グ 戦 略 展開 事業 ) 


特 用 林産 施設 等 体制 整 
備 事 業 


特 用 林産 物 放射 性 物質 














を 生産 か ら 流通 まで の 産地 づく り に 必要 な 共同 利 施設 









































の 整備 等 を 支援 する と と も に 、 地 域 の 営農 戦略 に 基 づ 
いて 実施 する 産地 の 高 収益 化 に 向け た 取組 を 総合 的 に 
支援 





























農業 関連 の 被災 し た 








% 械 等 の 導入 を 支援 




















生産 者 や 多様 な 事業 者 が 連携 し て 地域 ぐる み で 取り 組 
む 6 次 産業 化 を 支援 








・ 商 品 開 発 等 支援 に よる 6 次 産業 化 件 数 : 
48 件 (2019~2022 計 ) 


復興 の ステ ー ジ が 進む に つれ て 生じ る 技術 的 課題 に 対 
応 し た 先端 技術 の 現地 実証 を 実施 





・ 実証 研 町 村 数 : 
1 市 町村 年 (2019、2020) 











農林 水産 業 の 生産 体制 の 復旧 ・ 復 興 と 歩調 を 合わ せ 、 

















県 産 園芸 産品 の 有利 販売 を 進め る た め 、 消 費 者 等 へ の 
P R や 、 産 地 と 実需 者 等 と の 安定 的 な 取引 関係 の 構築 


























定 | を 推進 

















・ フ ェ ア 等 開催 回 数 : 12 回 (2019 一 2022 計 ) 


産 体制 の 復旧 ・ 復 興 と 歩調 を 合わ せ 、 

















肉 の 有利 販売 を 進め る た め 、「 い わ て 牛 普及 推 











進 協議 会 」 の 行う 普及 北 発 や 消費 拡大 等 の 取組 を 支援 








・ フ ェ ア 等 開催 回 数 : 12 回 (2019 一 2022 計 ) 

















こ 身近 な 販売 店 ・ 飲 食 店 と の 密接 な 関係 の も 
5 県 産 食 材 の 差別 化 と 品質 の 確保 に より 、「 岩 
手 県 産 ブ ラン ド 」 の 評価 を 高め て いく と と も に 、 継 続 
的 で 利益 性 の 高い 多様 な 販路 を 構築 し 、 農 林 漁業 者 の 
安定 的 な 収益 を 確保 





























・ 流通 ルー ト 開 拓 件 数 : 4 件 (2019 一 2022 計 ) 
・ 県 産 食 材 PR 取組 件 数 : 16 件 (2019~2022 計 ) 








農林 水産 業 の 生産 体制 の 復旧 ・ 復 興 と 歩調 を 合わ せ 、 
県 産 米 の 安定 的 な 販路 の 確保 に 向け て 、 米 卸 業 者 や 実 





























需 者 、 消 費 者 等 へ の PR や 、 量 販 店 と の 交流 な ど を 実 
施 

















・ フ ェ ア 等 開催 回 数 : 12 回 (2019 一 2022 計 ) 


放射 性 物質 の 影響 に より 原木 し いた け の 出荷 制限 が 指 
示さ れ て いる 市 町 村 に お いて 、 制 限 解除 後 の 再生 産 を 
図る た め 、 簡 易 ハ ウス 等 の 設置 を 支援 (1 棟 : 200m 
相当 ) 


























・ 簡 易 ハ ウス 設置 数 : 2 棟 (2019・2020 計 ) 
(全体 : 33 棟 / 実 績 値 : 31 棟 ) 


放射 性 物質 の 影響 を 受け た 原木 し いた け 産 地 の 再 生 に 



































調査 事業 ( 特 用 林産 物 
放射 性 物質 調査 事業 、 
きのこ 原木 等 処理 事 
業 ) 














向け 、 国 の 出荷 制限 解除 に 向け た 放射 性 物質 濃度 検査 
を 実施 する ほか 、 検 査 に より 指標 値 を 超え た ホ ダ 木 の 
処分 及び ホ ダ 場 環境 整備 等 の 対策 を 実施 
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計画 期間 














原発 放射 線 影響 対策 事 け 性 物質 に 係る 安全 対策 と 風評 被害 を 払拭 する た 

業 (県 産 農 林 水 産物 検 ]、 | め 、 県 産 農林 水産 物 の 放射 性 物質 濃度 検査 を 実施 し 、 

査 ) (再掲 ) 団体 | 検査 結果 等 を 公表 
等 



































・ 県 産 農林 水産 物 検査 計画 作成 回 数 : 
8 回 (2019・2020 計 ) 





























原発 放射 線 影響 対策 事 | 県 食品 の 放射 性 物質 汚染 に 対す る 県 民 の 不安 解消 の た 
業 (流通 食品 検査 等 ) め 、 県 内 産 は も と より 県 外 産 を 含む 県 内 流通 食品 に つ 
(再掲 ) いて 、 食 品 衛生 法 に 基づく 収 去 検 査 を 実施 し 、 検 査 結 
果 等 を 公表 


























・ 食品 検 査 検体 数 : 400 検 体 (2019・2020 計 ) 


いわ て 農林 水産 物 消費 県 産 農 林 水 産物 の 風評 被害 を 払拭 し 、 安 全 性 確保 に 対 
者 理解 増進 対策 事業 する 消費 者 の 理解 を 図る た め 、 情 報 発 信 等 を 実施 









































・ 風 評 被害 対策 取組 件 数 : 28 件 (2019・2020 計 ) 





県 産 牛肉 安全 安心 確立 | 県 、 | 安全 安心 な 県 産 邊 内 の 供給 体制 を 確立 する た め 、 県 内 
緊急 対策 事業 宝 | 外 に 出荷 され る 邊 全 頭 の 放 身 性 物質 検査 の 経費 助成 や 
、 | 消費 者 の 不安 解消 に 向け た 取組 を 実施 





























放射 性 物質 被害 畜産 総 于 | 県 産 牛 肉 、 牛 乳 の 安全 性 を 確保 する た め 、 県 内 産 粗 人 
合 対策 事業 料 の 放射性 物質 調査 の 実施 、 市 町 村 が 行う 放射 性 物質 
に 汚染 され た 牧草 等 の 適正 保管 等 を 支援 
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皿 な り わ い の 再 生 


al 
画 画 2 商工 業 
局 


被災 地域 の 経済 を 支え る 





を 図 
于 





り ます 。 

















術 や 学術 研究 な ど に より 地域 経済 の 活性 化 を 図 














小 企業 な どの 事業 























沿岸 地域 と 内 陸地 域 と の 連携 に よる も の づく り 体 | 


























从 求 可 


F 開 や 経営 力 向 上 に 向け た 有 
新た な まち づく り と 連動 し た 商店 街 を 核 と し た に ぎわ い の 創 出 や 地域 の 特選 

















肥 組 を 支援 する と と も に 、 
E を 生か し た 産業 の 振興 


則 の 強化 や 、 地 域 特性 を 生か し た 科学 技 








取組 項目 


主 な 取組 


内 容 





18 











中 小 企業 な どの 事業 再開 と 経営 
力 向上 に 向け た 取組 を 支援 し ま 





中 











中 小 企業 者 の 事業 








再開 や 経 























動 な どの 取組 の 促進 

















営 力 の 強化 、 新 た な 事業 活 














② 商工 指導 団体 や 金融 機関 な どの 支援 機関 連携 
業 承 継 の 円 滑 化 に 向け た 取組 の 促進 

















( 


El 





よる 


dn 





③ 


由 


若者 を は じ め と する 起業 者 や 後 % 





人 材 の 確保 


三陸 の 多様 な 資源 を 生か し た 中 








者 の 育成 に よる 経営 











E 業 振興 に 向け た 支援 





⑤ 企業 の ライ フス テー ジ に 対応 し た 切れ 目 の な い 金 融 支 


援 














⑥ 市 町 村 や 商店 街 を は じ め と する 多様 な 主体 の 連携 に よ 
る まち の に ぎわ いり 創出 











⑦ 商品 の 向上 や 販路 拡大 に 向け た 取組 の 支援 




















19 産業 の 
どの 振興 を 図 











り ま す 


再生 や も の づく り 産 業 な 


① 被災 企業 の 事業 再開 の 推進 





② も の づく り 産 業 人 材 の 育成 ・ 確 保 ・ 定 着 











③ 











進 





産業 の 一 層 の 集積 と 高度 化 を 通じ し た 、 も の づく り の グ 
ロー バル 拠点 化 の 推 





由 





地域 経済 に 好 循 舞 を も た ら す 地域 クラ スタ ー の 拡大 促 


進 





加 





企業 の 生産 性 や 付加 価値 の 向上 に 向け た 「 も の づく り 








革新 」 へ の 対応 








⑥ 


三陸 の 多様 な 資源 を 生か し た 研究 開発 の 推進 
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主 な 取組 内 容 女 : 主 に 政策 推進 プラ ン と 連携 し て 取り 組む 項目 








取組 項目 NO。18 国 IE を S き 2 パク の どき HE ニタ 4』 軸 目 加 人 避 (の Pi し あえ の の 
① 中 小 企業 者 の 事業 再開 や 経営 力 の 強化 、 新 た な 事業 活動 な どの 取組 の 促進 文 
複数 の 中 小 企業 等 が 一 体 と な っ て 、 サ プラ イチ ェ ー ン の 回 復 、 地域 の 産業 集積 、 商 業 集積 機 
能 の 維持 ・ 再 構築 を 図る 場合 に 、 当 該 事業 に 必要 な 施設 ・ 設 備 の 復旧 ・ 整 備 を 支援 し ます 。 
また 、 産業 支援 機関 と 連携 し 、 経営 の 安定 化 を 支援 する と と も に 、 事業 計画 策定 等 の 支援 を 
通じ て 、 事 業 再 開 し た 被災 地 の 中 小 企業 者 の 販路 開拓 や 売上 増加 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 
社会 経済 環境 の 変化 に 的 確 に 対応 し 、 新 分 野 へ の 進出 や 新 商品 の 開発 な ど 新 た な 事業 活動 
に 取り 組む た め 、「 経 営 革 新 計画 」 の 策定 段階 か ら 、 事 業 実施 、 目 標 達成 まで を 一 貫 し て 支援 
し ます 。 
それ ぞ れ の 事業 者 が 抱え る 経営 課題 を 解決 する た め 、 経営 課題 解決 に 向け て 継続 的 に サポ ー 
ト す る 、 伴 走 型 の 支援 に 取り 組む た め の 体制 を 強化 し ます 。 
技術 の 高度 化 や 新 技術 開発 、 情 報 通信 技術 (ICT) の 利 活用 、 販路 開 拓 、 資 金 調達 な ど 企 
業 ニ ー ズ に 応じ た 重層 的 な 支援 を 行い ます 。 
地域 や 業界 が 抱え る 課題 の 解決 を 図る た め 、 中 小 企業 者 が 相互 の 連携 に より 共同 し て 行う ヨ 



































































































































































































































过 | 
































HY 













































































業 活動 を 促進 し ます 。 
復興 道路 や 港湾 な ど を 活用 し て 、 県 内 企業 の 生産 性 向上 や 販路 拡大 に 向け た 取組 を 支援 し ま 
す 。 


② 商工 指導 団体 や 金融 機関 な どの 支援 機関 連携 に よる 事業 承継 の 円 滑 化 に 向け た 取組 の 促進 
让 
































『 小 企業 者 が 行う 事業 承継 に 向け た 準備 を 早期 か つ 計画 的 に 進め る た め 、 商 工 会 、 商 工 会 
議 所 な どの 商工 指導 団体 が 、 金 融 機関 等 と 連携 し て 実施 する 事業 承継 診断 や 、 経 営 者 と の 対 
話 ・ 相 談 を 促進 し ます 。 

中 小 企業 者 に お ける 親族 や 従業 員 等 へ の 事業 承継 を 円 滑 に 進め る た め 、 商工 会 、 商工 会 議 所 
が 中 小 企 業者 に 密着 し 、 事 業 承継 計画 の 策定 か ら 事 業 承継 後 の フ ォ ロ ー ア ッ プ まで 実施 する 継 
続 的 な 取組 を 支援 し ます 。 
また 、 後 継 候補 者 が いな い 中 小 企業 者 に 対し て は 、 娠 手 県 事業 引継 ぎ 支 援 セ ンタ ー 等 の 関 

係 機関 この ネッ トワ ー ク に よる 相談 対応 や 事業 引受 希望 者 と の マッ チン グ な どの 取組 を 促進 
し ます 。 
③ 若者 を は じ め と する 起業 者 や 後継 者 の 育成 に よる 経営 人 材 の 確保 六 

若者 の 起業 マイ ンド の 醸成 や 、 後 継 者 の 経営 能力 の 向上 を 図る た め の 取 組 を 大 学 や 商工 指 
導 団体 等 と 連携 し て 行い ます 。 

創業 支援 の 取組 を 促進 する た め 、「 産 業 競争 力 強 化 法 」 に 基づく 市 町 村 の 取組 や 、 産 業 支援 
機関 等 で 組織 する 「 い わ て 起業 家 サ ポー ティ ング ネッ トワ ー ク 会 議 ?」 の 活動 等 を 通じ 、 支 援 
体制 を 強化 し ます 。 

創業 計画 の 策定 段階 か ら 創業 し た 後 も 継続 し て 、 資 金 面 を は じ め と し た 支援 を 行い ます 。 





































































































































































































































































































25 いわ て 起業 家 サ ポー ティ ング ネッ トワ ー ク 会 議 : 県 内 の 起業 を 目指 す 者 に 対し 、 総 合 的 か つ 効 率 的 な 起業 支援 を 行う こと を 目的 と し 
て 、 創 業 支援 を 行っ て いる 産業 支援 機関 等 相互 の 情報 共有 を 図る と と も に 、 支 援 事業 の 連携 を 図る た め 、 県 が 平成 17 年 度 か ら 開 催し て 
いる 連絡 会 議 
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商工 指導 団体 や 産業 支援 機関 と 連携 し て 地域 経済 の 中 核 を 担う 人 材 を 育成 する た め の 施 策 を 























展開 し ます 。 
三陸 の 多様 な 資源 を 生か し た 産業 振興 に 向け 











た 支援 





三陸 の 多様 な 資源 を 生か し た 産業 の 振興 が 
者 や 女 f# 











図ら れる よう 、 





生 を は じ め と し た 被災 地 で の 起業 、 第 二 創業 、 新 事業 進出 等 


に 








まち づく り に 合わ せ て 、 
の 新た な ビジ ネス 立 上 げ 


復興 





























を 支援 する と と も 
沿岸 


























に 、 起 業者 等 の 経営 支援 や 資金 調達 支援 等 
色 域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 が 抱え る 原材料 の 調達 や 労働 力 の 確保 と いっ た 課題 














き 火 信太 














に 対応 する た め 、 関 係 機関 と 連携 し な が ら + 




















る 販路 開拓 、 カ イ ゼ ン に よる 生産 必 
水産 加工 業者 の 宿舎 整備 や 職場 環境 改善 、 
組 を 支援 し ます 。 

















1 人 小 





企業 者 の 経営 の 安定 及び 事業 の 成長 を 
援 を 行い ます 。 
県 内 経済 の 活性 化 に 資す る た 
わ て 企業 支援 ネッ トワ ー ク ) の 活動 等 を 
二 重 債務 問題 を 抱え る 被災 事業 者 の 中 
定 を 受け て 事業 再生 を 
等 の 支援 を 行い ます 。 































































































地域 に 密着 し た 商業 ・ 
携 し て 、 付 加 価値 の 高い 商品 や サー 
市 町 村 、 旧 導 団体 、 
取組 を 促進 し ます 。 











ビス の 創 


























| 同 ] 



































の 仕組 み の 利 活用 を 促進 し ます 。 
0900 00 生 有 NAM 0 MR MS 
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本 
連携 や 事業 者 間 連 携 を 促進 
岩手 県 産業 創造 アド バイ ザ 














性 ます る 
































サー ビス 業者 等 の 持続 的 発展 を 図 


PK 证 


E 向 上 及び 人 材 育 成 な ど に 
福祉 人 野 と の 連携 等 に 





企業 の ライ フス テー ジ に 対応 し た 切れ 目 の な い 人 金融 支 援 ” 广 


を に よる 商品 開発 、 


こ 取 り 組み ます 。 























商談 会 や フェ ア 等 に よ 
、 き め 細 か に 取り 組み ます 。 


よる 人 材 確保 に 向け た 

















図 





る た め 、 


、 支 援 機関 等 で 構成 する 岩手 県 中 小 企業 文 援 等 
通じ て 、 参 加 機 関 相互 の 連携 

は 、 こ れ か ら 本 設 移行 に 取り 組む 
ie と か ら 、 引 き 続 き 事業 計画 の 生 








生産 


出 、 








し た ( 


団体 、 商 店 街 組織 等 と 連携 し て 取り 組み ます 。 
商品 力 の 向上 や 販路 拡大 に 向け た 取組 の 支援 支 
県 の 食 産業 振興 の 協 働 体制 で や る 「FCP 岩 手 ブ ラン チ “」 な どの 活動 を 通し て 、 農 商工 


等 の 専門 家 に よる 助言 ・ 指 導 


制度 融 


資 や 設備 貸与 等 の 各種 金融 支 














定 























連絡 会 議 (し 
ます 3 

















本 制 を 構築 



































る た め 、 市 町 村 や 商工 指導 団 
性 の 向上 の 取組 を 促進 し ます 。 
商店 街 組織 等 が 連携 し 、 商店 街 の に ぎわ い 創 出 や や 魅力 創造 に 


に ぎわ い 創 出 や 魅力 創造 に 


を は じ め 、 




















支援 や 債権 買 


























市 町 村 や 商店 街 を は じ め と する 多様 な 主体 の 連携 に に よる まち の に ぎわ い 創 出 文 


ヽ 


業者 や 、 支援 決 

















体 と 連 





『 























こ 向 けた 


消費 者 ニー ズ の 多様 化 へ 対応 する た め 、 キ ャ ッシュ レス 化 や シェ アリ ング ・ エ コノ ミー な ど 


、 市 町 村 、 商工 指 


県 内 外 で の 食 の 商談 会 


や 大 手 量販 店 で の フェ ア 開 催 な ど を 通じ て 、 消 費 者 ニー ズ を 意識 し た 売れ る 商品 づく りか ら 販 

















路 開拓 まで 総合 的 な 支援 を 行い ます 。 








本 県 の 食 と いう 生活 の 豊か さ を オ ー ル いわ て で 共有 する 取組 を 推 


























発信 に 取り 組み ます 。 
アン テ ナ シ ョ ッ プ (東京 、 大 阪 、 福 岡 ) を ! 
復興 支援 の つなが りか ら 生 まれ た 催事 等 の 














産 省 が 提唱 し て いる も の で 、 





26 FCP 岩 手 ブ ラン チ : FCP は 農林 水 / 



































未 尼 











進 し 



































食品 事業 者 が 主 





、 首 都 图 
oo 


: 体 的 に 行う 
































「 食 の 安全 ・ 安 心 」 の 活動 を 「 





化 」 す る こと に より 、 食 に 対す る 消費 者 の 信頼 向上 や 、 企 業 業 績 の 向上 に つなげ よう と する 取組 の 県 内 版 
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、 県 内 外 へ の 食 の 情報 


等 に お ける 物産 展 や 展示 販売 会 、 
こ 努 め 、 消 費 者 ニー ズ の 把握 や 効果 


& え る 





的 な 情報 発信 


こよ り 販 路 の 拡大 を 図 





各 文 援 機関 や 海外 





専門 家 に よる 個別 相談 


Ne 
県 内 事業 


























E 務 所 と 連携 し な が ら 、 戦略 策 
火 、 セ ミナ ー 等 の 開催 な ど に より 、 


NN t 欲 を 更に 

















一 招聘 等 忆 二 
続 ・ 拡 大 する と と も に 











、 県 産品 の 輸出 拡大 を 図 
国内 外 の 商社 等 ビジ ネス パー トナ ー と の ネッ トワ ー ク を 活 月 
、 現 地 ニ ー ズ に 対応 し た 商品 開発 等 





り ます 。 











参り ます 。 








高め な が ら 、 





定 、 商 談 、 


























国内 外 の 商談 会 ・ 





世界 の 市 場 ! 














務 等 へ の 

















員 し た 支援 や 、 


こ 挑む 県 内 事業 者 を 文 援 し 























ali 


を 促進 し ます 。 


展示 会 へ の 出展 、 バ イヤ 


し 、 取引 を 継 








① 被災 企業 の 事業 再開 の 推進 








複数 の 
能 の 維持 ・ 再 構築 を 

















通じ て 、 
中 小 企 業者 の 経営 





加 





小 企 業 等 が 一 体 と な っ て 、 サ プラ イチ ェ ー ン の 





ン 
に 
NN 
S ト 








図る 場 

















、 産業 支援 機関 と 連携 し 、 
事業 再開 し た 被災 地 の 
安定 及び 事業 の 成長 を 図 





の 安定 








援 を 行い ます 。 
二 重 債務 問題 を 抱 








える 1 

















決定 を 受け て 事業 


$$ 災 事 業 


こ 、 当 該 事業 ( 
経営 の 
































の 





「 に は 、 
































買取 等 の 支援 を 行 
も の づく り 産 業 人 材 
小学 生か ら 高 校生 





い 





























企業 ニー ズ や 成長 
ド テ ィ ク ス ダ ・ 
機関 等 と 連携 し て 進 





ロ 人 























まず 2 





の 育成 ・ 
まで の 各 段 B 
と 連携 し た 人 材 育 成 ・ キ ャ リア 教育 


確保 ・ 定 着 ” 文 

















0 














分 野 の 
人 工 知能 
め ま す 。 











企業 情報 の 発信 、 
ー ン の 促進 に より 


め ま す 。 

















七 向 を 踏ま る 、 
(AI ) 等 の 技術 革新 ( 

















工場 見 学 、 
小 企業 か ら 大 手 企業 8 























こ 必要 な 施設 
安定 化 を 支援 する と と も に 
小 企業 者 の 販路 開拓 や 売上 増加 に 向 


る た め 、 制 度 融資 や 設備 貸 


これ か ら 本 設 
+ 生 を 目指 す 事 業者 も ある こと か ら 、 引 き 続 き 事 


旨 に 応じ し た も の づく り 教 育 や 、 


イン ター ンシップ 等 を 通じ た 新卒 











口 





复 、 


地域 の 産業 集積 、 














・ 設 
让 俩 








の 復旧 
































けた 引 
































行 ( 











・ 整 備 を 支援 し ます 
、 事業 計画 策定 等 の 支援 を 
肥 組 を 支援 し ま 
与 等 の 各種 金融 支 






































、 三 次 元 デ ジタル 技術 、 
ON A 








商業 集積 機 


り 組 む 事 業者 や 、 支 援 
計画 の 策定 支援 や 債権 





地域 も の づく り ネ ットワーク 


IoT・ 











た 者 等 の 県 内 定着 や 、U・ 
E で 、 県 内 も の づく り 産 業 全体 の 人 材 確保 ・ 定 着 を 進 























次 





産業 の 一 層 の 集積 と 高度 化 を 通じ た 、 も の づく り の グロ ー バ ル 拠 点 化 の 推進 六 








自动 















































発 ・ 事 業 化 支 援 等 を 通じ て 、 





マ づ くり 技術 の グロ ー バ ル 展 開 を 促進 し 


す 。 


半導体 関連 産業 に つい て は 、 地場 企業 の 技術 力 向上 等 を 支援 
る 関連 企業 と の 協業 ・ 取 引 拡大 に つなが る 取組 を 推進 する と と も 
発 に 向け た 支援 を 強化 する 等 、 世 界 的 に 拡 ブ 


























27 ロボ ティ クス : 

















する 6 





を 行 う 。 


工学 の 一 分 野 。 制 御 





工学 を 中 心 に 


ほ 関 連 産業 に つい て は 、 展示 商談 会 の 開催 、 





設備 投資 支援 、 





























県 内 に お ける 一 








層 の 月 





産業 集積 を 図 





























、 セ ン サ ー 技 術 ・ 
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、 地場 企業 の 更 


に し て いる 半導体 
































次 世代 モビ リティ の 研究 開 
岩手 の 優れ た クル 
ほな る 業容 拡大 ・ 技 術 力 向 上 を 目指 


る と と ども に 、 


し 、 大 手 誘 


























機械 機構 学 な ど を 総合 し て 、 ロ ボッ ト の 設計 ・ 製 作 及 び 運 転 に 








し ま 


致 企業 を は じ め と す 
に 、 企業 と 大 学 と の 新 技術 開 


場 を 的 確 に 捉え た 取組 を 推進 し 、 


関 


中 核 産業 と し て の 成長 力 を 高め ます 。 
本 県 の も の づく り 産 業 を けん 引 す る 自動 
に 資す る 企業 の 誘致 に 取り 組み ます 。 
④ 地域 経済 に 好 循 環 を も た ら す 地域 クラ スタ ー の 拡大 促進 文 
地場 企業 の 技術 高度 化 や や 新 技術 開発 等 の 取組 を 支援 し 、 国内 外 に 一 定 の シェ ア を 持つ 県 内 各 
地 の 中 核 的 企業 と 地場 企業 群 と の サプライ チェ ー ン の 構築 に つなげ 、 さら に は 、 形成 し た 地域 
クラ スタ ー ダ の 拡大 を 促進 し ます 。 
クラ スタ ー 相 互 の 技術 ・ 人 材 ・ 情 報 の 交流 や 事業 連携 等 を 促進 する こと に より 、 新 技術 ・ 新 
事業 の 連鎖 的 創出 等 を 推進 し 、 持 続 的 な 地域 経済 の 発展 を 目指 し ます 。 
⑤ 企業 の 生産 性 や 付加 価値 の 向上 に 向け た 「 も の づく り 革 新 」 へ の 対応 文 
企業 の 生産 性 や 付加 価値 の 向上 に 向け て 、 生 産 現場 に お ける カイ ゼン 、 3 S ダ 、 カ ラク リ 9 等 
の 取組 を 支援 し ます 。 
⑥ 三陸 の 多様 な 資源 を 生か し た 研究 開発 の 推進 文 
海洋 関連 の 研究 成果 の 活用 に より 被災 地域 の 産業 復興 を 支援 する た め 、 地域 の 大 学 等 と 連携 
し 、 水 産 、 水 産 加 工 、 食 品 等 に 関連 し た 研究 開発 と その 成果 の 普及 を 推進 し ます 。 
いわ て 海洋 研究 コン ソー シア ム を は じ め 、 県 内 の みな ら ず 、 海外 の 研究 機関 と の 連携 や 新 し 
い 研 究 機能 の 診 数 活動 等 を 推進 し 、 海 洋 分 野 の 国際 研究 拠点 の 形成 に 取り 組み ます 。 


























I 
| 











・ 半 導体 関連 産業 の 更 な る 高度 化 ・ 高 付加 価値 化 































































































































































































構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 
取組 項目 NO. 18 中 小 企业 在 业 D 事 业 再 开 上 经 当 力 向 上 刀 向 扩大 取 粗 丰 支 援 L 求 才 























中 小 企業 被災 資産 復旧 | 県 、 沿岸 市 町 村 の 産業 復興 を 促進 する た め 、 市 町 村 が 行う 
事業 (再掲 ) す | 被災 中 小 企業 の 早期 復旧 に 対す る 補助 事業 に 要する 経 
費 に 対し 補助 




















中 小 企業 等 復旧 ・ 復 興 | 国 、 被災 地 の 事業 者 が 一 体 と な っ て 復旧 ・ 復 興 を 行う 場合 
支援 事業 (再掲 ) 県 に 、 当 該 事 業 に 不可 欠 な 施設 の 復旧 ・ 整 備 に 対し て 、 
国 と 県 が 連携 し て 補助 



























































特区 制度 等 の 活 R 復興 特区 制度 等 に よる 国税 ・ 地 方 税 の 優遇 税制 を 活 
る 各種 優遇 税制 県 する こと に より 、 新 規 立地 の 促進 や 被災 企業 等 の 時 
復興 を 支援 





















































被災 中 小 企業 重層 的 支 | 県 震 災 津波 で 被災 し た 中 小 企業 を 支援 する た 
援 事業 団体 | の 、 ・ 商工 会 議 所 、 商 工 会 連合 会 、 中 小 企業 団 
、 い わ て 産業 振興 セン ター が 行う 支援 事業 を 
こと な ど を 通じ 、 被 災 企 業 の 復旧 ・ 復 興 を 支 



















































































施 団体 数 : 14 団 体 (2019・2020 計 ) 












































28 クラ スタ ー : 英語 で 「 房 」「 集 団 」「 群 れ 」 の こと 。 こ こ で は 、 さ ま ざ ま な 企業 群 や 支援 機関 等 の 連携 ・ 協 業 が 活発 化し 、 生 産 拡 
大 や 付加 価値 の 創造 が 進む 状態 を 指す 。 
29 3 5S :整理 ' 整顿 ' 清 捐 D 头 文字 DO S を と っ た も の 。 製造 現場 の 環境 整備 や 作業 効率 向上 の た め の 実 践 活動 。 
30 カラ クリ : カイ ゼン 活動 の うち 、 自 然 の 動力 等 を 活用 し 、 多 額 の コス ト を か けず に 問題 解決 を 行う 取組 
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計画 期間 


2021 2022 | 2023~ 











さん りく な り わ い 創 出 復興 まち づく り に 合わ せ た な り わ い の 再 生 を 図る た 
支援 事業 め 、 若 者 や 女性 を は じ め と し た 、 被 災 地 で の 起業 、 第 
二 創 業 及び 新 事業 進出 を し よう と する 者 に 対し て 、 事 
業 計画 の 人 策定 、 販 路 開拓 及び 資金 調達 等 の 支援 を 実施 


























事業 者 数 : 50 者 (2019・2020 計 ) 








地域 基幹 産業 人 材 確保 災 基幹 産業 で ある 水産 加工 業 の 早期 復興 の た 
支援 事業 、 水 産 加工 事業 者 が 新た に 人 材 を 確保 する た め に 必 
な 宿舎 整備 に 要する 経費 の 一 部 補助 等 を 実施 





















































- 水産 加工 業者 宿舎 整備 に よる 新規 雇用 者 数 : 
60 人 (2019 ・2020 計 ) 





























水産 加工 ・ 障 が い 福 祉 被災 地 の 基 幹 産業 で ある 水産 加工 業 に お いて は 、 不 足 
マッ チン グ 事 業 し て いる 労働 力 の 確保 が 課題 と な っ て いる た め 、 水 産 
加工 業者 と 障がい 福祉 サー ビス 事業 所 の マッ チン グ を 
実施 し 、 水 産 加工 業者 の 人 材 確保 を 促進 


























・ マ ッ チ ング 件 数 : 5 件 (2019・2020 計 ) 





岩手 産業 復興 機構 出資 | 国 、 被災 企業 が 復旧 ・ 復 興 に 必要 な 資金 を 調達 で きる よ 
金 (再掲 ) 県 、 う 、 岩 手 産業 復興 機構 が 債権 買取 等 の 金融 支援 を 実施 



































・ 岩手 県 産業 復興 相談 セン ター 相談 受付 件 数 : 
71 件 (2019・2020 計 ) 
債務 対策 支援 件 数 : 12 件 (2019・2020 計 ) 








中 小 企業 高度 化 資金 貸 | 県 、 復興 事業 計画 の 認定 を 受け た 被災 中 小 企業 等 の 施設 ・ 
付 金 (再掲 ) iA 対し 、 中 小 企業 基盤 整備 機構 と 県 が 協調 
し 、 い わ て 産業 振興 セン ター を 通じ て 資金 を 貸付 












































中 小 企業 東日本 大 震 災 東日本 大 震 災 津波 に より 事業 活動 に 支障 を 来 し て いる 
復興 資金 貸付 金 小 企業 者 に 対し 事業 を 再建 する た め に 必要 な 資金 を 
(再掲 ) 次 












































資 額 : 569 億 円 (2019・2020 計 ) 











中 小 企業 東日本 大 震 災 本 大 震 災 津波 に より 答 災 し た 中 小 企業 者 に 対し 、 
復興 資金 保証 料 補給 事 ・ 低利 資金 の 融資 を 行う と と も に 、 直 接 被害 を 受 
業 (再掲 ) けた 中 小 企業 者 に 対し て 保証 料 を 補給 















































被災 商店 街 に ぎわ い 支 震 災 津波 に より 被災 し た 地域 の 商業 機能 の 回 
援 事業 店 街 等 の 持続 的 な 発展 を 図る た め 、 ア 
ドバイ ザー 派遣 等 を 行い 、 商店 街 ・ 共 同店 舗 の 整備 計 
画策 定 や 新た に 構築 され た 商店 街 等 の に ぎわ い 創 出 に 
司 けた 取組 を 支援 



















































































・ 被災 地域 商業 再生 アド バイ ザー 派遣 雪 : 
8 人 日 (2019・2020 計 ) 




















いわ て フー ドコ ミュ ニ 「 食 の 安心 ・ 安 全 」 を 基本 と し な が ら 、 本 県 な ら で は 
ケー ショ ン 推 進 事業 の 地域 資源 を 活用 し た 農 商 工 連 携 や 事業 者 間 連 携 を 促 
(再掲 ) 進 し 、 本 県 食 産業 を 高い 付加 価値 と 生産 性 を 持つ 総合 
産業 と し て 育成 





















































・ 企業 訪問 数 : 200 回 (2019・2020 計 ) 











いわ て 食 の 販路 拡大 事 沿岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 な ど 食 産業 事業 
業 費 (再掲 ) 者 の 販路 拡大 を 図る た め 、 県 内 外 で の 食 の 商談 会 や 
フェ ア 等 を 開催 















































・ 国内 の 食 の 商談 会 等 出展 者 数 ( 果 計 ) : 
2000 者 (2022) 





























事業 名 事業 概要 











いわ て 美味 し い 食 の 振 沿岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 の 商品 開発 を 支 
興 事業 費 (再掲 ) 援 す る と と も に 、 水 産 加工 品 な ど 食 の 魅力 を 発信 する 
イベ ント 等 を 実施 
































・ 商品 開発 等 の 支援 を 受け た 水産 加工 業者 件 数 
(累計 ) :160 件 (2022) 


























物産 販路 開拓 事業 岩 災 津波 に より 大 き な 打 撃 を 受け た 本 県 地場 
援 の た め 、 首 都 圏 等 で の 物産 展 を 通し て 
、 県 産品 の 販路 拡大 と 取引 の 拡大 を 促進 


















































・ ア ン テ ナ ショ ッ プ に お ける 県 産品 販売 額 : 
690 百 万 円 年 (2019 一 2022) 
































国際 経済 交流 推進 事業 | 県 東 ア ジア を ター ゲッ ト と し た 県 内 企業 の 海外 に お ける 
ビジ ネス チャ ンス の 発掘 、 海 外 企 業 と の ビジ ネス マッ 
E 展 等 に よる 県 産品 の 販路 拡大 
、 国 展開 に よる 地域 経済 の 復 










































































談 会 ・ フ ェ ア 開 催 回 数 : 
2 回 (2019・2020 計 ) 
































生産 地 証明 等 発行 事業 | 県 放射 性 物質 に 係る 安全 対策 と 風評 被害 を 払拭 する た 
め 、 輸 出産 品 に 関す る 証明 施 





























東日本 大 震 災 津波 に より 失わ れ た 販路 回 復 等 を 支援 す 
る た め 商 談 会 等 を 開催 し 、 県 北 地域 の 主要 産業 で ある 
アパ レル 産業 等 の 振興 を 促進 











北 い わ て 産業 振興 事業 
費 




















・ 商談 会 等 へ の アパ レル 事業 者 参加 企業 数 : 
140 社 (2019 一 2022 計 ) 

















取組 項目 NO. 19 





2021 2022 | 2023~ 





中 小 企業 被災 資産 復旧 沿岸 市 町 村 の 産業 復興 を 促進 する た め 、 市 町 村 が 行う 
事業 (再掲 ) 被災 中 小 企業 の 早期 復旧 に 対す る 補助 事業 に 要する 経 
費 に 対し 補助 








中 小 企業 等 復旧 ・ 復 興 | 国 、 被災 地 の 事 業者 が 一 体 と な っ て 復旧 ・ 復 興 を 行う 場合 
支援 事業 (再掲 ) に 、 当 該 事業 に 不可 欠 な 施設 の 復旧 ・ 整 備 に 対し て 、 
国 と 県 が 連携 し て 補助 









































岩手 産業 復興 機構 出資 | 国 、 被災 企業 が 復旧 ・ 復 興 に 必要 な 資金 を 調達 で きる よ 
金 (再掲 ) 上 う 、 岩 手 産業 復興 機構 が 債権 買取 等 の 金融 支援 を 実施 



































・ 岩手 県 産業 復興 相談 セン ター 相談 受付 件 数 : 
71 件 (2019・2020 計 ) 
. 二 重 债务 计策 支援 件数 : 12 件 (2019・2020 計 ) 
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事業 名 ee 事業 概要 








中 小 企業 高度 化 資 金 貸 | 県 、 | 復興 事業 計画 の 認定 を 受け た 被災 中 小 企業 等 の 施設 
付 金 (再掲 ) F 小 企業 | 設備 整備 に 対し 、 中 小 企業 基盤 整備 機構 と 県 が 協調 
し 、 い わ て 産業 振興 セン ター を 通じ て 資金 を 貸付 















































中 小 企業 東日本 大 震 災 東日本 大 震 災 津波 に より 事業 活動 に 支障 を 来 し て いる 
復興 資金 貸付 金 中 小 企業 者 に 対し 事業 を 再建 する た め に 必要 な 資金 を 
(再掲 ) 融资 


融資 額 : 569 億 円 (2019・2020 計 ) 



































中 小 企業 東日本 大 震 炎 | 県 東日本 大 震 災 津波 に より 栓 災 し た 中 小 企業 者 に 対し 、 
復興 資金 保証 料 補給 事 長期 ・ 低 利 資金 の 融資 を 行う と と も に 、 直 接 被害 を 受 
業 (再掲 けた 中 小 企業 者 に 対し て 保証 料 を 補給 






































特区 制度 等 の 活用 に よ | 国 、 復興 特区 制度 等 に よる 国税 ・ 地 方 税 の 優遇 税制 を 活 
る 各種 優遇 税制 措置 | 県 する こと に より 、 新 規 立地 の 促進 や 被災 企業 等 の 早 昌 
(再掲 ) す 等 | 復興 を 支援 









































さん りく な り わ い 創 出 復興 まち づく り に 合わ せ た な り わ い の 再 生 を 図る た 
支援 事業 (再掲 ) め 、 若 者 や 女性 を は じ め と し た 、 被 災 地 で の 起業 、 第 
二 創 業 及 び 新 事業 進出 を し よう と する 者 に 対し て 、 事 
業 計画 の 策定 、 販 路 開 拓 及 び 資 金 調達 等 の 支援 を 実施 





























・ 支援 事業 者 数 : 50 者 (2019・2020 計 ) 








原発 放射 線 影響 対策 事 放射 性 物質 に 係る 安全 対策 と 風評 被害 を 払拭 する た 
業 (工業 製品 等 の 測定 め 、 食 品 、 工 業 製品 等 の 放射 性 物質 の 測定 調査 等 の 取 
調査 ) 組 を 推進 




















いわ て も の づく り 産 業 内 陸地 域 と 沿岸 県 北 地域 と の も の づく り ネ ットワーク 
人 材 育成 事業 間 の 連携 を 強化 し 、 小 中 学生 か ら 企 業 人 まで 、 多 様 で 
厚み の ある 産業 集積 を 支え る 高度 な 産業 人 材 を 育成 

















・ 地 域 も の づく り ネ ットワーク と 連携 し た 工場 見 学 参 
加 高校 生 数 : 1900 人 年 (2019~2022) 





も の づく り 人 材 育成 定 | 県 、 県 内 も の づく り 産 業 を 支え る 人 材 を 確保 する た め 、 高 
着 促 進 事業 関係 機関 [校生 等 に よる 地元 企業 の 理解 促進 に 向け た 工場 見 学 、 
出前 授業 等 を 実施 














・ 工場 見 学 実施 回 数 : 60 回 (2019・2020 計 ) 

















三次 元 設計 開発 人 材 育 「 い わ て デジ タル エン ジニ ア 育 成 セ ンタ ー」 事 業 に よ 
成 事業 (中 小 企業 総合 り 三 次 元 設計 開発 技術 者 の 育成 及び 県 内 企業 の 技術 力 
的 成長 支援 事業 費 ) 向上 を 支援 し 、 県 内 企業 の 競争 力 強 化 等 を 促進 




















・ 人 材 育成 数 : 200 人 (2019・2020 計 ) 


三陸 みらい の 企業 人 材 震 災 復興 後 の 沿岸 地域 経済 を 支え る 人 材 を 確保 ・ 育 成 
確保 育成 事業 する た め 、 地 元 就職 率 の 向上 、 進 学者 の U タ ー ン 就職 
の 仕組 み づ く りや 、 | ター ン の 取組 を 推進 。 あ わせ 
て 、 地 域 に 就業 し た 若者 に 対す る 人 材 育 成 の 取組 を 失 
進 。 潜 在 的 な 労働 力 で ある 主婦 層 、 シ ニア 層 向 け に 短 
時 間 労 働 に よる 暮らし と 仕事 が 両立 で きる 「 三 陸 版 働 
き 方 改革 」 を 推進 















































・ プ チ 勤 務 導 入 企業 数 : 80 社 (2019 一 2022 計 ) 
・ も の づく り 岩 手 塾 参加 者 数 : 
48 社 (2019 一 2022 計 ) 
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事業 名 


事業 概要 





自動 車 関連 産業 創出 推 
進 事業 


半導体 関連 産業 創出 推 
進 事業 


医療 機器 関連 産業 創出 
推進 事業 











本 県 も の づく り 産 業 の 牽引 役 で ある 自動 車 関連 産業 の 

















失 開発 ・ 生 産 拠点 化 に 向け て 、 設 備 投資 や 研究 開発 の 支 




















業 振興 セ | 援 、 工 程 改 善 の 指導 、 展 示 商 談 会 の 開催 な どの 取組 を 





し 、 地 場 企業 の 参入 や 取引 拡大 を 促進 








現 取 引 件 数 : 140 件 〈2019 一 2022 计 ) 


本 県 も の づく り 産 業 の 牽引 役 で ある 半導体 関連 産業 の 
遍 る た め 、 産 学 家 連 携 に よる 新 産業 開拓 、 
高度 化 、 取 引 拡大 、 新 規 参入 等 を 支援 






































・ 新規 取引 件 数 : 120 件 (2019 一 2022 計 ) 











本 県 も の づく り 産 業 の 率 引 役 を 目指 す 医療 機器 関連 産 
業 の 集積 促進 を 図る た め 、 産 学 官 連携 に よる 技術 高度 
化 、 医 工 連携 、 取 引 拡大 、 新 規 参入 等 を 支援 









































・ 開発 試作 件 数 : 4 件 (2019・2020 計 ) 








情報 関連 産業 競争 力 強 
化 事業 


戦略 的 知 財 活 用 支援 事 
業 


企業 立地 促進 奨励 事業 


新しい 三陸 の 地域 産業 
展開 事業 


地域 クラ スタ ー 形 成 促 
進 事業 (中 小 企業 総合 
的 成長 支援 事業 費 ) 


いわ て も の づく り イ ノ 
ベー ショ ン 事 業 


海洋 エネ ルギー 研究 拠 
点 構築 事業 費 




















も の づく り 産 業 の 高 付加 価値 化 ・ 高 効率 化 に 寄与 する 
情報 関連 産業 の 競争 力 強 化 を 図る た め 、 産 学 官 連携 に 
よる 技術 高度 化 、 取 引 拡大 、 新 規 参入 等 に 関わ る 取組 
を 支援 












































・ 新規 取引 件 数 : 20 件 (2019・2020 計 ) 


も の づく り 産 業 の 技術 の 高度 化 や 製品 の 高 付加 価値 化 
等 に よる 競争 力 の 確保 、 新 事業 の 創出 に つなが る よ 
う 、「 知 財 総 合 支援 窓口 」 機 能 の 充実 強化 や 県 内 中 小 
企業 等 に よる 特許 技術 を 活用 し た 販路 拡大 支援 等 、 知 
的 財産 の 活用 を 支援 







































































・ 沿岸 地域 企業 等 支援 件 数 : 

300 件 (2019 ・2020 計 ) 
まき が 認定 し た 企業 に よる 工場 等 の 新設 ・ 増 設 に 対し 
「 村 が 補助 する 場合 に 、 そ の 経費 の 一 部 を 補助 





・ 新規 立地 ・ 増 設 件 数 : 100 件 (2019~2022 計 ) 


高い 労働 生産 性 を 有する 強い 製造 業 を 育成 する と と も 
に 、 被 災 企 業 の 経営 の イノ ベー ショ ン を 推進 し 、 強 い 
経営 体 を 育成 。 被災 企業 の ビジ ネス の 拡大 を 図る た 
め 、「 和 釜石 港 外 劉 ダイ レク ト 航 路 」 や 「 三 陸 沿 岸 道 
路 」 等 を 活用 し た 国内 外 と の ビジ ネス を 拡大 















































・ カ イ ゼ ン 導入 企業 数 : 50 社 (累計 ) (2022) 
・ 被災 企業 経営 相談 回 数 : 200 回 (2019 一 2022 計 ) 














県 内 の 中 核 的 企業 と 地場 企業 群 と の サプライ チェ ー ン 
を 構築 し 、 地 域 経 済 に 好 循 環 を も た ら す 「 地 域 ク ラス 
ター」 の 形成 を 促進 





・ セ ミナ ー 参 加 企 業 数 : 20 社 (2019・2020 計 ) 
































三次 元 造 形 技術 や 情報 通信 技術 を 活用 し た 高 付加 1 
製品 の 開発 、 生 産 性 向上 を 促進 














・ 次 世代 も の づく り ラ ボボ 利用 件 数 : 
480 件 (2019・2020 計 ) 


























洋 エ ネル ギー 関連 産業 の 創出 に 向け 、 研 究 開発 プロ 




















ジェ クト や 関連 産業 の 創出 、 発 電 事 業 の 実現 に 向け た 
支援 を 実施 














・ シ ン ポ ジウ ム 開 催 回 数 : 4 回 (2019 一 2022 計 ) 
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事業 名 事業 概要 計画 期間 














海洋 研究 拠点 形成 促進 | 国 、 海洋 研究 の 拠点 化 を 推進 する た め 、 い わ て 海洋 研究 コ 
事業 費 県 ン ソ ー シ ア ム の 活動 等 を 通じ た 海洋 研究 機関 の 連携 促 
進 や 研究 活動 の 支援 等 を 実 















































・ 海 洋 等 研究 成果 普及 セミ ナー 開催 回 数 : 
12 回 (2019~2022 計 




















海洋 研究 学び の 場 創出 県 次 代 の 科学 技術 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 三 陸 沿 岸 
推進 事業 費 地域 の 子ども 達 に 最 先端 の 海洋 研究 に 触れ る 機会 を 提 
供 























・ 海 洋 調査 研究 船 公 開 、 出 前 授業 等 実 
2 回 (2019・2020 計 ) 





























1L OC 推 進 事 業 費 祭 1LC を 核 と し た 研究 拠点 の 形成 や 関連 産業 の 集積 、 
海外 研究 者 受入 の た め の 環 境 整備 な ど を 進め る と と も 
に 、 県 内 は も と より 、 東 北 や 全国 に お ける 理解 を 増進 



































・ 県 で 主催 ・ 共 催す る 研究 会 及び 講演 会 等 開催 回 数 
16 回 (2019 一 2022 計 ) 



































いわ て 戦略 的 研究 開発 | 県 岩手 発 の イノ ベー ショ ン の 創出 に 向け 、 将 来 有 望 な 研 
推進 事業 費 究 シ ー ズ の 育成 や 事業 化 に 結び 付く 研究 開発 へ の 支援 
を 実施 




















究 開発 資金 支援 件 数 : 28 件 (2019 一 2022 計 ) 











科学 技術 振興 推進 事業 県 岩手 発 の イノ ベー ショ ン の 推進 に 向け 、 関 係 機関 に よ 
費 る 推進 体制 の 強化 や 、 産 学 官 金 の マッ チン グ 支 援 を 実 
施 











・ 産学 宜 金 連携 会 議 開催 回 数 : 
8 回 (2019 一 2022 計 ) 


























科学 技術 普及 啓発 推進 県 、 次 代 の 科学 技術 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 子 ども 達 
事業 費 す 、| に 最 先端 の 科学 に 触れ る 機会 を 提供 





・ いわ て まる ご と 科学 館 開催 回 数 : 
4 回 (2019 一 2022 計 ) 























水素 利 活用 に よる 再生 再生 可能 エネ ルギー の 導入 促進 や 送電 イン フラ の 課題 
可能 エネ ルギー 推進 事 対応 と な る 水素 の 利 活用 に 向け て 、 事 業者 へ の 理解 増 
業 費 進 を 図る た め 、 セ ミナ ー 等 を 開催 





















































・ セ ミナ ー 等 開催 回 数 : 8 回 (2019 一 2022 計 ) 
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亚 な り わ い の 再 生 





篇 
周 3 観光 
地 








彼 災 し た 治 岸 地域 の 観光 産業 の 再生 と と も に 、 魅 力 あ ふれ る 観光 地 づ くり を 推進 し 、 新 た な 交通 
ネッ トワ ー ク の 活用 な ど に より 診 客 を 促進 し な が ら 、 三 陸 の 新た な 魅力 な ど を 広く 国内 外 へ 情報 発 
信 す る こと に より 、 和 観光 立 県 を 確立 し ます 。 

取組 項目 主 な 取組 内 容 
20 観光 資源 の 再生 を 支援 する と と 被災 し た 観光 資源 の 再生 
も に 、 新 た な 魅力 を 創造 し ます [観光 で 稼ぐ 」 地 域 づ くり の 推進 
























































質 の 高い 旅行 商品 の 開発 ・ 売 込み 





売れ る 観光 地 を つく る 体制 の 整備 促進 





安全 ・ 安 心 な 観光 地 づ くり の 推進 
観光 資源 の 発掘 ・ 磨 き 上 げ の 推進 












































21 復興 の 動き と 連動 し た 全 県 的 な 


























RS 


誘客 を 促進 し ます 














新た な 交通 ネッ トワ ー ク の 活用 に よる 誘 容 の 促進 と 交 
流 人 口 の 拡大 
③  「 お も て な し の 心 」 に よる 観光 立 県 の 確立 









































主 な 取組 内 容 文 : 主 に 政策 推進 プラ ン と 連携 し て 取り 組む 項目 


取組 項目 NO. 箱 光 资源 DO 再 年 地 支援 玫 纪 ceib 愉 、 新 万 众 魅 力 在 创造 L 来 才 








① 被災 し た 観光 資源 の 再生 
・ 東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 砂浜 を は じ め と する 和 観光 資源 の 再生 に 取り 組み ます 。 
東日本 大 震 災 津 濾 に より 損壊 し た 自然 公園 等 施設 の 復旧 ・ 整 備 に 取り 組み ます 。 
② 「 観 光 で 稼ぐ 」 地 域 づ くり の 推進 文 
宿泊 、 飲 食 、 小 売 業 な どの 観光 事業 者 を は じ め 、 関 連 す る 事業 者 へ の 経営 指導 ・ 支 援 を 通 
じ て 、 経 営 力 の 強化 や 生産 性 の 向上 を 図り ます 。 
交通 、 農 林 水 産 、 文 化 、 ス ポー ツ 、 環 境 、 教 育 等 の 分 野 に 携わる 方 々 や 、 地 域 住 民 
の 参画 に より 新た な 観光 ビジ ネス の 創出 を 促進 し ます 。 
a 公共 交通 な どの 交通 ネッ トワ ー ク 、 商 工業 施設 、 農 林 水 産業 
施設 、 歴 史 的 建造 物 、 ス ポー ツ ・ レ ジャ ー 施 設 、 郷 土 食 や 民俗 芸能 な どの 文化 、 郷 土 史 な ど 
の 知識 や 伝統 技術 な ど を 有する 人 材 等 の 地域 資源 に つい て 、 住 民生 活 や 地域 産業 と の 調和 を 
図り な が ら 、 観光 資源 と し て その 価値 を 創造 する と と も に 、 広く 発信 し 、 活 用 し て いき ます 。 
地域 の 伝統 産業 を は じ め と する 地域 産業 の 工房 や 工場 な どの 施設 見 学 や 仕事 体験 、 農 林 水 
産業 の 作業 体験 等 の 産業 観光 コン テン ツ の 磨き 上 げ や 売込み を 行う こと に より 、 地 域 産 業 の 
振興 に つなげ ます 。 
高級 志向 な ど 多 様 な ニー ズ に 対応 する 宿泊 施設 等 の 受入 態勢 整備 に 関す る 調査 ・ 研 究 を 進 
め ま す 。 
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陸 復 興 





みち 





国立 公園 、 














の コン テン ツ を 効果 的 に 


人 


人 致 に より 、 東 








デー 
こつ 


、 東 
OD< 潮 风 下 
情報 発信 


月 


世 


ーー 


つなげ ます 。 














レイ ル 、 














し ン ヽ 








日 本 大 岩 災 津波 伝承 館 、 震 
三陸 ジオ パ 
これ ら を 活用 し た 復興 ツー リズ ム な どの 促 

















日 本 大 震 災 








== 


ッ < 遷 


三陸 鉄 


炎 


構 、 被 災 体 験 の 語 
道 な ど 、 地域 の 
進 を 図 


部 、 三 


固有 














沿岸 
沿岸 








グ 、 























三陸 ジオ パー ク 活 動 を 通じ て 、 津 波 防 災 等 の 情報 発信 や 国内 外 か ら の 来訪 者 の 受入 態勢 の 





整備 、 


交流 イベ ント の 開催 等 に より 、 
質 の 高い 旅行 商品 の 開発 ・ 売 込み 女 




















交流 人 








口 の 拡大 を 区 











図り ます 。 


2 つの 世界 遺産 や 2 つの 国立 公園 な ど 、「 岩 手 な ら で は 」 の コン テン ツ に 高 品質 な 「 食 」、「 宿 」 





な ど を 組み 合わ せ た 高 付加 価値 
三陸 防災 復興 プロ ジェ ク 
組み 合わ せ た 沿 涯 継 断 型 の 宿 























SC 





型 の 旅行 商品 造成 を 促進 し 3 





ます 。 


し て 、 三 陸 鉄 道 と 三陸 の 食 、 

















自然 、 体 験 を 

















泊 旅 行商 品 、 岩 炎 * 





> 习习 











や 食 な ど を テー マ と し た 高 付加 1 








値 型 の 


























岩 災 生 




















ヽ 人 た 








旅行 商品 の 造成 ・ 販 売 を 促 





復興 道路 整備 に よる 


= 





就航 に よ 
< 滞在 す る 旅行 
関連 産業 と の 


る 空路 な ど 、 





ヽ ゴ 


車 携 





























連 
し た 旅行 商品 造成 を 1 

宿泊 、 飲 食 、 
高い サー ビス を 提供 
産学 官 が 連携 
岸 





中 
































ノレ 








地方 公 填 
展 や 住民 4 








E 如 











g 開 フ エリ 一 航路 の 開設 


商品 造成 を 促 
の も と 、 食 、 文 化 、 ス ポー ツン 、 医 3 
E 進 
小売 業 な ど 時 
[する た め 


B 域 へ の エク スカ ー 
れる 観光 地 を つく る 体制 の 整備 促進 文 
団体 、 観 光 関連 事業 者 を は じ め と する 地域 の 多様 な ヨ 


舌 四 向 上 刀 书 日 本 版 DMO" の 整備 と 、 地域 資源 を 4 








二 





、「! 観 光 で 稼ぐ 三陸 」 


の モデ ル を 構築 し ます 。 














いと ーー 









































道路 網 、 
や 外 
「 陸 ・ 海 ・ 


進 


ニ 陣 鉄道 「 リ アス 








空 新 観光 流動 」 
し ます 。 























ee 




















ショ ン の 誘致 に 取り 組み ヨ 











も つなが る 








づく り に 向け た 活動 を 促 : 
地域 に お いて は 
広い 分 野 が 連携 し て 和 観光} 





沿岸 














所 
ー タ の 収集 























、 各 種 


ほ ブ 








記 ク ルー ズ 船 寄港 に よる 海路 、V 


事業 者 に に お いて 、 
Re 必要 な ハー ド ・ ソ フ ト 両 
1 ee 
す 。 


・ 分 析 や マー ケティング 
也 づ くり を 行う 三陸 DMO セ ンタ ー を 設置 し て お り 、 同 セン ター が 


也 」 の 一 貫 運 行 な ど に よる 鉄 





道 網 、 宮 古 ・ 
\ わ て 花巻 空港 へ の 国際 定期 便 
を 生か し て 県 内 を より 広く 周遊 し 、 よ り 長 





























療 な ど 、 観 光 客 の 多様 な ニー ズ に 対応 














に 対す る 付加 価値 の 
を 促進 し ます 。 








消費 性 向 の 高い 客層 


后 で の 受入 環境 の 整備 





















































E 体 が 参画 し 、 地 場 産業 の 発 
E か し た 売れ る 観光 地 

















所 


关 查 过 基 瑟 六 、 地 域 O 幅 














行う 、 着 地 型 旅行 商品 造成 を 行う 人 材 の 育成 や 、 地 域 資 源 を 生か し た 観光 コン テン ツ 開 発 、 

















これ を つない だ 和 観 う 
県 や 市 町 村 を 含め 、 














ノ 


ノレ 








ト の 構築 に つ 








いて の 取組 を 連携 し て 推 




















代 上 2 まう が 。 





多様 な 分 野 の 機関 ・ 団 





体 等 の 参画 








E 組 織 の 





に よる オー ル 君 手 の 和 観光 推 : 

















已 


活動 を 推進 し 、 観 
へ の 支援 や 、 





NN 

















各地 域 の 観 】 
な ど を は じ め と し た シー ムレ ス な サー ビス 提供 の 体 秋 


ー デ ィ ネ ー タ ー の 配置 な ど 









































31 DMO : Destination Marketing/Ma 


の 一 体 的 な プラ ンド づく り 等 を 地域 で 主体 と な っ て 行う 観光 地 づ くり の 推進 ヨ 





nagement Organization の 略 。 観光 


に よる 地域 DMO 等 の 観光 地 づ くり の 活動 
じ 地 づく り の 取組 を つない だ 広域 観光 ルー ト の 構築 、 二 次 交通 文 援 


域 づ くり 推進 ? 



































] づ くり を 進め ます 。 














様々 な 地域 資源 を 組み 合わ せ た 観 光 地 





人 。 

















60 


E 体 。 


⑤ 安全 ・ 安 心 な 観光 地 づ くり の 推進 


























観光 地 に お ける 旅行 者 等 の 安全 ・ 安 心 が 図 られ る よう 、 炎 害 時 に お ける 避難 場所 や 避難 経路 
を は じ め と する 防災 情報 の 旅行 者 等 へ の 提供 を 促進 する こと に より 、 安 全 ・ 安 心 な 観光 地 づ く 








り を 推進 し ます 。 











取組 項目 NO。 21 杉江 上 の た YE の eI 日 





① 観光 資源 の 発掘 ・ 磨 き 上 げ の 推進 广 








地域 に お ける 観光 消費 の 拡大 と 地場 産品 の 販路 拡大 に つなげ ます 
































売込み を 行い ます 。 















































き 上 げ や 売込み を 行い ます 。 



































す 。 
地域 の 観光 産業 を 持続 的 に 発展 させ て いく た め 、 マ ー ケ ッ ト イ ン の 視点 を 持ち 、 














若者 に 人 気 の あ る マン ガ な ど 本 県 な ら で は の 観光 コン テン ツ の 磨き 上 げ や 売込み を 行い ま 





地場 産品 や 農林 水産 物 を 活用 し た 観光 コン テン ツ の 磨き 上 げ や 売込み を 行う こと に より 、 
地域 の 歴史 的 文化 財 や 民俗 芸能 な どの 伝統 文化 を 活用 し た 、 観 光 コ ン テ ン ツ の 磨き 上 げ や 


地域 の 多彩 な 農林 漁家 の 生活 体験 、 食 文化 な どの 地域 資源 を 活用 し た 観光 コン テン ツ の 磨 





地域 資源 





を 磨き 上 げ 、 観 光 資 源 と し て その 仙 値 を 創造 し 、 上 魅力 的 な 観光 地 づ くり に つなげ て いく 観光 








産業 を 牽引 する 人 材 の 育成 を 支援 し ます 。 
② 新た な 交通 ネッ トワ ー ク の 活用 に よる 誘客 の 促進 と 交流 人 口 の 拡大 文 





























復興 道路 整備 に よる 道路 網 、 三 陸 鉄 道 「 リ アス 線 」 の 一 貫 運 行 な ど に よる 鉄道 網 、 宮 古 ・ 

























































































就航 に よる 空路 な ど 、! 陸 ・ 海 ・ 空 新 観光 流動 」 を 生か し て 県 内 を より 広く 周遊 
く 滞 在 する 旅行 商品 造成 を 促進 し ます 。 





室蘭 フェ リー 航路 の 開設 や 外 航 クル ー ズ 船 寄港 に よる 海路 、 いわて 花巻 空港 へ の 国際 定期 便 





し 、 よ り 長 


三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 な ど を 契機 と し 、 三 陸 鉄 道 「 リ アス 線 」 と し て の 一 貫 運 行 
の メリ ッ ト や 地域 の 観光 資源 を 生か し た 企画 列車 の 運行 な ど 、 県 内 外 か ら の 誘客 に 向け た 魅 














力 ある 商品 造成 及び 情報 発信 の 強化 に 対す る 支援 を 行い ます 。 








バス 、 タ クシ ー、 レ ンタ カー な どの 二 次 交通 ネッ トワ ー ク の 充実 を 図り 、 よ り 広 く 周遊 す 

















る 観光 を 促進 し ます 。 















































全体 べ の 誘客 を 促進 し ます 。 
































東北 広域 が 連携 し 、 各 市 場 に 対応 し た プロ モー ショ ン の 展開 に より 、 外 国人 観光 客 の 東北 























鉄道 、 バ ス を 活用 し た 周遊 フリ ー パ ス の 人 造成 支援 等 に より 、 東 北 広域 二 次 交 通 の 充実 を 図 





り ます 。 








クル ー ズ 船 の 寄港 拡大 を 図る た め 、 ク ルー ズ 船 社 へ の ポー ト セ ー ル ス を 展開 し ます 。 























クル ー ズ 船 を 含む 海路 を 活用 し た 旅行 商品 造成 を 促進 し 、 治 岸 地域 へ の 診 客 と 消費 の 拡大 











を 図り ます 。 

































































いわ て 花巻 空港 へ の 国際 定期 便 ・ チ ャ ー タ ー 便 を 活用 し た 県 内 全域 を 広く 周遊 し 、 長 く 滞 























在 する 旅行 商品 造成 を 促進 し ます 





























いわ て 花巻 空港 に 国際 定期 便 ・ チ ャ ー タ ー 便 を 就航 し て いる 航空 会 社 や 、 同 空港 へ の 国際 
定期 便 等 を 利用 し た 旅行 商品 を 造成 ・ 販 売 し て いる 旅行 会 社 と 連携 し た プロ モー ショ ン を 展 

































































開 す る こと に より 、 本 県 へ の 誘客 の 拡大 と 、 国 際 定 期 便 等 の 利用 促進 を 一 体 的 に 人 
61 


E め ます 。 


























海外 と の 定期 便 就 航 ・ チ ャ ー タ ー 便 な どの 運航 拡大 に 向け て 、 官 民 一 体 と な っ て 航空 会 社 
や 旅行 会 社 へ の PR や エア ポー ト セ ー ル ス を 展開 し ます 。 
③ 「 お も て な し の 心 」 に よる 観光 立 県 の 確立 文 

2016 年 に 開催 し た 希望 郷 い わ て 国体 、 希 望 卿 いわ て 大 会 の レガ シー で ある お も て な し 力 を 
継承 し 、 県 民 一 人 ひと り が 、 日 本 一 の お も て な し の 心 で 観光 客 を 迎え 入れ る 機運 の 醸成 を 図 
り ま す 。 

宿泊 ・ 観 光 施設 等 に お ける お 客 様 の 視点 に 立っ た サー ビス 向上 を 図る た め 、 ホ スピ タリ テ 
了 (お も て な し の 心 、 接 客 ス キル な ど ) を 身 に 付け た 人 材 の 育成 を 支援 し ます 。 

ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019*\ や 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の 開催 
を 契機 に 、 多 言語 対応 や ムスリム 等 の 受入 環境 整備 を 支援 する こと に より 、 積 極 的 に 外国 人 
観光 客 を 受け 入れ る 宿泊 、 飲 食 、 小 売 業 な どの 観光 事業 者 の 拡大 を 図り ます 。 
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構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 








取組 項目 NO. 20 入る の 】H 区 2 あ えた セル パプ (の 生 7( の /[ タ 2 の:』 












































海岸 保全 施設 等 整備 事 | 
業 ( 養 浜 ) 










































































自然 公園 施設 整備 事業 | 国 、 本 大 震 災 津波 で 被災 し た 自然 公園 等 施設 の 復旧 ・ 
県 整備 を 実施 





・ 復 旧 箇 所 数 : 1 か 所 (2020) 

















三陸 周遊 ・ 滞 在 型 観光 | 県 岩 災 学習 を 中 心 と し た 教育 旅行 及び 企業 研修 旅行 の 誘 
推進 事業 費 致 を 促進 する た め 、 受 入 態勢 の 整備 や 誘致 活動 を 実施 











・ 教育 旅行 誘致 説明 会 参加 回 数 : 
8 回 (2019・2020 計 
・ 企業 研修 旅行 誘致 説明 会 開催 回 数 : 

6 回 (2019 ・2020 計 ) 









































三陸 ジオ | 三陸 ジオ パー ク の 取組 を 通じ た 、 津 波 防災 等 の 情報 発 
言 や 国内 外 か ら の 来訪 者 の 受入 態勢 の 整備 、 交 流 イ ベ 
ント の 開催 等 に より 、 交 流 人 口 を 拡大 





























ジオ パー ク 学 習 会 等 参加 者 数 : 
2.000 人 (2019 一 2022 計 ) 

・ 主 要 ジ オ サ イ ト 観 光 入 込 客 数 : 
4.460 千 人 (2019 一 2022 計 ) 


いわ て 復興 応援 隊 活 動 県 被災 地 の 復 興 や 過疎 地 の 活 性 化 を 担う 「 い わ て 復興 応 
推進 事業 費 援 隊 」 の 受入 れ 等 を 実施 








・ 活動 発表 会 開催 回 数 : 4 回 (2019・2020 計 ) 
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事業 名 事業 概要 














いわ て 移住 ・ 定 住 促進 全 県 的 な 移住 推進 体制 の 整備 、 移 住 相談 窓口 体制 を 充 
事業 費 3 




















主 相 談 件 数 : 16.200 件 (2019 一 2022 計 ) 





いわ て 情報 発信 強化 事 県 震 災 を 風化 させ ず 、 復 興 へ の 継続 的 な 支援 と 岩手 ファ 
業 費 ン の 拡大 に つなげ る た め 、「 復 興 に 取り 組む 岩手 の 
姿 」 や 「 岩 手 の 魅 力 」 を 発信 


・ 県 外 に 向け た 情報 発信 (動画 の 作成 等 ) 
岩手 県 公式 動画 チャ ン ネ ル (YouTube) 
視聴 回 数 : 96 万 回 ノ 年 (2019 一 2022) 
・ 希 望郷 いわ て 文化 大 使 に よる 情報 発信 


























復興 情報 発信 事業 費 復興 の 取組 を 契機 と し た つなが り を 広げ 、 多 様 な 主体 
の 参画 に よる 復興 を 進め る た め 、 広 報 誌 の 発行 や 
フォ ー ラ ム の 開催 を 実 





























・ 復 興 フ ォ ー ラ ム 開 催 回 数 : 8 回 (2019・2020 計 ) 




















北東 北 三 県 ・ 北 海道 ソ | 県 観光 分 野 を 中 心 と し た 海外 交流 拠点 を 韓国 に 整備 し 、 
ウル 観光 推進 事業 震 災 等 に よる 風評 被害 の 払拭 や 観光 客 の 誘致 拡大 、 物 
産 の 販路 開拓 、 文化 交流 等 を 拡大 

















・ 観光 商談 会 開催 回 数 : 2 回 (2019・2020 計 ) 























北東 北 広域 観光 推進 事 北東 北 三 県 が 一 体 と な り 、 震 災 復 興 に 向け た 国内 外 へ 
業 の 観光 振興 事業 を 実施 し 、 北 東北 三 県 の 広域 観光 を 推 
进 




















国内 旅行 会 社 等 招 请 回 数 : 6 回 (2019・2020 計 ) 
海外 旅行 会 社 等 招 请 回 数 : 4 回 (2019・2020 計 ) 
































北 い わ て 広域 観光 推進 県 北 圏 域 の 交流 人 口 拡大 を 推進 する た め 、 隣 接 圏 場 
事業 費 連携 し な が ら 、 県 北 地 域 特 有 の 観光 素材 や 東 日 
災 津 波 か ら 復旧 し た 観光 資源 を 生 
化 や 情報 発信 等 に 取り 組み 広域 観光 を 推進 






























































・ 他 圏 域 と の 合同 観光 PR 参加 団体 数 : 
80 団 体 (2019 一 2022 計 ) 
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取組 項目 NO。 21 生計 者 届 の HY 剛昌 





事業 名 事業 概要 計画 期間 


2021 | 2022 











三陸 観光 地域 づく り 推 県 三陸 の 観光 地域 づく り を 推進 する た め 、 三 陸 DMO セ 
進 事業 費 ンタ ー に お いて 、 人 材 育成 や 体験 プロ グラ ム の 造成 支 
援 等 の 観光 地域 づく り 団 体 支 援 を 実施 

















・ 支援 を 行う 団体 、 事 業者 数 : 
380 団 体 (2019・2020 計 ) 


























いわ て 観光 キャ ン ペ ー | 推進 協議 | 沿岸 を 中 心 と し た 全 県 で の 観光 振興 に 向け た 全国 へ の 
ン 推 進 協議 会 負担 金 情報 発信 、 誘 客 事 業 の 展開 、 地 域 主体 の 観光 地 づ くり 
を 推進 
































・ 観光 キ ャ ン ペ ー ン 実 ) : 
2 9・2020 計 ) 


観光 事業 推進 費 負 担 金 | 県 観光 客 受入 整備 及び 観光 客 へ の 情報 発信 を 実施 する 岩 
手 県 観光 協会 に 対し て その 費用 の 一 部 を 負担 し 、 震 災 
等 に よる 風評 被害 の 払拭 や 世界 遺産 平泉 を 中 心 と し た 
本 県 観光 の 振興 を 推進 

































































・ 観光 ホー ムペ ー ジ 特集 数 : 
(2019・2020 計 ) 








UI し 


本 











・ 教 育 旅行 説明 会 開催 




















(2019・2020 計 ) 
いわ て 三陸 に 行こ う 誘 | 県 三陸 地域 へ の 誘客 促進 を 図る た め 、 多 彩 な 観光 資源 を 
































客 促進 事業 いわ て 観 | 生か し た 効果 的 な プロ モー ショ ン を 実施 し 、 受 入 態 勢 





ペー ン 推 
進 協議 会 | 誘客 プロ モー ショ ン 実 施 回 数 : 
4 回 (2019・2020 計 ) 





























みち の く コ ン ベ ン ショ | 県 、 国 が 実施 する コン ベン ショ ン 等 誘致 の 商談 会 に 参加 
ン 等 誘致 促進 事業 盛岡 観光 | し 、 震 災 関 連 の コン ベン ショ ン 等 の 誘致 を 促進 

コン ベン 

ショ ン 協 | ・ 商 談 会 参加 回 数 : 2 回 (2019・2020 計 ) 

会 i 施 回 数 : 2 回 (2019・2020 計 ) 
























































東北 観光 推進 事業 





国内 ・ 海 外観 光 客 等 の 誘致 を 推進 











・ 海外 旅行 博 参加 回 数 : 2 回 (2019・2020 計 ) 
・ 教育 旅行 説明 会 開催 回 数 : 
4 回 (2019・2020 計 ) 



































クル ー ズ 船 寄港 拡大 推 県 、 クル ー ズ 船 の 誘致 を 目指 し 、 ポ ー ト セー ルス 等 を 実施 
進 事業 














・ 外 国 船 社 が 運航 する クル ー ズ 船 寄港 回 数 : 
12 回 (2019~2022 計 ) 














いわ て 花巻 空港 利用 促 | 県 、 いわ て 花巻 空港 の 路線 の 維持 ・】 
進 事 業 費 岩 を 図り 、 本 県 経済 の 幅広 い 発 屋 
促 | 体 と な っ た 利用 促進 を 行う 岩手 
進 協 議会 | に 負担 金 を 支出 し 、 震 災後 、 復 興 支援 で 新た に 就 

た 路線 等 の 利用 を 促進 




















































































































・ 航空 旅客 数 : 2.093 千 人 (2019 一 2022 計 ) 
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事業 名 事業 概要 





























A 2022 
三陸 沿岸 観光 新 時 代 創 県 宮古 ・ 室 蘭 間 フェ リー や 復興 道路 な ど 新 し い 交 通 イ ン 
造 事業 フラ を 活か し 、「 北 海道 と 三陸 、 仙 台 圏 」 を 結ぶ 新た 
な 広域 観光 の 魅力 を 創造 し 、 新 し い 三陸 を 国内 外 に 向 
け て 強く 情報 発信 する と と も に 、 三 陸 DMO セ ンタ ー と 


連携 し 、 地 域 の 幅広 い 観 光 資 源 を 有機 的 に 結び つけ た 
サー ビス を 継続 的 に 提供 する 観光 地域 づく り を 推進 

















内 外 旅 行 AGT 等 情報 発信 回 数 : 

12 回 (2019 一 2022 計 ) 
・ コーディネー ター 訪問 回 数 : 
1080 回 (2019~2022 計 ) 






































いわ て イン バウ ンド 新 | 県 ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019M、 東 京 2020 オ リン 
時 代 戦 略 事 業 ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 等 を 見 据え 、 戦 略 

的 ・ 効 果 的 な プロ モー ショ ン を 実施 する と と も に 、 個 
人 旅行 者 増加 に 対応 する 受入 態勢 整備 を 支援 





























・ 旅行 会 社 招請 社 数 : 16 社 (2019・2020 計 ) 
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IV 未来 の た め の 伝承 *・ 発 信 








時 1 事実 ・ 教 訓 の 伝承 











未 骨 有 の 大 規模 災害 の 事実 や 被災 され た 方 の これ まで の 経験 を 路 ま えた 教訓 を 確実 に 伝承 し 、 そ 
の 教訓 を 防災 文化 の 中 で 培っ て いき ます 。 














































































































































































































取組 項目 主 な 取組 内 容 

22 教訓 を 伝承 する 仕組 み づ く り を |① 東日本 大 震 災 津波 伝承 館 の 整備 ・ 運 営 

推進 し ます ② 高田 松原 津波 復興 祈念 公園 の 整備 
③ 震 災 津波 関連 資料 の 保存 及び 活用 の 促進 
④ 東日本 大 震 災 津波 の 教訓 の 伝承 に 向け た 発信 

23 防災 ・ 復 興 を 支え る 人 づく り を 推 | ① 「 い わ て の 復興 教育 」 な どの 推進 

進 し ます ② 東日本 大 震 災 津波 の 教訓 を 踏ま えた 防災 の 担い 手 の 育 

成 
主 な 取組 内 容 


取組 項目 NO. 22 馬 265 路 725 の た さ (日 ( 邊 の:3c』 
① 東日本 大 岩 災 津波 伝承 館 の 整備 ・ 運 営 
災害 の 歴史 か ら 学 び 、 記 憶 や 経験 を 語り 継ぎ 、 将 来 に 生か す た め 、 高 田 松原 津 渡 復興 祈念 公 












































園内 に 東日本 大 震 災 津波 伝承 館 を 整備 し 、 展 示 及 び 教 育 ・ 普 及 の 事業 を 実施 し ます 。 
また 、 大 学 、 類 似 施 設 、 被 災 地 を は じ め と する 県 内 各地 域 等 と 連携 し 、 防 災 文 化 の 効果 的 な 
醸成 と 継承 を 図り ます 。 
② 高田 松原 津波 復興 祈念 公園 の 整備 
東日本 大 震 炎 津 波 の 犠牲 者 を 追悼 ・ 鎮 魂 す る と と も に 、 ま ち づ く り と 一 体 と な っ て 地域 の 賑 
わい を 再生 する た め 、 高 田 松原 津波 復興 祈念 公園 を 整備 し ます 。 
③ 岩 災 津波 関連 資料 の 保存 及び 活用 の 促進 
県 を は じ め 、 国 、 市 町 村 、 民 間 団 体 等 か ら 収集 し た 岩 災 津波 関連 資料 を イン ター ネッ ト で 検 
ミ ・ 閲 覧 で きる アー カイ ブシ ステ ム 「 い わ て 岩 災 津波 アデ アーカイブ ^ 希 望 一 」 の 活用 を 促進 し ま 






























































党 、 


シコ 


に 


O 


④ 東日本 大 震 災 津波 の 教訓 の 伝承 に 向け た 発信 
東日本 大 岩 災 津波 の 事実 か ら 県 が 待た 教訓 を 確実 に 伝承 し て いく た め 、 そ の 教訓 を 取り ま と 
め 、 提 言 と し て 国内 外 に 発信 し ます 。 























66 














取組 項目 NO. 23 半日 (日: 





① 「 い わ て の 復興 教育 」 な どの 推進 (再掲 
RS 
た め 、 内 陸 部 と 沿岸 部 の 学校 間 、 小 ・ 中 ・ 高 ・ 特 別 支援 学校 の 異 校 種 間 の 交流 に よる 被災 地 
訪問 学習 や 、 家 庭 ・ Ee 
震 災 後 の 記憶 の 風化 を は じ め 、 様 々 な 社会 状況 の 変化 に 対応 し 、 復 興 教育 を 充実 させ る た 
め 、「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム の 見 直し に よる 副読本 の 改訂 や 、「 い わ て 復興 教育 」 の 
実践 発表 会 の 開催 な ど 、 県 内 全て の 学校 が 教科 横断 的 な 復興 教育 を 推進 し ます 。 

ヨ 他 の 命 を 守り 、 進 ん で 安全 で 安心 な 社会 さく り に 貢献 で きる よう な 資質 や 能力 を 子ども 
た ち に 育む た め 、 地 域 の 状況 に 応じ 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 ・ 関 係 機関 が 連携 し 、 子 ども た ちの 
発達 段階 に 応じ た 防災 教育 に 取り 組み ます 。 

地域 で 持続 可能 な 社会 づ さく り の 担い 手 を 育む た め 、 ジ オ パ ー ク を 活用 し 、 防 災 教 育 等 と の 
関連 を 図り な が ら 、 大 地 の 成り 立ち や 自然 災害 等 に つい て の 理解 を 深め る 取組 を 推進 し ます 。 

② 東日本 大 震 災 津波 の 教訓 を 踏ま えた 防災 の 担い 手 の 育 成 

自主 防災 組織 の 組織 率 向上 ・ 活 性 化 を 図る た め 、 地 域 防災 サポ ー タ ー 制 度 を 活用 し た 活動 
支援 、 自 主 防災 組織 の リー ダー 研修 会 や 活性 化 研修 会 に よる ネッ トワ ー ク 化 の 促進 、 防 災 士 
制度 を 活用 し た 中 核 人 材 の 育成 な どの 取組 を 推進 し ます 。 

大 学 等 と 連携 し て 、 防 炎 教 育 の 推進 や 地域 コミ ュ ニ ティ に お ける 防災 人 材 の 育成 、 県 ・ 市 
町 村 の 防災 担当 職員 等 の 資質 向上 に 取り 組み ます 。 

防災 意識 の 向上 や 、 避 難 行動 を 促す 取組 を 防災 文化 と し て 醸成 し 継承 し て いく た め 、 小 学 
校 な ど で の 津波 防災 に 関す る 出前 講座 を 実施 し ます 。 
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構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 











取組 項目 NO. 22 馬 25 コ iA の よ ソ ルレ マ (日 ( 昌 の: 





計画 期間 


2021 2022 | 2023~ 


東日本 大 震 災 津波 伝承 | 県 災害 の 歴史 か ら 学 び 、 記 憶 や 経験 を 語り 継ぎ 、 将 来 に 

館 整 備 (運営 ) 事業 生か す た め 、 国 等 の 関係 機関 と 連携 し 、 高 田 松原 津波 

(再掲 ) 復興 祈念 公園 内 に 東日本 大 震 災 津波 伝承 館 を 整備 ・ 運 
9 年 9 月 まで に 開館 ) 




































































民 示 製作 : 1 式 (2019) 
: 14 回 (2019~2022 計 ) 












































高田 松原 津波 復興 祈念 | 国 、 震 災 津波 の 犠牲 者 を 追悼 ・ 鎮 魂 し 、 震 災 の 経 

公園 整備 事業 県 訓 を 継承 する と と も に 、 市街地 や 利用 者 の 安全 

(再掲 ) を 保 し 、 3 くり と 一 体 と な っ た 地域 の 賑わい の 
1 高田 松原 津波 復興 祈念 公園 を 整備 





























































































































松原 津波 復興 祈念 公園 整備 事業 
閣 所 数 : 1 箇所 (2020) 















































震 災 津波 関連 資料 収 E 波 の 被災 と 復興 か ら 得 た 教訓 を 

集 ・ 活 用 等 推進 事業 費 防災 活動 や 防災 教育 に 生か す た め 、 震 災 津 波 関 

(再掲 ) 料 の 収集 と 、 資 料 を 検索 ・ 閲 覧 で きる 「 い わ て 因 
波 ア ー カ イブ ^ ヶ 希望 一 」 の 活用 を 促進 





















































・ ア クセ ス 数 : 675.000 回 (2019 一 2022 計 ) 
































震 災 教訓 伝承 事業 県 東日本 大 震 災 津波 の 事実 か ら 県 が 得 た 教訓 を 未来 に 伝 
承 し て いく た め 、 提 言 と し て と り ま と め 、 国 内 外 に 積 


極 的 に 発信 
・ 教訓 に 係る 提言 集 作 成 : 1 式 (2019) 















































取組 項目 NO. 23 回り が 2 の お 1 っ あ タッ イ くき の ソン で 8( 目 の の : 3 








er 事业 概要 計画 期間 


いわ て の 復興 教育 推進 | 県 、 郷土 を 愛し 、 岩 手 の 復興 ・ 発 展 を 支え る 人 材 を 育成 す 
事業 (再掲 ) る た め 、「 い わ て の 復興 教育 」 の 活動 を 支援 

















・「 い わ て の 復興 教育 」 に 取り 組ん で いる 
市 町 村 数 : 33 市 町 村 / 年 (2019~2022) 
・ 教育 計画 に 「 い わ て の 復興 教育 」 を 
具体 的 に 取り 入れ て いる 学校 割合 : 
100%/ 年 (2019~2022) 




















三陸 ジオ パー ク 地 域 基 | 県 ジオ パー ク を テー マ と し た モデ ル 授 業 の 実施 を 通じ 
盤 強化 事業 費 (再掲 ) て 、 ユ ネス コジ オ パ ー ク の 理念 を 具現 化し 、 三 陸地 域 
の 振興 に つなぐ こと の で きる 人 材 を 育成 




















・ モ デル 授業 開催 回 数 : 6 回 (2019・2020 計 ) 
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事業 名 


事業 概要 








地域 防災 力 強 化 プロ 
ジェ クト 事業 (自主 防 
災 組織 等 活動 促進 事 
業 ) (再掲 ) 


防災 文化 醸成 事業 
(再掲 





各地 域 に お いて 、 
の 育成 、 強 化 を 攻 











自主 防災 組織 (町 内 会 、 事 業 所 等 ) 


り 、 自 主 








的 な 活動 を 促進 











防災 教育 用 教材 を 














活用 し た 








防災 教育 を 推進 





・ リーダー 連絡 会 











・ 地域 防災 サポ ー 


・ 教材 操作 研修 会 


多重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 東 
津波 の 経験 や 教訓 を 後世 に 語り 継ぎ 、 in 
や 、 避 難 行動 を 促す 取組 を 「 防 災 文 化 」 と 2 
小学 校 等 に お いて 津波 防災 に 関す 





継承 し て いく た め 、 








る 出前 講座 等 を 実 


議 開催 上 
4 





防災 教育 の 実践 等 に より 、 


数 : 





(2019 一 2022 計 ) 








ター 派遣 


数 : 





12 











ロ 
ロ 
0 回 (2019. 一 2022 計 ) 
開催 回 数 : 











4 


施 











・ 出 前 講座 実施 回 





数 : 72 回 








回 (2019 一 2022 計 ) 























(2019 一 2022 計 
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IV 未来 の た め の 伝承 ・ 発 信 





将来 に わた っ て 復興 へ の 理解 を 深め 、 























入 
本 加 2 復興 情報 発信 


継続 的 な 復興 へ の 参 中 

















還 を 促進 する た め 、 復 興 の 姿 を 国内 外 

















に 積極 的 に 発信 し て いき ます 。 
取組 項目 主 な 取組 内 容 
24 復興 の 姿 を 重層 的 に 発信 し ます |① 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 開催 

















② より 良い 復興 に 向かっ て 取り 組む 岩手 の 姿 の 発信 





主 な 取組 内 容 








取組 項目 NO. 24 還 選 記 の 各所: 



























































震 災 を 風化 させ ず 、 
活用 し 、「 復 興 に 
東日本 大 震 災 間 
































E 波 へ の 支援 





こ 取 り 組 岩手 の 姿 


























に 取り 組み ます 。 
復興 へ の 継続 的 な 支援 に つなげ る た め 、 多 様 な 広報 媒体 や 広報 手法 を 
会 」 や 「 和 岩手 の 魅力 」 を 発信 し ます 。 

こ 対 する 感謝 の 気持 ち を 発信 する た め 、 東 日 
























































① 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 開催 
復興 に 取り 組む 姿 を 発信 し 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 風化 を 防ぐ と と も に 、 東 日 本 大 震 災 津波 
の 記憶 と 教訓 を 伝え 、 国 内 外 の 防災 力 向上 に 貢献 する た め 、 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019 
を 開催 し ます 。 
三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 開催 に と ど ま る こと な く 、 継 続 し て 東日本 大 震 災 津波 の 
記憶 と 教訓 を 発信 し て いき ます 。 

② より 良い 復興 に 向かっ て 取り 組む 岩手 の 姿 の 発信 
復興 の 取組 を 契機 と し た つなが り を 広げ 、 多 様 な 主体 の 参画 に よる 復興 を 進め る た め 、 フ 
































本 大 岩 災 津 渡 か ら 


の 復興 の 取組 を 契機 と し た 海外 と の 絆 を 生か し た コン サー ト を 開催 し ます 。 





三陸 地域 の 多様 な 上 魅力 を 発 
承 館 、 岩 災 遺 構 、 被 災 体 験 の 
パー ク 、 三 際 鉄 道 な ど 、 














N EL 
治 尾 : 


言 す る た め 


三 五 
HH 


地域 の 





























部 、 三 陸 復 興国 立 公 
固有 の コン テン ツ を 効果 
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高田 松原 津波 復興 祈念 公園 、 東 日 本 大 震 災 津波 伝 
園 、 み ちの く 潮 風 ト レイ ル 、 三 陸 ジ オ 























的 に 情報 発信 し ます 。 





構成 事業 の 概要 と 実施 年 度 








取組 項目 NO. 24 司 過 所 の 229EIIGI4 当 帳 の : 











事業 名 事業 概要 計画 期間 























三陸 防災 復興 プロ ジェ 取り 組む 姿 を 発信 し 、 東 日 
クト 2019 有 開催 準備 費 ^ と と も に 、 東 日 本 大 震 災 津 ) 
内 外 の 防災 力 向上 に 貢献 する 三陸 防災 復興 プロ 
ト 2019 の 企画 及び 運営 を 実施 















































防災 復興 プロ ジェ クト 2019 開 催 : 
1 式 (2019) 


復興 情報 発信 事業 費 | 県 取組 を 契機 と し た つなが り を 広げ 、 多 様 な 主体 
(再掲 ) の 参画 に よる 復興 を 進め る た め 、 広 報 誌 の 発行 や 
フォ ー ラ ム の 開催 を 実施 




















・ 復興 フ ォ ー ラ ム 開 催 回 数 : 8 回 (2019・2020 計 ) 

















いわ て 情報 発信 強化 事 県 農 災 を 風化 させ ず 、 復 興 へ の 継続 的 な 支援 と 岩手 ファ 
業 費 (再掲 ) > 大 に つなげ る た め 、「 復 興 に 取り 組む 岩手 の 
「 岩 手 の 魅 力 」 を 発信 











こ 向 けた 情報 発信 (動画 の 作成 等 ) 

E 県 公式 動画 チャ ン ネ ル (YouTube) 
視聴 回 数 : 96 万 回 年 (2019 一 2022) 
・ 希 望郷 いわ て 文化 大 使 に よる 情報 発信 


いわ て 三陸 復興 の か け | 県 県 内 外 の 企業 ・ 団 体 等 と 被災 地 の 企 業 ・ 団 体 等 と の 復 
興 支援 マッ チン グ や 、 復 興 支 援 ポー タル サイ ト 「 い わ 
て 三陸 復興 の か け 橋 」 等 を 活用 し た 復興 関連 情報 の 発 
信 、 復 興 支援 マッ チン グ 及 び 復 興 関連 情報 の 発信 を 効 
果 的 に 実施 する た め の ネ ットワーク 強化 等 を 実施 





































































































・ ポ ー タ ル サ イ ト 等 アク セス 数 : 
440.000 ア クセ ス (2019・2020 計 ) 
・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング 件 数 : 30 件 (2019・2020 計 ) 

















海外 と の 絆 を 活か し た | 県 岩 災 津波 か ら の 復興 の 取組 を 契機 と し た 海外 
文化 芸術 形成 促進 事業 絆 を 生か し た コン サー ト を 開催 する と と も に 、 国 
費 (再掲 ) 際 音楽 祭 な どの 文化 イベ ント を 展開 












































・ 音 楽 関連 イベ ント 開催 回 数 : 
4 回 (2019・2020 計 ) 














三陸 周遊 ・ 滞 在 型 観光 | 県 震 災 学習 を 中 心 と し た 教育 旅行 及び 企業 研修 旅行 の 誘 
推進 事業 費 (再掲 ) 致 を 促進 する た め 、 受 入 態 勢 の 整備 や 誘致 活動 を 実施 








・ 教育 旅行 誘致 説明 会 参加 回 数 : 

8 回 (2019・2020 計 ) 
・ 企業 研修 旅行 誘致 説明 会 開催 回 数 : 

可 (2019・2020 計 ) 












































いわ て 三陸 に 行こ う 誘 | 県 、 三陸 地域 へ の 誘客 促進 を 図る た め 、 多 彩 な 観光 資源 を 
客 促進 事業 (再掲 ) 生か し た 効果 的 な プロ モー ショ ン を 実施 し 、 受 入 態 勢 





























進 協議 会 | ーション 実 施 回 数 : 
4 回 (2019・2020 計 ) 
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三陸 沿岸 観光 新 時 代 創 県 宮古 ・ 室 蘭 間 フェ リー や 復興 道路 な ど 新しい 交通 イン 
造 事業 (再掲 ) フラ を 活か し 、「 北 海道 と 三陸 、 仙 台 圏 」 を 結ぶ 新た 
な 広域 観光 の 魅力 を 創造 し 、 新 し い 三 陸 を 国内 外 に 向 
け て 強く 情報 発信 する と と も に 、 三 陸 DMO セ ンタ ー と 
連携 し 、 地 域 の 幅広 い 観光 資源 を 有機 的 に 結び つけ た 
サー ビス を 継続 的 に 提供 する 観光 地域 づく り を 推進 









































内 外 旅 行 AGT 等 情報 発信 回 数 : 

12 回 (2019 一 2022 計 ) 
・ コーディ ネー ター 訪問 回 数 : 
1080 回 (2019~2022 計 ) 



































三陸 ジオ パー ク 活 用 強 | 三陸 ジオ | 三陸 ジオ パー ク の 取組 を 通じ た 、 津 波 防災 等 の 情報 発 
化 事業 費 (再掲 ) 言 や 国内 外 か ら の 来訪 者 の 受入 態勢 の 整備 、 交 流 イ ベ 
ント の 開催 等 に より 、 交 流 人 口 を 拡大 




















・ ジ オ パ ー ク 学習 会 等 参加 者 数 : 

2.000 人 (2019 一 2022 計 ) 
・ 主 要 ジ オ サ イ ト 観 光 入 込 客数 : 

4.460 千 人 (2019~2022 計 ) 























いわ て 観光 キャ ン ペ ー | 推進 協議 | 沿岸 を 中 心 と し た 全 県 で の 観光 振興 に 向け た 全国 へ の 
ン 推 進 協議 会 負担 金 | 会 情報 発信 、 誘 客 事業 の 展開 、 地 域 主体 の 観光 地 づ くり 
(再掲 ) を 推進 


・ 観光 キャ ン ペ ー ン 実施 回 数 : 
2 回 9・2020 計 ) 






























































観光 事業 推進 費 負 担 金 観光 客 受入 整備 及び 観光 客 へ の 情報 発信 を 実施 する 岩 
(再掲 ) FE 県 観光 協会 に 対し て その 費用 の 一 部 を 負担 し 、 岩 災 
会 等 に よる 風評 被害 の 払拭 や 世界 遺産 平泉 を 中 心 と し た 

本 県 観光 の 振興 を 推進 
























































・ 観光 ホー ムペ ー ジ 特集 更新 回 数 : 
8 回 (2019 ・2020 計 ) 











・ 教育 旅行 説明 会 開催 回 数 





8 回 (2019 ・2020 計 ) 





東北 観光 推進 事業 県 、 東北 観光 に 係る 震 災 等 に よる 風評 被害 の 払拭 や 認知 度 
(再掲 ) 東北 観光 | 向上 と 国内 ・ 海 外観 光 客 等 の 誘致 を 推進 
推进 机 构 




















海外 
・ 教育 7 


博 参加 回 数 : 2 回 (2019・2020 計 ) 
説明 会 開催 回 数 : 
4 回 (2019・2020 計 ) 





旅行 
旅行 





























北東 北 三 県 ・ 北 海道 ソ | 県 観光 分 野 を 中 心 と し た 海外 交流 拠点 を 韓国 に 整備 し 、 
ウル 観光 推進 事業 震 災 等 に よる 風評 被害 の 払拭 や 観光 客 の 誘致 拡大 、 物 
(再掲 ) 産 の 販路 開拓 、 文 化 交流 等 を 拡大 




















・ 観光 商談 会 開催 回 数 : 2 回 (2019・2020 計 ) 


























北 い わ て 広域 観光 推進 | 県 L 圏 域 の 交流 人 口 拡大 を 推進 する た め 、 隣 接 圏 域 と 
事業 費 (再掲 ) 連携 し な が ら 、 県 北 地域 特有 の 観光 素材 や 東日本 大 震 
災 津 波 か ら 復 旧 し た 観光 資源 を 生か し 、 受 入 態 勢 の 強 
情報 発信 等 に 取り 組み 広域 観光 を 推進 




































































域 と の 合同 観光 PR 参加 団体 数 : 
80 団 体 (2019 一 2022 计 ) 
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参考 資料 


あく 32 ゝ 
2 
重視 する 視点 主 な 事業 一 覧 


復興 の 推進 に 当たっ て 重視 する 「 参 画 」、「 交 流 」、「 連 携 」 の 3 つの 視点 に つい て 、 特 に 関わ り の 深い 事業 を ま 
と め た 。 








若者 ・ 女 性 な どの 参画 に よる 地域 づく り を 促進 し ます 














































































































































































































































































































































































































































































































4 本 
上 12 分 野 | No. 事業 名 事業 概要 
防災 の ま 3 、 本 、 | 多重 防 秋 型 まち づく り を 推進 する た め 、 復 興 ま ち づ くり に 取り 組む 団体 
ち づ く り 17 | 復興 まち づく り 支 援 事業 (アド | へ の 支援 と し て 、 住 民 等 の 要請 に 基づき 、 ま ち づ く りや 景観 等 に 関す る 専 
33 | バイ ザー 派遣 門 家 を アド バイ ザー と し て 派遣 し 、 復 興 ま ち づ く り 及び 地域 コミ ュ ニ ティ 
用 成 を 支援 する と と も に 、 地 元 の まち づく り に 係る 人 材 を 育成 
地域 防災 力 強 化 プロ ジェ エク ト | 各地 域 に お いて 、 自 主 防災 組織 (町 内 会 、 事 業 所 等 ) の 育成 、 強 化 を 図り 、 
eS 、z | 自主 的 な 活動 を 促進 
18 a 証 災 教育 用 教材 を 活用 し た 防災 教育 の 実践 等 に より 、 防 災 教 育 を 推進 
安 = 防災 や 復興 に 男女 共同 参画 の 視点 を 持っ て 取り 組む 地域 住民 等 を 増やす た 
い 共同 参画 プ ン 和 共同 参画 二 村 他 反り ui 氏 网 
全 19 同 参画 プラ ン 推 、 沿 岸部 で 「 男 女 共同 参画 の 視点 か ら の 防災 ・ 復 興 」 を テー マ と し た ワー 
の 進 クシ ョ ッ プ 等 を 開催 
確 5 被災 地域 に お ける コミ ュ ニ ティ の 再生 を 促進 し 、 犯 罪 や 交通 事故 の な い 地 
保 22 | 地域 防犯 活動 促進 事業 域 社会 づく り に 向け た 住民 の 自主 的 な 取組 を 支援 
多重 防災 型 ま ち づ く り を 推進 する た め 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 経験 や 教訓 を 
、 後世 に 語り 継ぎ 、 防 災 意識 の 向上 や 、 避 難 行動 を 促す 取組 を 「 防 災 文 化 」 
30 | 防災 文化 醸成 事業 ・ 
と し て 醸成 し 継承 し て いく た め 、 小 学校 等 に お いて 津波 防災 に 関す る 出前 
講座 等 を 実施 
、 各市 町 村 の 各種 計画 や まち づく り の 中 に ユニ バー サル デザ イン の 考え 方 を 
32 ひと に や さ し い まち づく り 推 | 取り 入れ て いく こと が で きる よう 、 市 町 村 職 員 や 地域 住民 を 中 心 に ひと に 
; や さ し い まち づく り 条 例 の 理念 や 制度 の 周知 徹底 を 図り 、 ひ と に や さ し い 
8 まち づく り を 推進 
a 
生活 ・ WP 民生 委員 に 対し 、 被 災 者 支援 に 関す る 研修 を 行い 、 関 係 機関 と 連携 し た 被 
= 14 民生 委員 (児童 委員 ) 活 動 事業 災 者 の 見 守り 活動 を 充実 松 化 
雇用 
いわ て で 働 こう 推進 協議 会 管 | 若者 や 女性 の 県 内 就職 の 一 層 の 促進 を 図る た め 、「 い わ て で 働 こう 推進 協議 
20 理 運営 費 会 」 に お いて 、 オ ー ル 岩手 で 人 材 の 確保 や 定着 の 取組 を 推進 
いわ て 東 第 | 県 内 企業 に お ける 働き 方 改革 の 促進 と 労働 生産 性 向上 を 両輪 と し た 取組 を 
21 人 働き 方 改革 加速 化 推進 | て し て いく た め 、 労作 枯 塊 の 束 供 を 推進 し て いく と と も に 、 條 業 に お け 
る 働き 方 改革 等 の 計画 的 ・ 自 律 的 な 取組 を 支援 
22| いわ で 友 性 活 困 表 援 只 化 事業 | 記す る ぁ どり に より > 信和 の を 
教育 ・ の > に リー ダー 状 山 部 | 東日本 大 震 災 津 波 で 被災 し た 高校 生か ら 日 本 の みな ら ず 世界 に 通用 する 人 
13 日 本 の 次 世代 リー ダー 養成 季 材 を 育成 する た め 、 い わ て の 学び 希望 基金 で 参加 費 を 全額 負担 し 、 被 災 し 
文化 ・ 参加 費 負 担 金 た 高校 生 を 日本 の 次 世代 リー ダー 養成 塾 へ 派遣 
スポ ー ツ 卿 土 を 愛し 、 岩 手 の 復興 発展 を 支え る 人 材 を 育成 する た め 、「 い わ て の 復 
\ クノ 暑 ッ エエ 、 石 E 成 こめ 、 
17 | いわ て の 復興 教育 推進 事業 a 
に 県 立 学校 復興 担い 手 育成 支援 | 地域 産業 や 復興 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 被 災 地 域 の 高校 生 を 対象 に 大 
19 学 進学 講座 や キャ リア 教育 等 を 実施 し 、 生 徒 一 人 一 人 の 進路 実現 を 支援 
の 事業 
再 華氏 福 台 去 控 被災 地域 の 郷土 芸能 を 復興 ・ 継 承 す る た め 、 沿 岸 市 町 村 が 行う 被災 し た 卿 
建 24 | 郷土 芸能 復興 支援 事業 芸能 団 休 の 施設 等 整備 事業 に 対し て 補助 
学び を 通じ た 被災 地 の 地 域 コ | 披 炎 地 に お ける 児 曹 の 放課後 の 安全 で 安心 な 居場所 を 確保 する と と も に 、 
三 = | 被災 地域 の 市 町 村 担 当 者 ・ 安 全 管理 員 ・ 指 導 員 等 の 事業 推進 関係 者 に 対す 
7 | ミュ ニテ ィ 再 生 支援 事業 ( 放 課 | を SR 
後に お ける 児童 生徒 の 居場所 
づく り ) 
学び を 通じ た 被災 地 の 地 域 コ | 彼 炎 地 に お ける 学校 教育 を 地域 全体 で 支援 する 体制 づく り を 推進 し 、 孝 員 
MR の 負担 軽減 を 図る と と も に 、 地 域 の 教育 力 の 活性 化 を 促進 
28 | ミュ ニテ ィ 再生 支援 事業 (地域 Ss 
学校 協 働 活動 ) 
学び を 通じ た 被災 地 の 地 域 コ | 彼 炎 地域 に お ける 社会 教育 の 活性 化 を 促す た め に 、 読 書 ボ ラン ティ ア の 人 
WE a 材 育 成 を 図る と と も に 、 社 会 教育 に よる 復興 を 支援 する た め の 研 修 会 を 開 
29 | ミュ ニテ イィ 再 生 支 援 事 業 (家庭 | 議 し 、 地 域 に お ける 教育 課題 の 自主 的 な 解決 の 壇 
教育 支援 ) 
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4 本 
os | 12 分 野 | No 
地域 コ 事業 名 
ミユ ー 1 N 
P O 
ティ 等 に 
2 | 草の根 よる 復興 支援 事業 | 、 事業 概 
事業 コミ ュ ニ テ 業 | 和 攻 で は 手 の 行 要 
3 ニテ ィ 再 生 NP 0 等 に 人 大 
ww こ 対 こく い 、 
3 | 彼 炎 者 の 参 支援 5 DIS 
事业 参画 に よる ト i の 再生 を 区 を 実施 被災 者 支援 の 』 
心 の 復興 5 情報 発 人 活动 站 提 活動 を 行う 
是 | 被災 者 が 参 組 い 手 育 
4 | いわ て 三陸 enim nh MS 
事業 費 演 馬 の 光村 河和 肖 | dr a Cas an 
卒 推進 県 内 外 の 企業 ・ こ 要 する 経費 を 補 、 被 災 
二 2 SPP 費 を 補助 者 の 「 心 の 復興 
ら 5 て 若者 活 ポー タ 災 地 の 企 ] 
本 语 ル 企業 ・ 
若者 本 連 f 義 業 
し 費 活躍 支援 強 1 Ri a ト 0 体 等 と の 復興 
る た 6 援 マ ッ 三陸 復興 援 
の し 事 = め の ネ ッ ッ チ ング 及び の か け 橋 マッ チン グ 
6 被 作 業 Ni を 活 ) oN 
再 災 者 生 和 設 細 ‘企画 ・ 実 行 す を 実施 紅 報 の 発信 を 効 た 復興 関 
建 活 支援 事業 こ 関 する 提案 を る 「 地 域 の 課 言 を 効果 的 に 実 
7 民生 委員 生活 支援 相談 員 Eee RA や 「 元 気 久 
掲 ) 活 動 事業 2 まう 机 ビス へ 
8 | 地域 福祉 活 生 民生 委员 | = 刘 | 活 因 難 な 被災 者 委 の 軸 急 な 本 
品 祉 活 重 し 、 渡 
ター 育成 活動 コー デ 炎 者 の 見 守り 可 二 の 自立 支援 な ど 、 し の ほ 
育成 一 地 ずり 活動 を = 関す る 被 和 
事业 了 未 二 | 地域 の 4 充実 強化 TP" 
9 | 災害 を 担う 地域 福 こ 対応 し 、 具 機関 と 連携 し た 被 
災害 時 要 と MM コー ディ オー ジー 5 
配慮 合う 地域 づ ディ ネー ミュ ニテ ィ ー* 
支援 市 町 づく り ター を 育 ソー> 
対策 事 す に お いて 、 高 を 促進 育成 ・ 支 援 シャ ル ワ ー 
6 被 区 业 失 進 され る よう 、 高齢 者 や 障 が する な ど 、 NN 
和 炎 地 コ ミ 肯定 协定 う 、 市 町 村 職 員 い 者 等 の 災害 が 相互 
天 ユニ テ 人 Re 
ィ ネ ー ト 事業 ィ 支 援 コー eas Sh さか CE OE 
13 | 災害 公営 で て 時 SHO 時 
を 燃 者 支 ッ プ 作 配慮 者 避難 所 
水産 業 ・ の 二 可 i さか ーー 人 の 
ミコ ニー ザ す を 生 : 前 団体 等 の 調整 ? OR 
か 5 | 地域 ー ティ 形 | ーッ ee 
成 再 生 営 漁 こ 1 で ニテ ィ 形 成 が 円 ) ディ ネー ター 
営 漁 計 画 推 * と に より 、 人 滑 に 進む よう 市 
6 いわ 共和 进 事 害 公営 住 て 自治 会 の よう 市 
て 水産 | mem すし て 和合 
商工 業 業 産 ア カ デ ミ 漁業 の 再生 者 間 の コミ や 運営 等 を サポ 
5 漁業 担い 手 赴 づ くし 漁協 を 核 と す 
り さん りく な ee 人 
27 な り わ こ 必 要 な 技術 育成 する た 計画 策定 人 づく り 
わ 業 い 創出 支援 事 | i で と その 実行 を 「 場 づ 
い 復興 まち づく と 法 等 の 習得 を 支 アカ デミ ー 
り に 援 」 に お 
の 29 いわ て も の づ め と し た AH お いて 、 漁 
再 0 
庄 . 人 事業 計画 の 策定 、 二 创业 及 估 た め 、 若 
生 30 の つう 材 痛 | 内 地 或 上 沿岸 和 の 
くり 人 小 中 学 生 沿岸 県 北 地域 金 調達 等 よう と す 
事 材 育成 学生 か ら 企 と の で の 支援 を る 者 に 
業 成 定着 促進 人 材 を 育成 企業 人 まで 、 RM 実施 
的 1 も の づく り Re 
三陸 み と の 理解 促 産業 を 支え 集積 を 支え る 高 し 、 
32 | 三陸 みらい の 企 ee 6 
観 成 事业 企业 人 材 确 保育 震 炎 復興 後 きき ee Ne 
光 保育 率 の 向上 NM 性 地域 経済 を 支え 等 を 実施 生 等 に よる 地元 企 
三 進 。 、 進 学者 の U える 人 
4 三陸 ジオ パ RCR 材 在 确保 ”育成 
未 事実 ・ 費 ー ク 活用 強 ia りや する た め 、 地 元 就 
両立 で 主婦 層 a こ 対す 、1 ター・> 就職 
> 教訓 の 4 化 事 業 | = で きる 「 三 置 、 シ ニア る 人 材 育 ン の 取 
来 SC 三陸 ジオ バ 三陸 版 働き 層 向 け に 短 育成 の 取組 を 推 組 を 推 
の | に 系 震 災 教訓 伝承 事業 AE ーー Gal DE 
是 に に. 津 3 と 仕事 
発 た 5 いわ て の 復興 ュー oe 仕事 
硬め 掲 き 教育 推進 事業 (再 人 NB 
の 7 地 域 防 党 力 ( 再 有 | 0 教訓 を 未来 に 交流 人 口 を 拡大 
< 、 岩 手 の ? ed 
伝 事業 ( 自 強化 ブ プロジ まま ーー 伝承 し て いく た め 、 
承 事业 二 防 炎 組 織 等 活 和 クト | 名 93 える 人 材 を 育成 2 
5 ) (再掲 織 等 活動 促 : b 域 に お いて 育成 する た め 、「 
) 促进 | 自主 的 在 活动 、 自 主 防災 組織 、「 い わ て の 復 
8 防災 教育 を 促進 。 (町 内 会 、 事 業 
防災 文 1 育 用 教材 を 活 、 事 業 所 等 ) の 
醸成 用 し た 防災 育成 、 強 
事業 多重 教育 の 化 去 加 
(再掲 ) a NE 実践 等 に より 、 防 炎 
RS 和 月 在 推 人 
意識 の 向上 や 雪人 
0 
化 」 

















と し て 酸 
成 し : 
和 た め 








、 小 学校 
等 に お いて 津波 防災 に 関 
こ 関 する 出前 
出前 
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復興 情報 三陸 B 人 災 復興 プロ ジェ クト NR の 本 の 本 人 生 0MD 放 MOE 上 ES 
ー 未 | 発信 1 2019 開催 準備 費 目 本 大 震 炎 津波 の 記憶 と 教訓 を 伝え 、 国 内 外 の 防災 力 向 上 に 貢献 する 三陸 
人 来 選 村 是 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 企画 及び 運営 を 実施 
承 ee 、 | 県 内 外 の 企業 ・ 団 体 等 と 被災 地 の 企 業 ・ 団 体 等 と の 復興 支援 マッ チン グ や 、 
. の 4 | いわ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 | 竹 支 援 ボ ー タ ル サ イ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 等 を 活用 し た 復興 関 
発 だ 事業 費 (再掲 連 情報 の 発信 、 復 興 支 援 マッ チン グ 及 び 復 興 関 連 情報 の 発信 を 効果 的 に 実 
三 め 施す る た め の ネ ットワーク 強化 等 を 実施 
信 の 三陸 ジオ パー ク 活 用 強化 事業 | 三陸 ジオ パー ク の 取組 を 通じ た 、 津 波 防災 等 の 情報 発信 や 国内 外 か ら の 来 

9 費 (再掲 ) 訪 者 の 受入 態勢 の 整備 、 交 流 イ ベン ト の 開催 等 に より 、 交 流 人 口 を 拡大 























人 や モノ の 交流 の 活発 化 に よる 創造 的 な 地域 づく り を 促進 し ます 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 本 
に 12 分 野 | No. 事業 名 事業 概要 
防災 の ま 吾 = 4 ミミー 災害 の 歴史 か ら 学び 、 記 憶 や 経験 を 語り 継ぎ 、 将 来 に 生か す た め 、 国 等 の 
ち づ く り 27 上 関係 機関 と 連携 し 、 高 田 松原 津波 復興 祈念 公園 内 に 東日本 大 圭 炎 津波 伝承 
(運営 ) 事業 館 を 整備 ・ 運 営 (2019 年 9 月 まで に 開館 ) 
中 汉沽 沁 转 证 咨 归 . 江 東日本 大 震 災 津波 の 被災 と 復興 か ら 得 た 教訓 を 国内 外 の 防災 活動 や 防災 教 
28 左 炎 津波 関連 資料 収集 ・ 活 用 等 育 に 生か す た め 、 震 災 津 波 関 連 資料 の 収集 と 、 資料 を 検索 ・ 閲 覧 で きる 「 い 
安 推進 事業 費 波 ア ー カ イブ 希望 一 」 の 活用 を 促進 
興 祈念 公 属 災 津 波 の 犠牲 者 を 追悼 ・ 鎮 魂 し 、 震 災 の 経験 や 教訓 を 継承 する 
全 29 高田 松原 津波 復 尋 祈 人 整 と と も に 、 市 街 地 や 利用 者 の 安全 を 確保 し 、 ま ち づ く り と 一 体 と な っ た 地 
4 備 事業 域 の 賑わい の 再生 に 資す る 高田 松原 津波 復興 祈念 公園 を 整備 
交通 ネッ 2 特 団 復興 道路 と し て 、 三 陸 沿 岸 地域 の 縦 中 軸 と 内 陸 部 と 三陸 沿岸 地域 を 結ぶ 横 
保 トワ ー ク 1 | 復興 道路 整備 事業 (直轄 ) 断 軸 の 高 規格 幹線 道路 等 の 整備 を 促進 
条 图 二 本 、 到 復興 支援 道路 と し て 、 内 陸 部 か ら 沿 岸 各 都市 等 に アク セス する 道路 及び 横 
2 | 復興 支援 道路 整備 事業 (改築 ) | 科 間 を 南 北 に 連絡 する 道路 等 に つい て 、 交 通 支 暗 仁 所 の 改 生 等 を 実施 
条 图 闭 十 、 復興 関連 道路 と し て 、 水 産業 の 復興 を 支援 する 道路 等 に つい て 、 交 通 支障 
所 等 の 
3 | 復興 関連 道路 整備 事業 (改築 ) | 生生 の 人 和 を 実地 
9 | 港湾 利用 促進 事業 港湾 の 利 活用 促進 に 向け て 荷主 企業 等 へ の ポー ト セ ー ル ス 等 を 実施 
生活 県 内 就業 の 促進 及び U・| ター ン に よる 人 材 確保 を 推進 する た め 、 求 職 者 及 
必用 25 | いわ て 就業 促進 事業 び 企 業 に 対す る 支援 を 実施 
教育 ・ 三陸 ジオ パー ク 地 域 基盤 強化 | ジオ ペー ク を テー マ と し た モデ ル 授 業 の 実施 を 通じ て 、 ユ ネス コジ オ パ ー 
文化 ・ 18 事業 ク の 理念 を 具現 化し 、 三 陸地 域 の 振興 に つなぐ こと の で きる 人 材 を 育成 
スポ ー ツ 海外 と の 絆 を 活か し た 文化 芸 | 東日本 大 時津 波 か ら の 復興 の 取組 を 契機 と し た 海外 と の 絆 を 生か し た コ 
23 術 形成 促進 事業 費 ン サ ー ト を 開催 する と と も に 、 国 際 音 楽 祭 な どの 文化 イベ ント を 展開 
東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 市 町 村 の 博物 館 等 の 再興 を 図る た め 、 博 
25 | 被災 ミュ ー ジ アム 再興 事業 物 館 が 所 蔵 する 文化 財 等 (古文 書 、 生 物 標本 等 ) の 修復 や 安定 的 な 保管 を 
支援 
暮 県 立野 外 活動 セン ター 和 災害 復 | 東日本 大 震 災 津波 に より 甚大 な 被害 を 受け た 高田 松原 野外 活動 セン ター に 
ら 30 旧事 業 代わ る 施設 を 整備 
し ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 | ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019"" 釜石 開催 の 成功 に 向け て 、 共同 開催 の 釜石 
の 35 開催 準備 市 と 連携 し 、 開 催 機運 の 醸成 や 受入 態勢 の 整備 を 実施 
五輪 ムー ブ メ ント 推進 スポ ー ツ の 振興 に よる 地域 活性 化 を 促進 する た め 、 東 京 2020 オリ ン ピ ッ 
建 36 复兴 五 办 推进 事 ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 等 の 開催 機運 の 醸成 や 、 事前 キャ ンプ の 誘致 ・ 
業 ホス ト タ ウ ン 登 録 等 に 向け た 取組 等 を 実施 
地域 コ 、 | 県 内 外 の 企業 ・ 団 体 等 と 被災 地 の 企業 ・ 団 体 等 と の 復興 支援 マッ チン グ や 、 
ea 4 | いわ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 | 復 支 援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 作 興 の か け 橋 」 等 を 活用 し た 復 関 
5 7 事業 費 連 情報 の 発信 、 復 興 支 援 マ ッ チ ング 及び 復興 関連 情報 の 発信 を 効果 的 に 実 
ティ 施す る た め の ネ ットワーク 強化 等 を 実施 
被災 地 コ き ュ ニ ティ 支援 コー 市 町 村 及 び 被 災 者 支援 を 行う 民間 団体 等 の 調整 役 と な る コー ディ ネー ター 
12 を 配置 し 、 被 災 者 の 生活 再建 先 で の コミ ュ ニ ティ 形成 が 円 滑 に 進む よう 市 
ディ ネー ト 事 業 町 村 を 支援 
災害 公営 住宅 コミ ュ ニ ティ 形 | コミ ュ ニ ティ 形成 支援 員 を 配置 し て 自治 会 の 設立 や 運営 等 を サポ ー ト する 
13 成 支援 事业 こと に より 、 和 災害 公営 住宅 の 入居 者 間 の コミ ュ ニ ティ 形成 を 支援 
の 水産 業 ・ 6 いわ て 水産 アカ デミ ー 運 営 事 | 漁業 担い 手 を 確保 ・ 育 成す る た め 、「 い わ て 水産 アカ デミ ー」 に お いて 、 漁 
ト 業者 に 必要 な 技術 や 経営 手法 等 の 習得 を 支援 
り 農林 業 業 費 の 
わ いわ て フー ドコ ミュ ニケ ー | 「 食 の 安心 ・ 安 全 」 を 基本 と し な が ら 、 本 県 な ら で は の 地域 資源 を 活用 し 
14 た 農 商工 連携 や 事業 者 問 連携 を 促進 し 、 本 県 食 産 業 を 高い 付加 価値 と 生産 
\ 
し ショ ン 推 進 事業 性 を 持つ 総合 産業 と し て 育成 
の 語 5 いわ て 国際 戦略 ビジ ョ ン (平成 29 年 3 月 策定 ) に 基づき 、 県 産 農林 水産 物 
再 19 | い わ て 農林 水産 物 海外 プロ | の 知名 度 向上 と 輸出 取引 や 販路 の 拡大 を 図る た め 、 海 外 に お ける プロ モー 
生 モー ショ ン 強 化 事業 ショ ン や 国際 定期 便 誘致 と 連携 し た PR な どの 取組 を 通じ て 県 内 事業 者 へ 
の 支援 を 実施 
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4 本 
の 柱 12 分 野 
K 
7 产业 
这 
農林 業 事業 名 
いわ 
2 て 
去 肖 い 5 sz 
a (oc と | 4 事業 
30 わ て の 上 4 業 ) 芸 産品 | 吧 産業 の 生 概要 
展 農林 口 売 を 進め る E 産 体制 の 2 
并 事业 水 产 引 関係 た め 、# 復旧 ・ 復 
ド 強 (いわ E 物 まる ご の 構築 を 消費 者 等 興 と 歩調 
強化 対 て 畜産 ご と | 農 推進 へ の PR や を 人 わせ 
策 事業 産物 ブラ 农林 水 由 羡 国 娄 
3 ) フ - ’ 産業 の 4 と 実需 産品 
1 いわ て の 一 を 進め る た 生産 体制 の f Es 
築 食 財 ゲ 取組 を に め 、「 い 復旧 ・1 定 的 な 
展 財 ゲ ー 支援 わ て 復興 と 歩 な 取 
開 事 0 
業 トウ ェ イ 構 の 用 推進 協議 調 を 人 る わせ 、 
いわ 消費 者 に 議会 」 の 行う 県 産 邊 
8 て の 諾 RT 
商 2 展開 事 の 農林 水産 入 る MR 
中 了 業 ( い 産物 ま 人 総 続 的 で 和 の に あえ 全 全 等 の 
ティ ング 戦 0 ご と 四 ON 
13 いわ 略 展 上 MAN 農林 水産 業 様 な 販路 ラン ド 」 の 評価 岩手 県 導 
て 情事 業 ケ 路 の の 生産 を 構築 評価 を 高 県 産 食材 
> フ 未 確保 に 体制 し 、 農 高め 大 
ン ヨ ー ド コミ 交流 な に 向け の 復旧 ・1 、 農 林 漁 て いく 
ョ ン 推 進 事 コミ ュ ニ MD 米 卸 業者 復興 と 歩調 NOS 
9 業 人 昌義 や 実需 者 軸 を 合わ せ 、 県 9 な 収 
物産 販路 掲 ) 内 食 の 安心 ・ 安 、 0 
開拓 事 農 商 工 連 全 1 を PR や 、 SE 
業 性 を 携 や ョ 基本 と し 量販 店 
17 es 二 と の 
IT 県 な ら 
国際 め 大 震 炎 津 し て 育成 促進 し 、 A 
| ント ここ に 5 波 県 时 - 
ぼ 済 交流 首都 こよ り 大 1 食 産業 を 高 p 域 資源 を : 
流 推進 事 拡大 を 促進 まで の 物産 き な 打 を 有 ah 
業 0 展 を 通 は PS 面 値 と 生産 
三 i ot 
32 三陸 み ら ee も の に し た 県 内 を 人 
な 成 事 業 い の 企業 援 広大 を 行 し ビジネ スマ 企業 の 海外 に 拡大 と 取 け 6 
り 人 材 ヽ 、 国 際 的 ッ チ ング に お ける ビ の 
確保 育 陽二 的 な 事業 活 の 支援 、: ビジ ネス 
わ 月 率 の 向上 四 洽 岸 地域 和 NSR チャ ンス の 
い 39 新しい 三 A 0 有 2 に よる 
観 > \ 三 陸 的 な せ て 、 ター ン # る 人 材 を 済 の 復興 
の 光 業 矯 の 地域 産業 - 育成 す を 支 
再 の = ] 立 で き E 婦 層 た 若者 っ づく し る た 
> 高 る 上 三 置 、 シ ニ に 対 りや め 、 地 元 
生 ie 展開 事 | 97 ノ ベー ン HH 1 ター ン の を 
浜 ) 全 施 設 の イノ ベー> 性 を 有する 方 改革 」 Mi の 取組 を 推 組 を 推 
2 AAA 口 等 整备 MAS ン を 推進 ーー 8 潜在 
自然 公園 施 事業 ( 養 下 AA WS し と 仕事 
3 三陸 周 設 整 備 事 東日本 大 震 ? AE ee 成 。 i FT 
費 遊 “ 得 業 寺 波 に より ーー 抽 路 」 や Re の ピッ キス の 
TPR 5 の" 治 
= 観光 推進 東日本 大 し た 海岸 の 砂 \ 岸 道路 」 の 拡 
4 | 三陸 ジオ 進 事業 | 有 和 二 下 を を 活 
費 パー ク 7 中 彼 災 し た 自然 2 
5 い 活用 強化 入 態 勢 の 束 、 と し た 教育 公園 等 施 
わ て 復興 事業 | 三陸 RC 設 の 復旧 ・ 整 
業 費 興 応援 隊 活 = 活動 を 実施 PP 備 を 実 放 
いわ 活動 推 : の 受入 態 取組 を 通じ 誘致 を 促進 
て 移住 進 事 被災 地 態勢 の 整備 、 PS 津波 防災 する た め 
い ・ 定 住 促 】 実施 の 復興 や 3 流 イ ベ ・ 災 等 の 情 
わ て 情報 と ー 過疎 地 の 活 | ント の 開催 等 き 報 発信 や 国 
8 発信 強 菜 偶 性 化 を 担う に より 、 Med 外 か ら の 
復興 化 事 業 全 県 的 な 移 组 3 TU 和 元 交流 人 口 を 来 
青 報 発 費 住 推進 人 TS 拡大 
信 事 業 災 を 風 制 の 整 隊 」 の 受 
9 北東 北 三 県 費 た め 、 た 備 、 移 住 相談 受入 れ 等 を 
ゝ 二 県 ・ て 复 | の 才 談 窓 品 
推進 事 北海 道 興 の 取組 を 取り 組む 岩 継続 的 な 休 制 を 充実 
10 ソウ め 、 広 報 。 契機 と の 姿 支援 と 岩 ヨ 
北東 ル 観 光 TE mens Ux ois や FT 
ヒ 広 域 観 う 光 分 野 フォ ー ラ 広げ 、 多 魅力 」 拡大 に 
観光 推 害 の を 中 心 と ム の 開催 様 な 主 を 発信 つなげ る 
11 進 事 uh TT 5 
RD 北東 人 の 計 大 、 塊 生 の 販 上 
域 観光 北 三 県 が 、 物 産 国 に 整 る た 
12 可 観光 推進 施し 、3 ほ が 一 体 と な 人 
三陸 観光 } 礁 事業 費 県 北 史生 MS 震 災 復 拓 、 文 化 交 流 に よる 風 》 
季 域 づく り PER MM 大 
き 有 の 観光 大 を 推 3 た 国内 外 へ 
13 いわ て 本 推進 事業 MGM ORR RRR 
協議 光 キ 三陸 の 観光 化 や 情 本 大 震 ; 4 隣 事業 を 実 
議 ヤ こ 観光 報 発信 災 津 梳 图 域 
会 負 ン ペ ー> 材 育 成 由 域 了 等 に EL と 連携 
旧 や くし し 复 し な が 
1 金 ン 推 : 体験 り を 推 り 組み 日 し た な が ら 
4 | 観光 推進 | 上 DA > し た 県 北 
事業 推進 淮 费 人 間 晴 3 ce =mCWOt ン 生か し 、 
負 展開 、 地 電 た 全 県 で 光 地 二 ンタ ー に 
15 いわ て 三陸 負担 金 ーー RY 人 人 ー 
三陸 に 行 受 也 づ く = 向け た 援 、 
事業 空 に 行 計 う 未 客 we り を 推進 全国 へ の 情報 発 を 実施 
a 立 | 客 へ 言 、 
所 客 促進 を 中 心 と に 部 を 負担 の 情報 発信 、 誘客 事 
進 | = た 组 発信 業 
三陸 地 に 本 県 観光 の 振 晨 燃 言 を 実 
域 へ の 光 の 災 等 に 施す る 岩 ヨ 
ロモ ー シ の 誘客 促 振興 を 推 こよ る 風 語 岩手 県 
ン 員 - 促进 去 区 進 評 被害 県 観光 協会 
ン を 実施 し る た め 、 の 払拭 や 世 に 対し 
、 受入 態勢 多彩 な 観 世界 遗产 平 
態勢 を 整備 光 資 源 を 生か 『 泉 
\ し た 効果 
的 な プ 
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4 本 
月 12 分 
観光 No. 
た 
よ 
り 16 9 の 5 の 事業 名 
17 促 3 く コ 
の 18 a 2 
光 ショ 
局 oo コン 等 放 
9 し 船 チョ 
\ MA: : 
A 寄港 } 還 が 容 施 
花卷 空 扩大 推进 9 事 
2 港 利 性 事業 東北 sme 業 概 
0 | 三 用 1 有 Pe こ 要 
三陸 促进 人事 クル MM 誘致 の 
沿岸 业 Hm 商談 会 
事実 観光 て 花 * 誘致 る 風 # に 参 
2 光電 広 E 卷 空 を 評 加 し 
教训 1 い 折 时 い 発 空港 目指 夏 害 の 二 
訓 の わ 代 進 展 に の 路 し 、 ポ 払拭 災 関 
伝 略 て イ 創 の 本 線 の ポー や 認 連 の 
事業 ン 造 事業 5 を ar erm Wn ト セ ー 認知 度 向 コン ベ 
| 東 日 バウ > a El 次 各 向上 と 国 
本 ンド 国 三陸 肖 フ 出し 、 体 と び 和 実施 内 ・3 
(運営 大 震 新 时 bb = Ve ee と な っ た 海外 観 
2 営 ) 災 当 き 代 0 」 復興 3 災後 に 利 向 上 
高田 事業 津波 戦 観光 地 i 復興 り 
備 松 ( 《 伝 ラグ 域 づ 観光 情報 新た な ど 支援 を 行う 3 本 県 
靖 事 原 承 Ce 内 50 新 し で 新 時 
業 津 揭 館 競 天 を 原 を 言 す 域 人 放 
3 | 里 波 ) 整 技 大 惟 进 有 了 机 交通 下 人 
震 災 : (有 复 整备 も に 会 ルド 0 就 航 加 涉 和 
了 必 漂 呈 揭 興 用 $$ 、 個 等 を カッ に 結 に 魅力 ン フ ラ し た | 
復興 ee ) 祈念 の SYM gm 結び つけ 7 三 0 = 路線 
et 6 人 念 公園 人 行者 本 6 = = sm NO や Db 
に 次 いら 学 、 東京 ー ビ 本 NE 
i a て i 0 
業 オ パ 月 集 . 沪 運営 人 2 受 0 Tr を 
1 一 費 パー 所) 活 と と も = Co De プロ ミー 時 
三陸 ( 再 ク 用 等 域 の に な 災 津 019 公 原 津 を 語 勢 整 さき ッ ク 供する 
防 8 掲 地 有 市 年 9 波 り 線 i る 
201 が ) 域 基 素 日 わい 街 地 村 老 Sr 5 
未 2 9 炎 復 般 育 本 大 の 再 や 利 者 を 3 で に Fb 将 a 
来 復興 de プ 盤 強 1 wca 3 生 人 资 ee ga SS Ve 
情 準備 ロ > E 4 高 92 東 日 いす た め と 
の 青 備 費 < ジ 3 め 被災 高 确 Lf 本 
3 | 報 复 ン オバ 津波 、 震 5 災 と 4 松 保 、 震 大 震 
全 \ わ 発 エ ク パー 波 アー 炎 津 复 Ne 災 の 有 
て 信 ク の 理 ク を カ 波 興 カ Me 経 を の 
め 掲 ) 情報 a a ーーー 2 
発信 費 復興 具現 1 と 希望 料 の に 教 に を 
の 4 い 信 強 ( 再 # 日 < 之 私 り ヒ し 、 し た ゃ アル DRL OT 
伝 わ て 化 事 惕 ) 組む 次 SO 活 gm 備 な っ る 
承 時 事業 費 人 六 到 ーー た 地 
Rk 外 』 掲 興 の ヵ 大 災 た め 、 契機 R20 a ぐ こ て 、 人 
无 術 と ) \ を と 9 伝え 震 災 と の ユネ jE 
信 府 形 の け 橋 ため 和 ES の な 画 波 で き トス コシ > 
に 6| = 多 成 促 絆 を 沼 推進 、[ 复 世子 OM 面 肥 2 の 風 る 人 5 
三陸 > < 王 中 興 に 行 り び 化 材 2 
定 進 7 県 に ゃ を 運 防 2 を を 
費 周遊 事業 か し NR oe 広げ 、 人 5 育成 
7 ( 再 ・ 滞 費 た 文 人 む 岩 手 継続 的 ーー 
い ち 掲 带 在 ( | 术 の 的 B な 主 献 
わ ) 企 型 再 公 壮 MM 人 
PE 人 er to の イト ーー 三 用 
( 果 に 行 進 吉日 本 大 曙 支 FU の を i こよ る 1 
8 三 再掲 ) 行こ 事業 0 ーー ト ト me て = 問 马力 | ン の 拡 復興 を 
全 こう 8 2 2 一 0 を 拡大 に 
弟 沿 岩 う 誘客 雷 炎 学 ikay oea < 信 に っ な 
Me 客 促 受 学習 る と ーー び 復 水生 復興 な ける 
掲 岸 観 う 堆 入 態 を 中 由 の 実 興 橋 援 
) 光 新 進 | = 3 も に ーー SR 
| 二 时 代 の SR 用 HR [人 
创造 5 NN 0 5 用 し た 
( 再 e 告 事 EE 客 を 実 び 企 どの 外 と 的 関 
10 し 再 } パー 業 宮古 人 施 企业 研 上 本 人 
\ わ 名 ) ク 有 在 同和 修 旅 0 
， 活用 強 se m2 NSK 行 の 用 DC 
ー し MM 2 態勢 开 
1 | 観 负担 キヤ 化 事 women 」 や 復興 CN 促進 す 
光 事 金 ( ン ペ 業 sonz く 和 全 道路 な 資源 を る た め 
a 業 】 再掲 i i 定め 
果 人 進 ) 推 3 者 の パー tr 域 観 い 交 3 た 効 
i 費 進 受 ク 进 机 上 光 通 果 的 
ヒ 観 負 x 入 能 の 的 に と の ィ ン な 
| 、 上 + 沿岸 態 取 に 結 も に 魅力 一 な プ 
3 オ 光 3 揚 人 岸 勢 の 組 を 3 内 5 5 
【 東 オ 推進 事 金 ( a 整備 通じ た No 
推進 ヒ 三 県 業 再掲 開 、 ーー 、 交流 イン 津 DUO 新 し TT 
1 進 事 県 ) 観 う 域 全 県 イベ 波 防 ス ンタ し い 北海 
4 北 業 ※・ 北 : ( 再 2 者 ント 災 去 和 三陸 
い ( 海 掲 ) そ 受入 整 観光 観光 の 上 の 情 続 的 这 区 を 
( お 再掲 道 ソ MD 備 太 全 Er 0 
i ) ウリ swe 及び 観光 2 = より 言 や 国 供する 
) し 観 lr ヒ 観 光 た 部 を 客 へ 推進 た 全 ヽ 2 3 タ 
光 光 本 負 N 
光 推進 2 a の 情報 国 へ の 情 0 
事 0 到 全 拡大 
業 害 の 野 を を 推進 に よ を 推 に よ 実施 EE 
費 1 NM 誘客 事 
県 北 A 评 被 害 被害 手 県 業 
地域 域 の ee 吾 の 払 人 
0 交流 誘致 撤 流 所 械 や 認 Me 
入 熊 ーー 大 、 点 を 韓 認知 度 本 
能 瓜 光 拡 物産 韓国 度 向 产 平 
の 素 大 = を F 
強 1 = 材 を 推 】 の 販 = 整 と 泉 
ヒ や や 推 路 備 国 
情 人 進 す 開 捕 し 内 
青 科 日 本 拓 、 3 
8 発信 大 9 4 、 文 要 炎 海外 
人 Ps a 観 
站 か と 較 0 る 風 》 
ww sem し な Ra 
域 観光 し た 携 し 
ーー な が ら 
進 SO 県 
し 、 
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4 本 
0 柱 12 分 
野 N 
安 防災 の ま 0. 
ち づ 
全 づく 
り 
の 事業 
確 15 名 
保 業 能 エ ネ 
27 東 ーー > 首 
日 本 導入 
9 大 下呂 促進 再生 
生活 2 RN DA 事業 
证 8 震 災 津 業 波 伝承 組 9 概要 
用 推 : 波 関 館 整 宮本 人 人 電 人 中 
人 連 1 備 を 模 電 う 型 エ ほ の 
1 業 費 資料 』 用 災害 の 実施 き 源 立 Se 
災害 礎 也 の 促 一 向け 被 3 
災害 公営 又 集 ' 活 関係 機 史 か ら 学 a 被災 家屋 
公営 住宅 活用 等 mam = 生 可 能 
12 5 宅 整 備 ie 2 NE セ エネ ル ギ 5 
総合 事業 的 (2019 松原 を 語り 一 导入 に 市 町 村 電 の 
合 的 # 生か す 波 年 9 波 復 継ぎ 促进 等 の 
和 和 i 2 人 将来 ne 
1 目 谈 東 日 波 ア - 酸 炎 津 3 復興 :并 Na 
3 い わ 談 支援 多 本 大 震 3 アー カイ 2 7 に 東 日 す た め 
人 タ て 内 事 者 災 津 3 ブー 資料 た 教 記 本 大 時 、 国 
2 ご 3 陸 : 業 の 『 波 に よ 時 員 を 国 SS 
医 14 運営 避難 0 的 な 住 り 住宅 ~」 の 集 と 、# 内 外 の 波 伝承 
療 民 事 者 二 a 宅 を 宅 を 失 5 、 資料 防災 
四 生 委 支 EZ 当 に 対 建 に 供給 っ た を 促進 を 検索 活動 
福祉 8 員 ( 児 童 援 セ ・ Oo に 被災 着 の ER 0 
A プン 等 、 再 た め 、 SN 多様 居住 きる 
地 委員 内 を 実 門 3 化 の 
域 包 # ) 活 SAN た の _ WE し 定 を 区 い 
舌 ケ ア 動 事 NM te 者 か ら る た め 
自 弟 确立 事 RN 談 を 実施 ヽ る 被 鱗 者 wa 
殺 対 策 業 RT 5 ce 研修 、 oe 
教育 紧急 WI り 活動 災 者 支 再建 や 再 災 者 へ を 運 
育 ・ 19 児 章 強化 事 の 是 の 情報 
文化 ・ 業 養育 業 を B 人 ar Lom 7 3 
スポ あの Ei 0 を 行い TE 
暮 ポ 2 ッ $$ ネ に に よ 市 町 運 < 二 
で ュー ツ 3 海外 ーーー く ッ ト 2 ト i 関係 機関 
ら 術 形 の 絆 対策 事 ワー 傾聴 サ 加 す る ス 等 に 抒 ia] と 連携 
し 加 乡 成 絆 を : 業 ク 事 民 一 ロン 等 の で こ 起 、 県 正和 し た 1 
3 促 ; 古 ) 体 の は な し た 】 Rt の 由 
の 9 ラグ 進 事 活か 被災 と な 開設 な いか た 精神 師 会 な 新た な 
開 ビー ワ 業 費 し た 文 ーー 悪 の 発 オト ake 
是 地 域 36 ー ル ド 化 芸 生生 > を en て い s こ と から 人 三 生 人 
ュ - カッ プ 人 9 Re の 困難 等 か と 
的 月 人 一 201 Ne 人 0 いら 自 
の 1 ブ 9 | = を 開 か ら の 1 等 へ 下 う 3 に ため の こよ 
9 メ ラグ 催す の 復 の 研 ぅ 、 沿 取 る 
NP ント 市 ビ B= と 0 興 の 0 租 去 官 
2 エエ O 等 に 推進 i 圳 位 : 人 施 市 町 村 を 
草の根 こよ る 復 事 スポ 四 Ns i 対象 と し 
事業 コミ 興 支 = ク 的 2 祭 な どの 外 と の 絆 、 
費 a 援 事 業 0 人 に よる NN OE 
いわ イィ 再 行 2 態勢 の 整 功 に 向 ト を 展 た コ 
胃 と 三陸 8 生 支援 HH NE 
興 域 対 き に 取 機 た め る 
& の コミ する : に く 組 等 六 五 
5 いわ か | 体 の ミュ ニテ 活動 い を 実 醸成 東京 
= 県 1 生 た 日 ト - 
活躍 | se 多 人 等 case A 
| 支援 人 风衣 本 的 た め 、 活 被災 者 支 の 誘致 ・ 
( 再 員 ( 児 音 強化 事 ii 動 の 担い 手 援 の 活動 
掲 ) 所 里 業 する 発信 、1 サイ 炎 地 手 育成 を 行う 
8 地 委员 若 RI 「 の 企 3 5 
加 中 ) 当 若 者 分 の 興 い 業 ・ 先 
域 福 ) 活 グ ネ 支援 も て 進 的 
タ ーー 福 祉 * エ 1 動 事 EF と の 和 りな 取組 
育成 活 和 業 組 に 企画 ・ ク 強 グ 及 び 6 の か 復興 
成 関 { び 
事 コ 民生 す 実行 3 ヒ 等 复 け 橋 門 
9 業 ー デ 生 委 員 る 提案 行 する を 実施 興 関連 」 等 を マッ チ 
災害 四 炎 者 NE を 募集 「 地 人 情報 の 活 ング 
災害 時 ィ ネ ー の 見 守り し 、 被 5 し 、 生生 AE や 、 
て 要 配 慮 地域 の 生 NE 本 中 
MN 10 災害 - 者 支援 対 ECO 強化 EN 
吉 派 : 1 ー 5 地動 欧 友 行 に 出 活动 
必 机 能 強化 派遣 福 策 事業 HH し 、 見 行い 、 関 助成 
援 B 支 事 社 村 に 域 づ ー デ 体 的 な 保 机 
业 チー ム され る よう 時 関 と 連携 
1 | る 派遣 され る よう 、 < を は [天 
昌 炎 市 町 遺体 て 地 a ne 育成 . 支 RS 被 
員 派 遣 村 行 財 制 uae 0 
) 財政 支 ム mn いて 働 Ab な ど a 
援 」 の 8 福祉 た め の 福 きか と 持 要 画 、 住 民 が 能 
設 . 和 [ し た 配 が 
事業 = 堅 に 取 介護 分 上 社 マッ ける ほか 上 5 相互 
6 0 本 do x 
災 市 むと 応急 成 を 配慮 し 返 对 
等 か ら 町 村 に 2 支援 慮 者 の 、 福 祉 3 対策 が 
sasomnma: = 市 調整 な ど し Wt 
2 県 職員 村 の 避 を 担う 授 |- 
に 合 の 調 の 派 > 難 支 う 「 秋 つい 
合わ せ 骨 整 な 派遣 に 援 言 災害 
た 人 ネ な ど こよ る 計画 策 派遣 福 
rr 定 等 の テー 
の 意 の 用 
時 を 支 
2 
バ ら 治 体 
、 復興 事 
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4 本 
の 12 分 野 | No. 事業 名 事業 概要 
水産 業 ・ 食 の 安全 ・ 安 心 に 立脚 し た 消費 者 か ら 選 ば れる 産地 づく り の 構築 や 、 水 産 
農林 業 13 | 水産 物産 地 強 化 促進 事業 物 の 高 付加 価値 化 ・ 販 路 開拓 を 支援 
沿岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 な ど 食 産業 事業 者 の 販路 拡大 を 図る 
15 | いわ て 食 の 販路 拡大 事業 費 た め 、 県 内 外 で の 食 の 商談 会 や フェ ア 等 を 開催 
いわ て 美味 し い 食 の 振興 事業 | 沿岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 の 商品 開発 を 支援 する と と も に 、 水 
16 費 産 加工 品 な ど 食 の 的 力 を 発信 する イベ ント 等 を 実施 
2 いわ て 地域 ぐる み 6 次 産業 化 | 生産 者 や 多様 な 事業 者 が 連携 し て 地域 ぐる み で 取り 組む 6 次 产业 化 去 支援 
支援 事業 
水産 . 障がい 福祉 マツ チン | 後 炎 地 の 基幹 産業 で ある 水産 加工 業 に お いて は 、 不 足し て いる 労働 力 の 確 
商工 業 7 ド 産 加工 障がい 福祉 マッ チン 保 が 課題 と な っ て いる た め 、 水 産 加工 業者 と 障がい 福祉 サー ビス 事業 所 の 
グ 事 業 マッ チン グ を 実施 し 、 水 産 加工 業者 の 人 材 確保 を 促進 
東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 地域 の 商業 機能 の 回 復 と 復旧 し た 商店 街 
ea 本 等 の 持続 的 な 発展 を 図る た め 、 ア ドバイ ザー 派遣 等 を 行い 、 商 店 街 ・ 共 同 
12 | 被災 商店 街 に ぎわ い 支 援 事 業 | 店 全 の 大 備 計 画集 定 や 新た に 構築 され た 商店 街 等 の に ぎわ い 創 出 に 向け た 
取組 を 支援 
い の 沿岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 な ど 食 産業 事業 者 の 販路 拡大 を 図る 
14 人 販路 拡大 事業 費 ( 再 た め 、 県 内 外 で の 食 の 商談 会 や フェ ア 等 を 開催 
い 和 い 食 の 振興 沿岸 地域 の 主要 産業 で ある 水産 加工 業 の 商品 開発 を 支援 する と と も に 、 水 
15 i し い 食 の 振興 事業 産 加工 品 な ど 食 の 魅力 を 発信 する イベ ント 等 を 実施 
災 津波 に より 失わ れ た 販路 回 復 等 を 支援 する た め 商 談 会 等 を 開 
19 | 北 い わ て 産業 振興 事業 費 催し 、 県 北 地域 の 主要 産業 で ある アパ レル 産業 等 の 振興 を 促進 
\ づく り 産 大 | 内 陸地 域 と 沿岸 県 北 地域 と の も の づく り ネ ットワーク 間 の 連携 を 強化 し 、 
29 内 わ て も 多 < 1 産業 人 材 民 小 中 学生 か ら 企 業 人 まで 、 多 様 で 厚み の ある 産業 集積 を 支え る 高度 な 産業 
成 事 業 人 材 を 育成 
も の づく り 人 材 育成 定着 促進 | 県 内 も の づく り 産業 を 支え る 人 材 を 確保 する た め 、 高 校生 等 に よる 地元 企 
の こ 店 下 学 、 出 前 
30 事業 業 の 理解 促進 に 向け た 工場 見 学 、 出 前 授業 等 を 実施 
県 も の づく り 産 業 の 牽引 役 で ある 自動 車 関連 産業 の 開発 ・ 生 産 拠点 化 に 
本 くり 産業 の 率 ある 自動 車 関連 産業 産 拠点 
33 | 自動 車 関連 産業 創出 推進 事業 向け て 、 設 備 投資 や 研究 開発 の 支援 、 工 程 改 善 の 指導 、 展 示 商談 会 の 開催 
か な どの 取組 を 実施 し 、 地 場 企業 の 参入 や 取引 拡大 を 促進 
小 本 県 も の づく り 産 業 の 牽引 役 で ある 半導体 関連 産業 の 集積 促進 を 図る た 
り 34 | 半導体 関連 産業 創出 推進 事業 め 、 産 学 宜 連 携 に よる 新 産業 開拓 、 技 術 高度 化 、 取 引 拡大 、 新 規 参入 等 を 
わ 支援 
= た BB 目 月 名 | 、 本 県 も の づく り 産 業 の 牽引 役 を 目指 す 医療 機器 関連 産業 の 集積 促進 を 図る 
の 35 SM た め 、 産 学 官 連携 に よる 技術 高度 化 、 医 工 連携 、 取 引 拡大 、 新 規 参入 等 を 
支援 
再 も の づく り 産 業 の 高 付加 価値 化 ・ 高 効率 化 に 寄与 する 情報 関連 産業 の 競争 
生 36 | 情報 関連 産業 競争 力 強 化 事業 力 強 化 を 図る た め 、 産 学 宜 連 携 に よる 技術 高度 化 、 取 引 拡大 、 新 規 参入 等 
に 関わ る 取組 を 支援 
Ea EO 
40 | (中 小 企業 総合 的 成長 支援 事 a 
業 費 ) 
海洋 研究 の 拠点 化 を 推進 する た め 、 い わ て 海洋 研究 コン ソー シア ム の 活動 
43 | 海洋 研究 拠点 形成 促進 事業 費 等 を 通じ た 海洋 研究 機関 の 連携 促進 や 研究 活動 の 支援 等 を 実施 
| LC を 核 と し た 研究 拠点 の 形成 や 関連 産業 の 集積 、 海 外 研究 者 受入 の た 
45 | | LC 推進 事業 費 め の 環 境 整 備 な ど を 進め る と と も に 、 県 内 は も と より 、 東 北 や 全国 に お け 
る 理解 を 増進 
いわ て 戦略 的 研究 開発 推進 事 | 岩手 発 の イノ ベー ショ ン の 創出 に 向け 、 将 来 有望 な 研究 シー ズ の 育成 や 事 
46 業 化 に 結び 付く 研究 開発 へ の 支援 を 実施 
業 費 
岩手 発 の イノ ベー ショ ン の 推進 に 向け 、 関係 機関 に よる 推進 体制 の 強化 や 、 
47 | 科学 技術 振興 推進 事業 費 近 失 結実 
観光 三陸 ジオ パー ク 活 用 強化 事業 | = 陸 ジ オバ パー ク の 取組 を 通じ た 、 津 波 防 災 等 の 情報 発信 や 国内 外 か ら の 来 
4 費 訪 者 の 受入 態勢 の 整備 、 交 流 イ ベン ト の 開催 等 に より 、 交 流 人 口 を 拡大 
13 稚 わ て 観光 キ ヤン ペー ン 推 進 沿岸 を 中 心 と し た 全 県 で の 観光 振興 に 向け た 全国 へ の 情報 発信 、 誘 客 事業 
を 
協議 会 負担 金 の 展開 、 地 域 主体 の 観光 地 づ くり を 推進 
観光 客 受入 整備 及び 観光 客 へ の 情報 発信 を 実施 する 岩手 県 観光 協会 に 対し 
14 | 観光 事業 推進 費 負 担 金 て その 費用 の 一 部 を 負担 し 、 震 災 等 に よる 風評 被害 の 払拭 や 世界 遺産 平泉 
を 中 心 と し た 本 県 観光 の 振興 を 推進 
いわ て 三陸 に 行こ う 誘 客 促 進 | 三陸 地域 へ の 誘客 促進 を 図る た め 、 多 彩 な 観光 資源 を 生か し た 効果 的 な プ 
15 事業 ロモ ーション を 実施 し 、 受 入 態 勢 を 整備 
宮古 ・ 室 蘭 間 フェ リー や 復興 道路 な ど 新 しい 交通 イン フラ を 活か し 、「 北 海 
道 と 三陸 、 仙 台 圏 」 を 結ぶ 新た な 広域 観光 の 魅力 を 創造 し 、 新 し い 三陸 を 
20 | 三陸 沿岸 観光 新 時 代 創造 事業 国内 外 に 向け て 強く 情報 発信 する と と も に 、 三 陸 DMO セン ター と 連携 し 、 
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4 本 
の 12 分 野 | No. 事業 名 事業 概要 
事実 5 東 日 本 大 震 災 津波 伝承 館 整備 炎 寄 の 歴史 か ら 学 び 、 記 憶 や 経験 を 語り 継ぎ 将来 に 生か また だ め : 国 き の 
ミ 1 NE 関係 機関 と 連携 し 、 高 田 松原 津波 復興 祈念 公園 内 に 東日本 大 震 災 津波 伝承 
教訓 の (運営 ) 事業 (再掲 ) 館 を 整備 ・ 運 営 (2019 年 9 月 まで に 開館 ) 
吉 人 召 池 関連 次 中 . 汪 東日本 E 波 の 被災 と 復 答 か ら 得 た 教訓 を 国内 外 の 防災 活動 や 防災 教 
伝承 3 震 炎 津波 関連 資料 収集 活用 等 育 に 生か す た め 、 震 炎 津 波 関 連 資料 の 収集 と 、 資料 を 検索 ・ 閲 覧 で きる 「 い 
推進 事業 費 (再掲 ) わ て 震 炎 津波 アー カイ ブー 希望 ~」 の 活用 を 促進 
福 句 本 三陸 防 秋 4 ロジ 復興 に 取り 組む 姿 を 発信 し 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 風化 を 防ぐ と と も に 、 東 
复 内 情报 1 | 三陸 防災 復 県 プロ ジエン クト | 大波 の 記 信幸 削 を 伝え 、 国 内 外 の 防 攻 向上 に 責 南 す る 三陸 
発信 2019 開催 準備 費 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 企画 及び 運営 を 実施 
5 、 | 県 内 外 の 企業 ・ 団 体 等 と 被災 地 の 企業 ・ 団 体 等 と の 復興 支援 マッ チン グ ゃ や 、 
未 4 いわ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 | 復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 等 を 活用 し た 復興 関 
来 事業 費 (再掲 連 情 報 の 発信 、 復 興 支 援 マッ チン グ 及 び 復 興 関 連 情報 の 発信 を 効果 的 に 実 
の 施す る た め の ネ ットワーク 強化 等 を 実施 
上 > sk を 注 か し た 共 | 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 の 取組 を 契機 と し た 海外 と の 絆 を 生か し た コ 
た 5 海外 と の 絆 を 活 カ し た 文化 芸 ン サ ー ト を 開催 する と と も に 、 国 際 音 楽 祭 な どの 文化 イベ ント を 展開 
め 術 形成 促進 事業 費 (再掲 ) 
の \ 三陸 に 行こ う 旅 客 促 進 | 三陸 地域 へ の 誘客 促進 を 図る た め 、 多 彩 な 観光 資源 を 生か し た 効果 的 な プ 
伝 7 i 行こ う 誘客 促進 ロモ ーション を 実施 し 、 受 入 態勢 を 整備 
十 
承 宮古 ・ 室 蘭 間 フ ェ リ ー や 復興 道中 な ど 新しい 交通 イン フラ を 活か し 、「 北 海 
3 三陸 込 岸 観光 新 時 代 創 造 事 業 | 道 と 三陸 、 仙 台 圏 」 を 結ぶ 新た な 広域 観光 の 魅力 を 創造 し 、 新 し い 三陸 を 
発 8 三陸 沿岸 観光 新 時 代 創 造 事業 国内 外 に 向け て 強く 情報 発信 する と と も に 、 三 陸 DMO セン ター と 連携 し 、 
信 (再掲 ) 地域 の 幅広 い 観光 資源 を 有機 的 に 結び つけ た サー ビス を 継続 的 に 提供 する 
上 観光 地域 づく り を 推進 
三陸 ジオ パー ク 活 三陸 ジオ パー ク の 取組 を 通じ た 、 津 波 防 災 等 の 情報 発信 や 国内 外 か ら の 来 
9 0 2 活用 强化 事业 訪 者 の 受入 態勢 の 整備 、 交 流 イ ベン ト の 開催 等 に より 、 交 流 人 口 を 拡大 
再 
5 DP ッ ペ ー ソ 推進 | 沿岸 を 中 心 と し た 全 県 で の 観光 振興 に 向け た 全国 へ の 情報 発信 、 誘 客 事 業 
10 SE a ン 推進 | の 必 間 地域 主 休 の 撤 光 地 づ くり を 推 入 
三 二 了 円 
観光 客 受入 整備 及び 観光 客 へ の 情報 発信 を 実施 する 岩手 県 観光 協会 に 対し 
11 | 観光 事業 推進 費 負 担 金 (再掲 ) | て その 費用 の 一 部 を 負担 し 、 震 災 等 に よる 風評 被害 の 払拭 や 世界 遺産 平泉 
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